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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　導師来たりて







「おおっ！　エリーゼも大分お腹が大きくなってきたのである！　もうすぐである！」

「エリーゼも、もうすぐお母さんね」




　もう誰が見てもわかるほどエリーゼのお腹は大きくなっており、そんな彼女が気になるのか、導師とエリーゼのお母さんであるニーナ様が様子を見に来た。

　突然そちらに行きたいと連絡があったので、俺が『瞬間移動』で王都まで迎えに行ってきたのだ。

　なんでも、導師もニーナ様に頼まれての同行らしい。

　そういえばこの二人、異母兄妹と聞いているので、見た目に大きな違いがあるものの、どちらも一度決めるとすぐに行動するところは、やはり兄妹なのだなと頷うなずける。

　バウマイスター伯爵邸に到着した二人は、お腹が大きくなったエリーゼを見てとても嬉うれしそうにしていた。

　生まれてくる俺の子からすれば、導師は大伯父で、ニーナ様はお祖ば母あさんになるのか。

　導師はともかく、ニーナ様はあまりお祖母さんというイメージはないな。

「私も年を取るわけね。もうすぐお祖母ちゃんになるんだから」

「とてもそんな風には見えませんね。お若いから」

「ヴェンデリン君はお世辞が上手ね」

「いえ、本当に……痛ぇ！」

「どうかしたの？　ヴェンデリン君」

「いえ、今、椅子の脚に小指をぶつけてしまって……」

「あらぁ、気をつけないと」

　ニーナ様が本当にお祖母さんには見えないのと、義母なので、社交辞令的な意味を含めて『お若いですね』的なお世辞を言っただけなのに、なぜかエリーゼにお尻をつねられてしまった。

　この二人、容姿や胸の大きさはそっくりなんだが、エリーゼの性格はお義と父うさん似なんだろうな。

　ニーナ様は、完全に導師似だな。

「男の子と女の子。どっちかしらね？」

　ここでさらに、ニーナ様が爆弾を投下した。

　エリーゼが産む子供の性別については、『跡取りの男子を！』と望む声が非常に多く、彼女に精神的な負担を与えたくないと触れないできたのに、そこをストレートに突いてくる実の母親。

　威圧的とか嫌な人というわけではないのだが、この場にいた俺とエルは、素で空気を読まないニーナ様の言動に若干引いていた。

　エリーゼも微妙な表情をしているし、他のみんなは……あ、全員席を外しているんだった。

　せっかくエリーゼのお母さんが来たのだから、自分たちはお邪魔でしょうし、という配慮でだ。

　今にして思えば、上う手まく逃げたな、といったところか。

　導師だけの時は、そんなことしないのだけれど。

「元気に産まれてくればどちらでもいいのに。エリーゼはまだ若いんだから、何人でも産めるわよ。お義父様にもそう言ったのだけれど、自分も年だからって焦っているのね。あと軽く二十年は大丈夫そうなのに」

　確かに、ホーエンハイム枢機卿ならそのくらいは元気だろうが、その他諸もろ々もろみんなが言いにくいことを平気で口にしてしまうニーナ様は……。

　やっぱり導師の妹なんだよなぁ……。

「どちらが生まれても、特に男子ならば某それがしに似て逞たくましい子になるのである！」

「そうね、クリムトお兄様に似れば元気に育つわね」

「えっ？　導師に……似た？」

　エルの一言で、俺の頭の中に警報が鳴り響いた。

　そういえば、エリーゼは導師の姪めいで血の繋つながりがあるのだった。

　そんなことは昔から知っているのだが、二人は全然似ていないし、ついその事実を忘れてしまっていたのだ。

「（導師に似た男の子？）」

　ふと、生まれてくる俺の子供を想像してしまう。




『父上！　一緒に魔法の特訓をするのである！』

　導師に似たオヤジ臭い子供が、俺の都合など聞かずに一緒に魔法の鍛錬をしようと、強引に誘ってくる光景だ。

　しかもその子の髪型は、なぜか導師のトレードマークであるパイナップルカットであった。

「（男ならまだ……でも、もし女の子なら……）」

『父上！　一緒に魔法の特訓をするのである！』

　やはりパイナップルカットで、まるで女子プロレスラーのような娘が、これまた俺の都合など聞かずに魔法の鍛錬に誘ってくる光景を脳裏に浮かべてしまった。




「……」

「ヴェル、顔が真っ青だぞ。エリーゼも」

　どうやら俺ばかりでなく、エリーゼも同じような想像をしてしまったようだ。

　エルから顔色が悪いと指摘されてしまった。

「とはいえ、某も昔は小さく可愛かわいらしい子供だったのである！　であろう？　ニーナ」

「そうだったわよね、クリムトお兄様」

「「「……!?」」」

　俺も、エルも、エリーゼも、どう答えていいものやらわからなかった。

　なにをどうしてみても、導師が子供の頃は可愛らしかったなんて思えず、オヤジ臭い子供の姿しか想像できなかった。

「某はアームストロング伯爵家の次男である！　跡継ぎである兄上がいたので、若い頃は冒険者として外の世界に出ており、大いに鍛えられたのである！」

　もしかして、昔は本当に可愛らしかったけど、冒険者としての苦労の日々が今の導師を形作っているというのか？

「（いや、導師のお兄さんも似たような感じじゃん）」

　エルに小声で指摘され、ますます導師の発言を嘘うそ臭く感じてしまう。

　導師のお兄さんは、別に外の世界で揉もまれていなくても、導師にとてもよく似ていたからだ。

　というか、アームストロング伯爵家の男子は代々導師のような体型なのだと、エリーゼから聞いていた。

「本当に昔は可愛らしかったのに……。クリムトお兄様、若い頃の肖像画を見せてあげたらどうかしら？」

「ニーナ！　妙案である！　若い頃の某の可愛さを見て驚くのである！」

　そう言うと、導師は魔法の袋から一枚の小さな肖像画を取り出した。

「見るのである！」

　俺たちが導師から手渡された肖像画を見ると、そこには中性的で、男性だと言われなければ美少女に見えてしまう、線の細い美少年の顔が描かれていた。

「「「えっ───！　これが若い頃の導師ぃ（伯父様ぁ）───!?」」」

　驚くのも無理はない。

　もしこれが本当に導師なら、特別な魔法薬でも使用したか、地下遺跡で野獣になってしまう呪いでもかけられたのではないか……。

　そう思ってしまうほど、今の容姿と肖像画とには大きな差があった。

「あっ、ですが、この肖像画の人物の髪と目の色は青いですね」

「本当だ」

　エリーゼが、自称『導師の肖像画』を見て不自然な点に気がついた。

　導師の髪の色は金色で、加齢で髪の色が変わるなんてまずあり得ないからだ。

「あれ？　なのである？」

　導師は、俺から返してもらった肖像画を再び確認した。

「おおっ！　すまないのである！　これは別人のものである！」

「伯父様、どなたなのですか？　私は、この肖像画の方とは会ったことがありませんが……」

「彼は……ブルーノは、某の親友である！　そういえば、もうすぐ彼の命日。だから魔法の袋から出てきたのであろうか？　すでにこの世の者ではないが、某と彼が出会ったのは、某がまだ可愛らしい少年の面影を残す十四の頃であった……」

「「「……」」」

　『誰が可愛らしい少年だって？』、と思わずにいられなかったが、導師の話は続き、なにも言い出せなくなってしまった。




「十四になった某は、外の世界に出ることを決意したのである！」




　どういうわけか、話題が大分ズレてしまい、そのまま勝手に導師の思い出話が始まってしまうのであった。





第一話　旅立ち







「（母上、某それがしは明日より外の世界に旅立つのである！　必ず一回りも二回りも大きな男となって戻ってくるので、安心するのである！）」




　今、某が立っているのは、王城近くにある上級貴族専用の墓地。

　ここには、兄上と某を産んでくれた母上が眠っている。

　母上は某が生まれてすぐ、体を悪くして亡くなってしまったのである。

　某には母上の記憶がほとんどないが、母上は亡くなる寸前まで生まれて間もない某の身を案じていたと、父上も兄上も常々仰おっしゃっていた。

　それに、某は今でもよく覚えているのである。

　母上に抱かれた時の温ぬくもりを。

　某は母上が安心して天国で過ごせるよう、誰よりも強い男にならなければならないのである！

　母上の墓標の前に色取り取りの花束を供えながら、某は強く決意した。

「あら、クリムトお兄様。こちらにいらしたのですか」

「おおっ、ニーナであるか。どうしたのである？」

　ニーナは兄上と某の異母妹で、彼女の母親は一族に策士が多いと評判のヴィターゼン伯爵家の出であった。

　某の母上が亡くなった直後、『軍部の重鎮アームストロング伯爵家の当主には、しっかりとした家柄もいい正妻が必要だ』と、ニーナの母親がすぐ嫁いできたのである。

　教会の重鎮ホーエンハイム枢機卿などは、『喪が完全に明けるまでとは言わぬが、せめて一年は待てぬのか？』と苦言を呈したそうであるが、ヴィターゼン伯爵家はその忠告を受け入れなかった。

　ヴィターゼン伯爵は、他の家に出し抜かれるのを嫌がったと聞いたのである。

　ちょうど同じ時期にニーナの母親も、ヴィンランド子爵家に嫁いだ直後、やはり病で夫を亡くしてしまったという事情もあった。

　『嫁いですぐに夫を亡くした、縁起の悪い娘。いや、もしかしたらあのヴィターゼン伯爵家のことだ。婿を毒殺くらいしかねない』と周囲から噂うわさされたため、策士ではあるが娘のことが可愛かわいいヴィターゼン伯爵が、娘の嫁入りを急いだという事情もあったのである。

　勿もち論ろん、ヴィターゼン伯爵家が婿を毒殺などするわけがない。

　貴族社会ではライバルの足を引っ張るべく、そういう無責任な噂を流すことが多いというわけである。

　ただ、ニーナの母親、兄上と某の義は母は上であるが、嫁入りには紆う余よ曲きょく折せつがあったと聞いたのである。

　次男である某はともかく、跡取りである兄上の立場を、もし義母上が産むかもしれない弟が乱したら……。

　そんな懸念があり、父上とヴィターゼン伯爵が話し合い、アームストロング伯爵家の跡取りはあくまでも兄上であると、そう取り決めたようである。

　ただ、その心配は無用だったようで、義母上は某の妹であるニーナしか産まなかった。

　偶然なのか、それともそういう風にしたのかは、これは父上と義母上のみが知ること。

　それに、義母上は血が繋つながらない兄上と某にもよくしてくれるのである。

　某に義母上への不満などないのである。

「クリムトお兄様がどこに出かけるのかなって、気になってついてきたの。もしかしたら、私に隠れて可愛い女の子とデートしているのかと思って」

「それはないのである。某は女性にモテないゆえに」

　アームストロング伯爵家の男子は、体が大きく筋骨隆々で美男子とは程遠い容姿をしており、女性と子供への受けがいいわけがないのである。

「そうかしら？　クリムトお兄様って、絶対に女性にモテると思うけど」

「ならば嬉うれしいのであるが……。ニーナは綺き麗れいなので羨うらやましいのである」

　ニーナは完全に母親似で、将来は確実に美人になるであろう。

　不思議なもので、アームストロング伯爵家の女子は、男子のように大柄で筋骨隆々になどならぬのである。

「ニーナは、ホーエンハイム子爵家に嫁ぐと聞いたのである！」

「そうみたい。アームストロング伯爵家は、軍系貴族とばかり血縁関係を結ばないで、ちゃんと教会の有力者とも縁を結んでおかないとって、お爺じい様が」

　ニーナのホーエンハイム子爵家への嫁入りは、ヴィターゼン伯爵の策だとは聞いていたのである。

　父上が義母上を受け入れたので、その恩返しにこの婚姻を手助けしたという話である。

[image: ]

　打算はあっても、ヴィターゼン伯爵は義理を欠くような真似はしないというわけである。

「それで、ホーエンハイム子爵家の跡取りとはどんな人物なのである？」

「う───ん、優しそうな人だと思うわ」

　優しそうな人であるか……。

　元々あの家は、教会の枢機卿をしている現当主ばかりが目立ち、それ以外の一族はいまいち印象が薄いのである。

「きっと大丈夫だと思うわ。それよりも、クリムトお兄様はレーラ様に家を出るご挨拶をしているのでしょう？」

「父上から聞いたのであるか？」

「はい」

　父上は、相変わらず娘であるニーナに甘いのである。

　レーラとは某を産んでくれた母上の名前で、今はこの墓地に眠っているのである。

「でも、どうして外の世界に？　クリムトお兄様は魔法が使えるのだから、このまま家に残れるじゃないの」

　大小を問わず、貴族家の次男以下というのは立場的に微妙な存在なのである。

　しかし、アームストロング伯爵家くらいの大貴族であれば、贅ぜい沢たくを言わなければそれなりの待遇が期待でき、ましてや某は魔法使いの才能を持って生まれたのである。

　家に残れるどころか、血縁に依よらない魔法の才能は貴重。

　逆に、家を出るなと引き留められるのが普通なのである。

　だがである！

「某は、アームストロング伯爵家を捨てる気などないのである！　ただ某はまだ未熟！　外の世界で経験を積み、見聞を広め、一人前の魔法使いになりたいのである！」

　某の魔法使いとしての技量はいまいち。

　浅くなだらかではあるが、魔力の成長は続いている。とはいえ、魔法使いとしては初級でしかないのである。

　それでも貴重な才ではあるが、某が使える魔法の種類はいまだ少なく、肝心の魔力の成長がいつまで続くかもわからぬ。

　それゆえ一度、外の世界で厳しい環境に身を置いた方がいいと思ったわけである。

「だから、冒険者予備校への入学も決めてしまったのですね」

「そうである」

　某は現在十四歳。冒険者予備校にて一年間学び、冒険者となって魔法も含めた戦闘技能を上げる。

　アームストロング伯爵家は軍人の家系、某が兄上を魔法で手助けするのが一番しっくりくるというものである。

「兄上を助けるためである！」

「クリムトお兄様はお優しいのね。でもぉ、他に目的がありそうな気がするなぁ。クリムトお兄様は、堅苦しいのがお嫌いだから」

　むむっ！

　さすがは、ヴィターゼン伯爵家の血を引く妹よ。

　某の企たくらみに気がついたのである！

「わかっていると思うが………………なのである！」

「……クリムトお兄様、私は面白い外の世界のお話や、お土産に期待していますね」

「任せるのである！」

　某が、外の世界に出る理由。

　それは……。

　魔法の才能を持って生まれた以上、アームストロング伯爵家は某を決して放出しないのである！

　ならば、兄上の手助けをする将来から逃れられない以上、それまでは外の世界を満喫するのである！

　これはいわば、修行も兼ねた某のモラトリアム。

　母上！　某は、全力で外の世界を楽しむことを誓うのである！





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なるほど。それは羨ましいね。外の世界か……私も自由に外に出られればいいのに……」




　墓地でニーナと別れた某は、次にある人物に修行の旅へ出かけることを伝えに行った。

　その人物とは、某の幼おさな馴な染じみにして一番の親友である、このヘルムート王国の王太子殿下であった。

　某が殿下と親友になれたのは、幼い頃から殿下のご学友として王城に呼ばれ、そこで馬が合ったからであった。

　次男とはいえ、某は名門アームストロング伯爵家の人間。

　王族に接する機会もあるというわけである。

　殿下に言わせると、某は貴族としては型破りな面白い人間で、だから興味を持ったらしい。

　おかげで今も、殿下の私室に入れる許可を貰もらっているのである。

　今日は、これから冒険者予備校生活で忙しいので、暫しばらくは会えないと伝えるための来訪であった。

「殿下はじきに王となる身、それは難しいのである！」

「正直に言うな、クリムトは。王様としての修行で、ちょっと外の世界を体験するとか、そういう王家のしきたりがあればよかったのに……。どうせクリムトの目的の半分は、外の世界を満喫することだろうけど」

「正解なのである！　殿下とニーナは誤魔化せないのである！」

「クリムトの可愛い妹君か。妖怪の息子に嫁ぐらしいね」

「妖怪……でありますか」

「五十を過ぎたばかりなのに、たまに父ともやり合っているみたいだからね。油断のならない男だよ」

　ホーエンハイム枢機卿、果たしてヴィターゼン伯爵とどちらが、というやつである！

「息子は常識的な有能さを持つ人物らしいから、妹君も安心なのでは？　あんな妖怪の奥さんになるなんて、息が詰まって大変だろう。息子の方でよかったのでは？」

「そう言われると、安心なような気がするのである」

　ニーナのことなので、もしかしたら物足りない男性だと言いかねないのであるが。

「一年間の学生生活か。羨ましいね」

「某は、まだまだ魔法の腕を上げなければなのである！」

　できれば中級まで……しかしながら、今の魔力量の成長速度だと、成人するまでに中級は厳しいかもなのである！

　それならば、もっと魔法を使う時に使用する魔力を減らす、同じ魔力を使用しても威力が増えるようにする、魔法を用いない戦闘技能と組み合わせて総合的な戦闘力を上げる、などの工夫が必要。

　到底一年では足りず、予備校を卒業したあとは冒険者をしながら実戦で鍛えるしかないのである。

「決して楽ではないのである」

「でも、私はクリムトが羨ましいよ。こちらに戻る前に外の世界を堪能できる。人は隣の芝生を青いと感じることがあるという。でもね、私は思うのだよ。一度でいいから外の世界で庶民のように暮らしてみたいと」

「殿下……」

　無責任な他人は、将来の王になるべく生まれた殿下を羨ましいと思うかもしれない。

　だが、某もそうだが、貴族とは義務として支配はするが、平民たちの暮らしに責任を持つ身。

　多くの貴族や王族は、一度は平民のように気楽に暮らしたいと願うものなのである。

　勿論、平民の生活もそんなに甘くないことは百も承知している。

　貧しさから、病気の子供に治療すらできずに死なせてしまう者。

　畑を継げず、領地を出て王都の貧民街で燻くすぶっている者。

　我ら貴族もなんとか改善しようと努力はしているが、政治とは複雑で簡単にはいかないもの。

　某には難しく、是非とも殿下には素晴らしい王となってもらいたいものである。




　これは、某が心からそう思っている事実なのである。




「でも、私は知っているよ。クリムトが外の世界でもっと大きな男に成長して戻ってくることを。そして、私を助けてくれることもね」

「殿下」

「いい土産話を期待しているよ。きっとクリムトのことだから、色々と楽しいことになると期待しているのさ」

「殿下、某は至極まっとうで常識的な人間なのである」

「そうだったね。体に気をつけて自由にやるがいいさ」




　殿下への挨拶を終え、その日の夜は父上、義母上、兄上、ニーナから送別の宴うたげを開いてもらい、翌朝、某はアームストロング伯爵家の屋敷を出たのであった。





第二話　落ちこぼれ魔法使い







「さすがは、王都の冒険者予備校。魔法使いが沢山いるのである！」




　実家を出た翌日には、朝から冒険者予備校の入学式であった。

　某それがしも参加し、式が終わるとクラスごとに教室へと移動になる。

　魔法使いということで推薦を受け、某は魔法使いクラスに振り分けられたのである。

　某の家柄は……関係ないはずであるが、某はそれほど魔力量も多くなく、クラスでも下の上くらいの入学成績であった。

　今の某は、魔力量の少なさから放出系の魔法が使えず、一見、魔法使いには見えない。

　今は一日でも早く魔力量を増やし、魔法使いらしい派手な放出魔法を使ってみたいものである。

「そうだね。君は体が大きくてガッチリしているから、最初、大剣や大おお斧おの使いだと思っていたよ」

　隣の席に座る華きゃ奢しゃな少年は、最初、入学式で某を見かけて武器を扱う剣士だと思っていたようである。

　それが同じ魔法使いクラスだったので、かなり驚いていたのである。

　確かにそう思われても……実際、アームストロング伯爵家では剣や他の武器の稽古もしていた。

　だが、どうも某は兄上と違って不器用であり、それほど武器の扱いが得意とは言えないのである。

　力は兄上よりも上……と思ったら、無意識に魔力で強化していたので、魔力抜きでは互角といったところであろうか。

「『身体強化』と『魔法障壁』は使えるのかな？　君は」

「一応使えるのである」

　ただ、自分の体のみを覆う特殊な『魔法障壁』で、某は魔力量も少ないので稼働時間も少ない。

　『魔法障壁』を張るのなら、『身体強化』をかけて、さっと敵を殴った方が早いのである。

「君、魔闘流の使い手なの？」

「魔闘流は習ったことはないのである」

　そう言われると似ているのかもしれぬが、某は不器用。

　武芸の型など覚えられないのである！

「そうなんだ。あっ、自己紹介が遅れたね。僕の名はブルーノ。平民の出なので姓はない。君は？」

「クリムト・クリストフ・フォン・アームストロングである！」

「へえ、結構な名門だね。貴族の家の出だとは思っていたけど」

　某、そんなに見てすぐわかるほど貴族らしいのであるか？

「一見君は厳いかついからそう思わない人も多いと思う。でも、手先が綺き麗れいだったり、姿勢よく椅子に座っていたり、そういうのは生まれてからの教育だから、平民の家の子だと案外できなかったりするんだよ。見て」

　ブルーノが示した席に座る男子は、姿勢悪く椅子に座っているのであった。

　というよりも、椅子に座り慣れていないように見えるのである。

　手先が綺麗なのは、いくら某が次男でも雑用は使用人がやってくれるからであった。

「子供の頃から、ちゃんと椅子に座って教育を受けられる。姿勢がよくないと注意する大人、家庭教師や講師がいる。だから僕は君がいい家の子供だと思ったわけだ」

　ブルーノという少年は、かなり小柄で線も大分細かったが、某がアームストロング伯爵家の出だと知っても臆おくせず話しかけてくる度胸があり、それに加えてなかなかの洞察力であった。

「某に委縮しないのであるか？」

「さすがにまったくとは言わないけど、冒険者志望の人間は、特に魔法使いは、相手が王族でも貴族でも臆さない方が大成すると言われている」

　冒険者も魔法使いも実力本位の世界なので、相手が貴族だからといって必要以上に謙へりくだったり、臆したりしているような奴は大物になれない。

　特に優れた魔法使いともなれば、逆に貴族の方が仕官を請うなんて話はよくあるのである。

　ブルーノは魔法使いとして名を成すため、今から注意しているというわけである。

「それとも、『貴族様ぁ』って崇あがめられたい？」

「ここは、そんな身分の差など関係ない世界である！　某はただのクリムトである、ブルーノ」

「そう言うと思った。よろしく、クリムト」

　童顔のうえ小柄なので某と同じ年に見えぬが、ブルーノという男、なかなかに度胸があって気に入ったのである！

「ブルーノはいくつなのである？」

「十四だよ」

「同じ年であるか……」

　まさか同じ年とは……元々、某が実年齢よりも大分上に見られるので余計そう感じられるのである。

「ブルーノは魔力が多くて羨うらやましいのである」

　彼の魔力量は某よりも多く、もうすぐ中級くらいだと教えてくれた。

　このクラスだと、かなり成績優秀な部類に入る。

　この魔法使いクラスの八割が初級なので、まず間違いなく中級になれると言われているブルーノは、魔法使いとして将来を期待されていた。

　羨ましい限りである！

「とはいえ、今年はエトガル・トレーダーがいるからね。彼が今年一番の出来星だって言われている」

　少し離れたところで中級魔法使いたちに囲まれている優男は、すでに上級クラスの魔力を持ち、大いに期待されている新人魔法使いなのだという。

「確かに……あの雰囲気は……である！」

「果たしてエトガルは、成人するまでにあとどれほど魔力量が増えるか、使える魔法の種類が増えるか。この予備校の講師たちも、冒険者ギルドも、彼を雇いたい大貴族や大商人たちも注目しているって話だからね」

　なるほど、同じ魔法使いでも某とは大違いなのである！

「全員いるな？　他のクラスとは違って、ここは魔法使いのクラスだ。いないことはないと思うが。まずは自己紹介でもしてくれ。一年間は同じクラスで学ぶ仲だし、卒業後も仕事で繋つながるなんて話もよくあるからな」

　担任の指示で、某たちは自己紹介をする羽目になったのである。

　某の名を聞き驚く者もいたが、魔法使いに家柄は関係ない。

　ブルーノと同じく、今年期待の新星のエトガル・トレーダーも、涼やかな笑顔で軽く会釈をしてくるのみであった。

「なるほど、首席確実の天才君は余裕だね。成績が低い者に嫌みなんて言わないか」

「才能が余裕を生むのである！」

「確かにそうだ」

　こうして某は、無事冒険者予備校に入学し、新しい生活を始めるのであった。




「今日は初日だから、軽く実力を見せてもらおうかな」

　自己紹介が終わると、早速講義が始まったのである。

　とはいえ、講義が午前中しかない冒険者予備校なので今日はもう時間もあまりない。

　そこで魔法担当の講師のハック先生は、実技の講義を行う中庭に木と藁わらで作った人形を置き、各々これに得意な魔法で攻撃するように命じた。

　某たちの実力は面接や試験で把握しているはずであるが、実際に見ておきたいというところであろうか？　だが、確かに単純で手っ取り早い方法であるな。

　呼ばれた順にクラスメイトたちは、自分が一番得意な魔法で人形を攻撃していく。

「火の玉が一番多いのである」

「定番だし、使える人が多いからね。それにさ、見た目が派手になるんだよ」

「人形が燃えるからであるか」

　一番多くいる初級レベルのクラスメイトたちは、人形にぶつければ着火して燃える『ファイヤーボール』を披露することが多かったのである。

　中には魔法に威力があり、人形を破壊しつつ炎上させるような者もいたが、彼らは入学前に魔法使いの師匠から特訓を受けていた者が多かった。

　威力がない『ファイヤーボール』を放った者は、これから一年、ハック先生の指導を受けて魔法を改良しつつ、いまだ魔力量の限界を迎えていない者はそちらでも努力する、といった感じであろうか。

「少数だけど、他の系統の魔法を使える人もいるね」

　ブルーノの指摘どおり、一部に『ウォーターボール』、『石せき礫れき』、『ウィンドカッター』をぶつけて人形を倒す者もいたのである。

　とはいえ、初級だとやはり威力に欠けるというのが、某の感想であった。

「次は僕だね」

「ブルーノは、どんな魔法が得意なのである？」

「見てのお楽しみってことで」

　ハック先生に呼ばれ、人形から二十メートルほど離れた場所に立ったハックは、すぐに魔法を発動させたのである。

「『氷の刃やいば』であるか！」

「正解。僕は水と風、両方に適性があってね。こうやって氷で刃を作って敵を切り裂く」

　ブルーノが放った三日月型の『氷の刃』は、一撃で人形の首を刎はねたのである。

「コントロールも威力も申し分なし。魔力も間違いなく中級まで伸びるであろう。ブルーノには期待している」

　ハック先生は、才能があるブルーノに目をかけているようである。

「次は、クリムトだが……あれから、放出魔法を覚えられたかな？」

「それが、いまだ魔力が足りないようなのである！」

「そうか……クリムトはまだ魔力も伸びているからな。もっと魔力量が増えれば、きっと放出魔法を使えるようになるさ」

　冒険者予備校の特待生試験で行われた面接の時と、まったく同じことを言われたのである。

　某、魔法使いではあるもののなかなか魔力量が増えず、使える魔法も、『身体強化』、自分のみを覆える『魔法障壁』、あとは拳と足に魔力を込めて敵を殴るのみ。

　家にいる間、魔法使いの家庭教師に指導してもらったこともあるが、やはり放出魔法は使えなかったのである。

　家庭教師いわく『魔力量が上がれば、放出魔法も使えるようになるはず。クリムト殿の魔力は増え続けているものの、その成長速度は異常に遅い。魔力量が増えるまで、気長に待ち続けるしかない』とのことであった。

　おかげで某は、魔法使いというよりも、魔闘流の闘士ではないのかと言われているのである。

　父上も兄上も、魔法使いなのにあまり魔法使いには見えない某を『戦闘力が高く、武の一家であるアームストロング伯爵家に相応ふさわしい』と褒めてくださった。

　それはありがたいが、やはり魔法使いに生まれた以上、それらしい魔法を覚えたいものである。

　某は、そのために家を出たのであるから。

「自分なりの方法で人形に攻撃してみなさい」

「わかったのである！」

　ならば、いつもの攻撃方法を用いるのみ。

　自分のみを覆う『魔法障壁』で体を覆い、そのまま人形にショルダーアタックをかける。

　『魔法障壁』の強度に加え、某の体の重さと突進速度で人形はバラバラになったのである。

「なかなかの威力だな。今後の課題は放出魔法か。魔力量の増加が最優先課題だな」

「わかりましたなのである」

　一年で、放出魔法が使えるようになればいいのだが……。

「あれはアリなのか？」

「あいつ、ただ体が大きいから人形がバラバラになっただけじゃあ……」

「魔法の範はん疇ちゅうなのか？　あれは？」

　外野の意見の中には某を批判するものもあったが、こればかりは放出魔法を覚えなければ解決しないのである。

　もっとも、某を批判しているのは『ファイヤーボール』で人形を燃やすのが精一杯の連中ばかり。

　気にしても無駄なのである。

「クリムトの今の攻撃、使い勝手がいいよね」

「そうであるか？」

　ブルーノは、某の魔法攻撃を見てえらく感心していたのである。

「ここは冒険者になるための予備校で、貴族の目に留まって仕官できるのは、あくまでも冒険者として実績をあげられた者のみだよ。上級魔法使いは、上級魔法使いだから貴族にスカウトされるんじゃない。その魔法を用いての実績が大きいから、冒険者を引退する頃にスカウトされるのさ」

「なるほど」

「クリムトの今の攻撃、かなり強力な魔物でも倒せるだろうね。それに比べ、『ファイヤーボール』は魔物狩りに使いにくい」

　冒険者は、なるべく無傷で魔物を倒して素材に傷をつけない方がいい。

　特に、毛皮などが高く売れる魔物を火で焼いてしまっては商品価値を落としてしまう。

　『ウィンドカッター』か『氷の刃』で急所を一撃で切り裂くか、某のように打撃で倒すのが一番効率がいいというわけである。

「ただ、今の某の魔力量では、この魔法攻撃もそんなに回数が使えないのである。とにかく今は魔力量を増やすのが最優先である」

「それは僕も同じだよ」

　そして一番最後に、ハック先生はエトガル・トレーダーを指名した。

　やはり、真しん打うちは最後に登場というわけである。

「ちなみに、エトガルも火系統の魔法が得意だけどね」

「ならば、あの人形は灰も残さず消えるのである」

　彼の魔力量と魔法の威力なら、そうなっても不思議ではないのである。

「あのエトガルが、そんな単純に高威力の火魔法を使うかな？」

「なにか、技巧を凝らした火魔法を使うのであるか？」

「だと思うよ」

　今年一番の魔力の持ち主にして、冒険者ギルドも大きく期待している逸材と聞いたのである。

　ただの火炎で標的を焼き払うわけが……と思っていたら、突然、人形の首が〝ポトッ〟と落ちたのである！

　予想外の事態に、クラスメイトたちが騒ぎ始めたのである。

　どういう魔法なのか、大半のクラスメイトたちがわからなかったからであろう。

「どのような魔法を使ったのである？」

「多分、焼き切ったんだろうね。凄すごい技術だよ」

　ブルーノにはエトガル・トレーダーの使った魔法が見えていたようであるが、某には見えなかったのである！

　今はただ、己の未熟さを呪うのみである！

「極細い火の糸で、人形の首を焼き切って落としたんだろうね」

「そんなことできるのであるか？」

「できるんだろうね、エトガルには」

　魔力量の多さや魔法の威力のみならず、あのような精密な魔法が使えるとは……。

　人形の首を焼き切るなどと簡単に言うが、恐ろしい速度で正確にやらなければ人形に着火して燃えていたはず。
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　火魔法の使い手でも、あの方法で魔物の首を落とせるのであれば冒険者として問題なく活動できるのである！

「さすがである！」

「天才っているんだなって思うよ、正直なところ」

　もしかしてブルーノならば、エトガル・トレーダーに対抗できるのでは？

　某は今、ふとそんな風に思ったのである。

「僕は魔力量がねぇ……魔法の威力、精密さでも一歩も二歩も彼に劣るから」

　魔法の威力や質は努力でどうにかできても、魔力量ばかりは生まれつき決まっている。

　ブルーノは、これからどう努力しても中級の上程度が限界だと悟っているようである。

「むしろ、クリムトの方が可能性がないかな？」

「某はこの様ざまである」




　某は、魔法使いとしては中途半端なのである。

　魔法使いはそうそう生まれるものでもなく、ましてや家柄や遺伝も関係ないので、武門の名門アームストロング伯爵家に魔法使いが生まれた時、周囲は大きく期待したのである！

　ところが、某の魔力成長は極端に遅く、魔力量は初級、使える魔法は体に魔力を纏まとわせて攻撃するのみ。

　これから魔力が増え続ければ放出系の魔法も……とはいえ、今のペースでは成長が止まるまでに初級を脱することができれば上等な程度。

『せめて中級レベルなら、もっと魔法使いらしくてよかったのに』

　これが、周囲の貴族たちの某に対する評価であった。

『魔法使いかぁ。いいなぁ、クリムトお兄様は』

『気にするな、クリムト。魔法が使えない貴族どもの嫉妬なんてな』

『なにを恥じる必要がある？　アームストロング伯爵家の男は強ければいいのだ！　惰弱な宮廷雀すずめどもの陰口など気にするでないわ！』

　某の微妙な魔法に陰口を叩たたかないのは、ニーナと殿下、兄上や父上といった家族くらいであった。




「僕は生まれもよくないから、お貴族様の世界はよくわからないんだけど、自分が魔法も使えないのに他人を批判って、暇な連中なんだね」

「碌ろくでもない奴が多いのは事実である！」

　某は、次男でよかったと思う次第である。

　こうして、修行名目で外の世界に出してもらえたのである！

「上う手まく鍛錬すれば魔力の上昇ペースが上がるかもしれないし、僕はクリムトって結構大物になると思うんだけどね」

「お世辞であるか？」

「僕は魔法使いだからね。意味もないお世辞なんて言わないよ」

　確かに、ブルーノレベルの魔法使いなら貴族に媚こびる必要もないのである。

　ある貴族に嫌われても、むしろその貴族と敵対してる他の貴族が喜んで手を差し出す。

　それが魔法使いという存在である。

「予備校で一年、冒険者になってからも顔を合わせる機会が多いかもしれない。よろしく、クリムト」

「よろしくなのである！」

　はてさて、某はこの一年で魔法使いとしてどのくらい成長できるか。

　不安がないわけでもないが、ブルーノと知り合えたのは大きな収穫である！




　彼は、よき友になってくれそうである。





第三話　予備校生生活







「クリムト、君はあのアームストロング伯爵家の子供だよね？」

「なにを今さらである！」

「あのさ、実家から仕送りとかないの？」

「そんなものは、某それがしが断ったのである！」

「随分と思いきったことをしたね。でもこの部屋、本当になにもないよね」




　予備校が始まってから一週間。

　ようやく講義に慣れてきた某の部屋に、友となったブルーノが遊びに来たのである。

　彼は、某が下宿している部屋を見て驚いていたのである！

　某が住む下宿は、予備校近くに一人で住む老婆、ヴァークト夫人の小さな家の屋根裏部屋であった。

　そこには、ベッド代わりに敷いている板と、梁はりの上に置かれた数冊の魔法関連の書籍、杖つえ、あとは数着のローブや下着、私物が入っている小さな木箱のみ。

　とても貴族の子供とは思えない生活ぶりに、この一週間動揺したところを見せたことのないブルーノも珍しく驚いていたのである！

「仕送りを断ったんだ」

「当たり前である！」

「当たり前なんだ……」

　せっかく外の世界に出たというのに、実家から多額の仕送りを受けては意味がないのである！

　平民の暮らしを経験してこそ、外の世界に出た意味があるというもの。

　この下宿先も、わざわざ某が一番安いところに決めたのである！

　家を出るまでに貯ためたお小遣いを節約しながら使いつつ、あとはそろそろ狩猟をして金を稼ぐべきであろう。

　ブルーノが訪ねてきたのは、それについて話すのも目的だったのである。

「そこは少し妥協して、素直に仕送りしてもらえばいいのに。そういうことを悪と感じないで生きていくのも大切だと思うな」

「それでは面白くないのである」

「クリムトらしい言い方だね。あの連中に比べれば、遥はるかに好感を持てるよ」

　某と同じく、予備校に通っている貴族の子弟はいるのである。

　ところが、大物貴族の子弟ほど、せっかく外の世界に出たというのに実家から通い、親からのお小遣いで贅ぜい沢たくな生活をしていた。外の世界でまで貴族の暮らしをしてなにが楽しいのか、某は理解に苦しむのである！

　勿もち論ろん、貧乏貴族の子弟は違うのであるが。

「それでだ。狩猟なんだけどね。王都の予備校はかなり制限があるんだ」

「そうなのであるか？」

「王都は都会だからね」

　これが田舎であれば、成人するまで魔物の領域にさえ入らなければ、みんな好き勝手に狩猟をしても問題ないのである。

　地方は自然も多く、獲物が多い場所も沢山あり、その割に狩猟をする人が少ないという利点もあった。

　ところが王都周辺は、王都拡張などの開発が進んで狩猟可能な領域は減るばかり。

　人口が多いので冒険者でなくても狩猟や漁を生業なりわいとする者が多く、これに生活費目当ての予備校生も加わって競争が激しいのだと、ブルーノが教えてくれたのである。

「そんなわけで、予備校生は週に二回しか狩猟ができないみたい」

「厳しいのである」

　貯めた小遣いはなるべく減らしたくないので、できれば一年間の生活費は自力で稼ぎたかったのである。

「ブルーノはどうするのであるか？」

「僕はクリムトほど余裕もないので、色々とツテを頼ってアルバイトをする予定だよ。誰か人を紹介してほしいと言われているところもあるから、クリムトがよければ紹介するよ」

「おおっ！　さすがは我が友ブルーノである！　是非、紹介してほしいのである！」

　せっかく家を出たのであるから、色々なことを経験したいのである！

　まさか、狩猟以外で働くことができるとは。

「どのような仕事なのである？」

「色々だね。週に二回は狩猟に行くとして、あとは短期や一日だけの仕事をあれこれという感じかな」

「楽しそうである」

「楽しいかぁ……クリムトは、なんでもポジティブに考えられていいね」

「某、それだけが取り柄えなのである！」

「じゃあ、明日の午後から早速始めようか」

　というわけで、某は生まれて初めて働いてお金を貰もらうということに挑戦することが決まったのである。
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「親方、連れてきましたよ」

「悪いな、ブルーノ。おおっ！　こいつは力がありそうでいいな。いやあ、ブルーノに頼んでよかったよ」




　翌日の午後、某はブルーノと共に最初の仕事先に向かったのである。

　そこは建物を建てている工事現場で、そこを取り仕切るガタイのいい日に焼けた親方は、ブルーノと知り合いのようであった。

「ブルーノ、知り合いなのであるか？」

「うちの近所に住んでいる小お父じさんでね。両親とも仲がいいんだよ」

「ブルーノのことは、子供の頃からよく知っていてな。こういう仕事だから体力勝負なんだが、兄ちゃんはいい体してんな。こりゃあ期待できそうだ」

　力仕事ならば某も望むところであるが、某はいいとして、ブルーノは大丈夫なのであろうか？

　彼はそれほど力もなく、体力も平均的であるから心配なのである。

「ブルーノ、お主は……」

「心配ないよ。そのための魔法だから……」

「お───い！　そのブロック、一番上まで持ってきてくれ───！」

「じゃあ、二人とも頼むぞ」

　早速工事現場での仕事が始まったのであるが、建設中の建物は石造りで三階建てと聞いたのである。

　足場が組まれ、その一番上で作業する人たちに積み上げる石材を渡すのであるが、力がある某はいいとして、あまり力のないブルーノがやはり心配なのである。

「どうぞ」

「おおっ！　いつ見ても便利だな」

「重たい石材も、ブルーノの魔法があれば一瞬だな」

「ねえ、大丈夫でしょう？」

「ううむ……」

　そういえば、そうだったのである。

　力のない魔法使いでも、『念力』という、物を動かす魔法があれば重たい物でも自由に運べるのだと。

　ブルーノは、『念力』で自分の重さほどの石を高さ十メートルほどまで持ち上げ、上からの指示で器用に積み上げたのである。

「ズレていないですか？」

「おう、大丈夫だ」

「ブルーノは、コントロールもいいな」

　確かに、某は魔法の精密さでもブルーノには歯が立たないのである。

　心配は余計なお世話というやつであろう。

「兄ちゃんは、こういう魔法は使えないのか？」

「某、こういう魔法は苦手なのである」

　『念力』も放出系の魔法に属するゆえ。それに、もし使えたとしても、某の魔力量ではすぐに魔力切れで役立たずになってしまうのである。

「まあなんだ。兄ちゃんはせっかくいい体に生まれたんだからよ。それを生かせばいいだろう」

「それもそうである！」

　某の長所は、この鍛えに鍛えられた筋肉質の体。

　これを生かして仕事をすればいいのである。

「こっちにも石材を頼む」

「了解なのである！」

　某は、工事現場の端にある石材置き場に置かれた石材をひょいと抱えると、そのまま足場に作られた階段を上って上まで向かった。

　この程度の重さの石材なら、魔法など使わなくても簡単に運べるのである！

　父上と兄上からは体を鍛えることを怠るなと言われているので、この仕事は好都合でもあった。

「兄ちゃん、重くないか？　それ、最低でも二人で運ぶ石材なんだが……」

「それほど重くないのである。次はどこまで運べばいいのである？」

「あっ、うん……大丈夫ならいいんだけどよ」

　若い某たちに要求されたのは、やはり重量物の運搬などの力仕事であった。

　ブルーノは『念力』の魔法で、某はこの体を生かして夕方まで働き、初めての労働は無事終了したのであった。




「報酬に色をつけてもらってよかっったね」

「その代わり、あと三日ほど仕事があるのである」

「いいんじゃないかな？　どうも王都の冒険者予備校生は、なかなか狩猟で稼げないみたいだし。発展しすぎるのも考えものだね」

「予備校を卒業していれば、王都近郊に拠点を移せるのであるが……」

「無理に遠征して予備校を休んだ結果、出席日数が足りなくてもう一年なんて、これ以上の無駄はないよ」

「それもそうである。数少ない狩猟の日以外は、短期の労働で稼ぐしかないのである」

「ツテは結構あるけどね」

「さすがは我が友である！」

　その日の夜は、思った以上に報酬が得られたので二人で外食となったのである。

　とはいえ、某もブルーノも貧乏予備校生の身。

　お店は安くて量も多い、予備校生向けの古い食堂であった。

　この店もブルーノが教えてくれた店であり、彼は某など比べものにならないほど世間慣れしており、顔が広いのである。

　とても同じ年とは思えないのである。

　某は家を出たばかり、まだまだ勉強せねばならないことが多いのである。

「まずは、乾杯といこうか。さすがにお酒じゃないけどね」

　某たちは、まだ未成年なので仕方がないのである。

　実は未成年でもこっそり酒を飲んでいる奴も多いのであるが、ここは予備校関係者も多く通う食堂。

　講師たちに見つかると面倒なので、今日は果汁入りの水で乾杯となった。

　あと一年すれば成人なので、あまり焦る必要もないのである。

「「乾杯！」」

　二人で乾杯してから、注文した大盛りのシチューと顔の大きさほどのパン、山盛りのサラダを食べ始めた。

　屋敷で出る料理のように見た目にも配慮した盛りつけではないが、味はなかなか。

　なにより安いのがいいのである！

「クリムトは大活躍だったね。親方やみんなにも気に入られていたじゃない」

「できれば、ブルーノのように褒められたいのであるが……」

　ブルーノは『念力』で重たい物を軽々と運べるので、親方たちからも大好評であった。

　聞くところによると、あの工事現場は作業日程が少し遅れていたそうであるが、ブルーノのおかげで期限に間に合いそうだと、親方たちはとても喜んでいたのである。

「クリムトも数人で運ぶ石材とかをひょいと担いで簡単に運んでしまうから、みんなありがたがっていたよ。親方たちも結構年だからねぇ……」

「役立たずにならないで済んだのはいいのであるが、やはり某も『念力』が使えるようになりたいのである」

　『念力』は、比較的魔力量が低い者でも簡単に使える部類の放出系魔法であった。

　放出系魔法で一番簡単とさえ言われており、それが使えぬ某はやはり魔法使いとしては落ちこぼれなのである。

「クリムトは魔力が増え続けているのだから、もうすぐ使えるようになるさ」

「だったらいいのであるが」

　確かに、某の魔力は今も成長し続けているのである。

　今の時点ですでに成長限界に達してしまった同級生たちも珍しくはなく、彼らに比べれば恵まれているのであろう。

　だが……。

「今の成長速度だと、某の魔力が二十歳近くまで増え続けたとしても、初級から脱出できるかどうか怪しいのである」

　できれば、ブルーノのように中級レベルまで成長してほしいのである。

「必ずしも、今の成長速度が続くというわけでもないから。そんなに心配しなくてもいいんじゃないかな？」

「今よりも成長速度が減る可能性もあるのである。明日にも成長が止まるかもしれないのである」

「大丈夫だと思うけどな」

　ブルーノは、パンを千切って食べながら某にそう言った。

　彼は、某が思っているよりもポジティブな性格をしているようであるな。

　そして痩せ型ではあるが、やはり魔法使いなのでよく食べるのである。

「僕から言わせると、クリムトこそ羨うらやましいよ。僕も結構努力しているのに、全然体に筋肉とかつかないからね。どうすれば、クリムトみたいにムキムキになれるんだろう？」

　ブルーノの悩みは、平均よりも少し低めの身長と細い体であるようだ。

　羨ましそうに、某の腕を触ったのである。

「食事かな？　でも、僕は魔法使いだから結構食べるんだけど、全然筋肉がつかないで痩せたままなんだよね」

「もっと食べて、体を鍛えるしかないのである」

　某の実家、アームストロング伯爵家は家伝として体の鍛え方が継承されているのであるが、実はこれ、体を機敏に反応よく動かし、戦場で不覚を取らないためのもの。

　別に鍛錬などしなくても、勝手にこの体つきになってしまうのは内緒にしておいた方がいいかもしれないのである。

「僕もあと何年かすれば、もっと背が伸びて体つきもよくなるかもしれないか」

「きっとそうである」

　魔法の才能があるブルーノにも、まったく悩みがないわけではないということであるな。

　今日は無事に初めての労働も終わったことであるし、飯を食ったら気持ちよく寝てしまうのであった。




「ブルーノ、今日の仕事はなんである？」

「書店の店番だね。あとは、店内の掃除とか、本の整理とかもあるよ」

　工事現場での仕事は三日で無事に終わり、某もブルーノも親方たちから『助かった』とお礼を言われたのである。

　完成が遅れそうになっていたところに、魔法で重たい石材を運べる某たちは格好の助っ人だったというわけである。

　某の場合、魔法ではなくて己の力のみで仕事をこなしたのであるが。

　ブルーノが次の仕事を紹介してくれたので、早速予備校の講義が終わった午後から現場へと向かったのである。

　ここは確か商業街でも、下級貴族のお屋敷が集中するエリアと隣接していたはず。

　ブルーノに聞くと、この近辺に彼の実家があるのだという。

　ちなみに彼は、某とは違って生活費節約のため実家から通学しているそうであるが。

「次の働き先も知り合いなのであるか？」

「そうだね」

「ブルーノの実家は、なにか商売でもしているのであるか？」

「うちの実家は、いわゆる皮革素材の問屋だね」

　冒険者ギルドから買い取った動物や魔物の皮を、それを必要とする商会や工房に卸すそうで、住んでいる場所からして、ブルーノは平民でも裕福な方なのだと理解したのである。

「裕福なのであるな」

「実家はね。どうせ稼業は兄貴が継ぐし、僕は特待生扱いで予備校の学費はかからないけど、自分の小遣いはこうやって稼がないといけないのさ」

「某も同じである」

「いや、わざわざ仕送りを断るなんて貴族様、まずいないと思うけどね。おっと、このお店だね」

　到着したのは、かなり広い書籍を売るお店であった。

　店は閉まっているわけではないようだが、客は誰もいなかったのである。

　唯一、店主らしき初老の男性が、ある本を食い入るように見ているだけであった。

「ゼノ爺じいさん、また『色本』の新作でも見ているの？」

「当たり前じゃ！　この店の経営者たるワシが自ら見て内容を確認しなければ、仕入れる数すらわからぬではないか！」

　確かに、ゼノ爺さんと呼ばれている老人の読んでいる本のタイトルは、『人の妻は蜜の味』というあまり人様の前では読まない方がいいようなものであった。

「もう仕入れているじゃない」

「ちっ、ちっ、ちっ。ブルーノはまだ子供じゃな。新作というのは、初期入荷分はある程度売れるもの。じゃが、継続して売れるかどうかはその本によって違う。そこを見極めて追加注文の数を決めなければ、不良在庫で店が潰つぶれるわ」

「それで、そのお話はどうなの？」

「ありきたりな妻子ある男性と人妻との不倫物じゃな。そういえばこの前、同じような作品がヒットしたので教会の連中がブー垂れておったの。そのブー垂れておった神官が、とある貴族の何番目かの奥さんと不倫しておってな。取り締まりどころではなくて、いい気味じゃったわ」

「爺さんも、人が悪いなぁ……」

　神官と貴族の奥方との不倫、頻繁ではないが定期的にあるというやつである。

　勿論、貴族同士の不倫もたまにあるのであるが。

「創作物の取り締まりなど、教義のみが頭に詰まったガチガチで世間知らずの神官が考えそうなことじゃ。現実と妄想の区別もつかぬではの」

「神官批判は、もうその辺でいいでしょう？」

　ゼノ爺さんとやらは、エッチな内容の色本関連で教会の連中とよく揉もめているようである。

　某も神官など、好んで深く関わろうとは思わないのであるが。

「無用な争いを避けるため、色本を仕入れないという選択肢はないのであるか？」

「あるか！　色本がなければ儲もうからぬではないか！」

「そうなのであるか？」

　本を読むのは、上流階級、神官などのインテリ、あとは平民でも比較的裕福な者が多いのである。

　そういう客層なのだから、色本などいらないのでは？

「人間とは、王様も、王族も、大貴族も、大商人でも、身分に関係なくそういうのが好きなんじゃ。お主は違うのか？」

　興味がないと言えば嘘うそになるのであるが、某は本よりも現実の女性の方がいいのである。

「実物と創作物はまた違うのじゃが……まあいい。ブルーノには留守番と掃除と整理を頼んだが、随分と背が高い助っ人を連れてきたの」

「便利でしょう？」

「それもそうじゃな。どうせ今日はほとんど客など来ない。頼んだことが終わったら、好きに店の本を読んどれ。もし客が来たら適当に接客しておけ」

「相変わらず適当だなぁ……」

「休息日こそが、この店の稼ぎ時。それまでに店の商品を揃そろえておくのがワシの仕事じゃ。客が欲しがる本さえ置いてあれば、ちゃんと本は売れるのじゃからな。じゃあ、頼むぞ。そこのデカイ兄ちゃんも」

　と言い残すと、ゼノ爺さんは店をあとにし、某たちだけが残されたのである。

「ゼノ爺さんは、本の仕入れに行ったのさ。休息日には沢山お客さんが来るからね」

　本を買う客は、よほどのことがなければお休みの日に集中する。

　その日に備えて、ゼノ爺さんは本の仕入れに行ったというわけであるか。

「なるほどなのである。それで、某はなにをすればいいのである？」

「まずは、整理と掃除だね」

　よく見ると、店の中には多くの本棚が置かれていた。

　本棚の上の部分には埃ほこりが積もっているので、これを掃除するのは背が高い某に向いた仕事というわけである。

　ブルーノは威力を調節した風魔法で埃を落とし、立ち読みした客が元の位置に戻していない本を片づけ……もう仕事は終わりなのである。

「暇なのである」

「この仕事、給金が安い分、とにかく楽なんだよね。一時間もあれば頼まれた仕事が終わるから。あとは、もし客が来ればその応対もあるけど、ちょっと立ち読みして店を出てしまうような客だと、その仕事すらないという」

「であるな」

　というかこの書店、平日だからか本当に客が来ないのである。

　掃除と整理中にも、一人も客が来なかったのである。

「ブルーノ、この仕事を引き受ける意味はあるのであるか？」

　これなら、もっと稼ぎのいい仕事の方がいいような気がしたのである。

「これを読んでいればいいのさ」

　いつの間にかブルーノはぶ厚い本を持っており、そのタイトルは『上級魔法の基礎』と書かれていたのである。

「この店には、古いにしえの魔法使いたちが記した本が商品として沢山置いてあるんだ。あまり売れないらしいけどね」

「なるほど、給金を貰えて魔法の本が無料で読み放題であるか」

「ねっ？　いい仕事でしょう」

「最高なのである！」

　魔力をもっと増やし、放出系魔法を使えるようになりたい某にとって、この書店は天国であった。

　大昔からの様々な魔法関連の書籍が置いてあるのである。

「あの爺さん、色本専門ではなかったのである」

「ああ見えてゼノ爺さんは、魔法関連の書籍にも詳しいんだよ。それだけだと食えないから、色本も取り扱っているというか……むしろ、そっちの方が多いかな？　嫌いじゃないみたいだし」

　この書店、魔法関連書籍の品揃えでは、王都でも一、二を争うかもしれないのである！

　同時に、色本の品揃えでも王都で一、二を争うかもしれないのであるが……。

　変な店である。

「あの爺さん、色本の専門家でもあるのである」

「そうだろうね。これなんて、いかにも色本だけど、同時に魔法関連の書籍なんだよね」

　ブルーノが大量の色本の中から見つけた一冊には、『実用的すぎる魔法の本』と書かれているのである。

「なになに……女性風呂を向こうに勘づかれないよう覗のぞくために必要な魔法の基礎とその応用」

「いかにも風が吹いたかのように見せかけ、意中の女性のスカートの中を見る魔法と、その威力の調整のし方かぁ……清すが々すがしいまでにくだらないけど、男だから興味はあるよね」

「確かになのである」

　もしかすると、意地でもスカート捲めくりをしたいと思えば、某も放出系魔法を覚えられるかもしれないのである。

　これでも某は名門アームストロング伯爵家の血を継ぐ者ゆえ、これを実践することはできないという他はないのであるが。

「とにかくだ。言われた掃除や整理が終わったら、あとはこのお店の豊富な書籍を読んで知識を蓄えられる。このアルバイトの利点だね」

「なるほどである」

　普通の書店の場合、立ち読みをするといい顔をされないのである。

　魔法関連の書籍は高価なものが多いので、無料で読めるのはありがたいのである。

「というわけで、僕も読書でもするかな」

　ゼノ爺さんから頼まれた仕事はすでに終えたので、ブルーノは目当てだったらしい魔法関連の書籍に熱中し始めたのである。

「某は、どれを読もうかなのである……お客なのである」

　平日のお昼は滅多に客が来ないと聞いていたのに、早速客が店内に入ってきたのである……あるが……。

「若いお嬢さんなのである」

「この店に？　魔法使いかな？」

「そうは見えないのである」

　年齢は十二、三歳であろう。

　とても可か憐れんな容姿をしており、ブルーノによく似て……思わず、ブルーノを見てしまったのである。

「あれ？　リズじゃないか。この店に用事？　のわけないか」

「お兄さん、今日はゼノお爺さんのお店で店番だって聞いたから差し入れよ。クッキーを焼いたの」

「それはありがたいね。あっそうだ。紹介しよう。隣の彼は、僕の予備校の同級生でね」

「クリムトである」

「うわぁ、お兄さんとはまったく逆で、頼もしそうな人ですね」

「我が妹ながら、正直に言ってくれるなぁ」

　確かにブルーノは線が細く、男として頼りないと思う女性もいるかもしれないのである……美男子なので、そんな女子は極少数であろうが。

「男らしくて格好いいですね」

「そうであるか？」

　これまで、多くの女性からデカイとはよく言われてきたのであるが、格好いいと言われたのは初めてである。

「クリムト、この子は僕の妹でリズリット。略していつもリズって言っているけどね」

「クリムトさん、お兄さんがいつもお世話になっています」

「某の方こそ、ブルーノにはいつもお世話になっているのである」

　それにしても、可愛かわいらしい妹さんなのである。

「リズ嬢を見たら、某も妹のニーナを思い出したのである」

「クリムトに妹さんなんていたんだ。考えてみたら、僕たちみたいな平民がアームストロング伯爵家の家族構成を完全に知っているわけないのか」

「クリムトさんって、大貴族の御曹司なんですね」

「一応そうである。見た目であまりそう思われないのと、跡取りではないのであるが」

　それに、これから某が経験する世界に生まれなど関係ないのである。

　遺跡の罠わなや魔物が、そんなことを斟しん酌しゃくしてくれるわけないのであるから。

「クリムトさんは貴族なのに、威張らないでいい人なんですね」

「そんな無意味なことはしないのである」

　たまに予備校にいないわけでもないのであるが、大抵そういうのは冒険者を目指しているのに実力が伴わないから、生まれのよさに縋すがっているだけ。

　悲しい、弱い連中なのである。

「では、私はこれで」

　リズ嬢は手作りのクッキーを置いて家に帰ったのである。

「ニーナは元気にしているのであろうか？」

「リズを見て、実家にいる妹さんを思い出したのか。クリムトの妹さんって、どんな人？」

「某によく似ているのである！」

　某の自慢の妹なのでな。

「……ええと、逞たくましい人なのかな？　そうだ！　せっかくだからオヤツを食べてから本を読もう」

　そうであった。

　某とブルーノが書店でアルバイトをしているのは、この店に置かれた本が目当てなのだから。

　某とブルーノは、暫しばしお茶とリズ嬢特製のクッキーを楽しんでから、すぐに本を読む作業に戻ったのである。

「『いけないわ！　いくら私とあなたは血が繋つながっていないとはいえ、姉弟でそんな関係になるのは！　ダスティンが私の両肩を掴つかむ力は予想以上に強く、可愛かった弟が男であるという事実に私は気がつかされたのであった』。ううむ、なるほど」

「いや、そっちじゃなくて、魔法の本を読みなよ」

「それはそうなのであるが、こういうのも必要だと以前に父上と兄上が言っていたのである」

「多少はそういうのもないと潤いがないけど……その辺は貴族も平民も同じなんだね」

　父上と兄上は書庫にそういう本を隠しており、たまに某にも見せてくれたのである。

　もっとも、二人はちゃんと隠しているつもりでも、義は母は上と義あ姉ね上にはバレバレであったが。

「とにかく、他の本を読みなよ」

「では……『前方五十メートルに可愛い女の子が二人、周りに人はおらず、俺は彼女たちに接近しながら『突風』の魔法で二人のスカートを捲った。一人は白のレースだったが、もう一人は紫だったのが興奮した。まさか、あんなに可愛い子が紫の下着だったなんて。さて、次の標的は……』」

「それでもないから！」

　これも違うのであるか。

「魔法を使っているのである」

「それはただのスケベな魔法使いの話で、魔法の理論とは関係ないからさ」

　これを読んでも、魔法の参考にはならないのであるか……。

「というか、これ、この前教会が版元を摘発しているいわくつきの本だよ。下級魔法使いの子供が真似して、教会のお偉いさんが激怒したらしいから」

　確かに、このくらいなら真似できそうである。

「これは摘発を逃れた本なのであるか……」

「すいません、その本ください」

　教会に摘発されて大半が没収されてしまった色本、これを探しているマニアがいたのである！

　どうやら平日の昼間から王都中の書店を探していたようで、身形みなりのいい中年男性がスカート捲り少年の本をいくらかと聞いてきたのである。

「いくらですか？」

「十セン……」

「二百セントである！」

「ええっ！　クリムト？」

「どうかしましたか？　店員さん？　はい、二百セントです」

「毎度ありなのである」

　ブルーノはともかく客の方は、二百セントでも特に高いとは思わなかったようである。

　読書は比較的収入が多い者の趣味だから、当然なのである。

「クリムト、一冊十セントの本を二百セントは暴利だと思うな」

「摘発で数が残っていない以上、残り少ない品の価格が上がって当然なのである」

　他の収集物でも、需要よりも供給が圧倒的に少なければ価格が上がるのが道理。

　父上も兄上も、そうやって教会の目の敵かたきにされた禁書を収集しているのであるから。

「なるほど、その辺は貴族だねぇ」

「遊びはこのくらいにして、魔法関連の本を読むのである」

　ゼノ爺さんが戻ってくるまで、某とブルーノは本を……魔法関連の本を読み続けたのであった。




「もう少し粘っておれば二百五十セントでも売れたかもしれぬな。お主もまだまだ甘いの」

　特に怒られはしなかったのであるが、あの色本はもっと高く売れたかもしれないのにと、ゼノ爺さんから言われてしまったのである。




　商売とは、とても難しいものなのである。





第四話　酒場にて







「お待ちどうさま、エール二つなのである」

「そちらはエール三つですね」




　それにしても、ブルーノは本当に顔が広いのである。

　某それがしに次々とアルバイトを紹介してくれるのだから。

　同じアルバイトを続けるよりも、こうやって単発、短期で色々なアルバイトをやった方が、某からすれば外の世界をよく知れて大歓迎というものであった。

　今日も、ブルーノの両親と親しい酒場のオヤジから紹介され、夜の酒場で働いているのである。

　この酒場は冒険者ギルドの本部に近く、客の大半が冒険者であった。

　某たちも冒険者になるので、彼らがどういう人たちか肌で知っておくのは決して無駄ではないのである。

「デカイ兄ちゃん、こっちもエール三つな。あと、煮込みのおかわりをくれ」

「わかったのである」

　冒険者は実力重視で、礼儀なんて気にしない人が多い仕事。

　某に接客の才能などないのであるが、注文された品さえ運べば問題ないので、特にトラブルもなくやっていたのである。

「ねえ、君は卒業したらどのパーティに入るの？」

「まだ決めていないですね」

「うちに来ない？　魔法使いは大歓迎よ」

「はははっ……考えておきます」

　ブルーノは、女性冒険者たちに人気があるのである。

　女性冒険者ばかりのテーブル席に注文を運ぶと、よく話しかけられているのである。

　某も魔法使いであるし、勧誘もないわけでもないが、やはりというかあまり女性冒険者には受けないようであった。

「はあ……疲れた」

　空いたジョッキや皿を持って裏の厨ちゅう房ぼうに戻ってきたブルーノが、戻るや否や大きなため息をついたのである。

「人気者は大変なのである」

「クリムトは、男性冒険者からしか勧誘されないからいいよね」

「某も、女性冒険者から勧誘されるのを心待ちにしているのである」

「多く話しかけられればいいってものじゃないぜ」

　某たちの話に割って入るように、厨房で煮込みを作っている中年の料理人が話しかけてきたのである。

「ああやってパーティで酒場に来て、若い男性冒険者や予備校生を勧誘する女性冒険者たちには気をつけな。特にブルーノな」

「ですよね」

「どういうことである？」

　勧誘が多い方が、卒業後も選択肢が多いので好ましいはず。

　それに相手は女性。ここは男として優しく手助けをするのが人としての正しい道なのである。

　彼女たちは、そうでなくても男性優位である冒険者の世界で苦労しているのであるから。

「はぁ───っ、お前、本当に生まれがいいんだな、見た目によらず」

　見た目によらず、は余計である。

「生まれの良し悪しと関係あるのであるか？」

「そりゃあ、実力上等で男性優位社会でもある冒険者稼業において、苦労している女性は多いさ」

　そのためか、結婚したら辞めてしまう人も多いのが現実であった。

　少なくとも、仕事を大幅にセーブする女性が多いと聞くのである。

「だがな。その荒波を乗り越えた、もしくは現状それなりに上う手まくやっているところは要注意だ。彼女たちが逆に牙を剥むくケースもあるのさ。ブルーノみたいな新人が入ると特にな」

　女性ばかりのパーティに、年下で線は細いが、実力のある男性メンバーが入ると、途端にパーティの人間関係が壊れてしまうケースがあると、料理人が言ったのである。

「女性冒険者の全員が、限界まで冒険者稼業を続けたいなんて思ってないさ。縁があれば、結婚して引退したいと願う。そこに、ブルーノみたいなのが入ってみな。壮絶な奪い合いが発生するのは、子供にでもわかる理屈だ」

　自分の職場に、若く、イケメンで、実力のある魔法使いが入ってきた。

　誰もが彼を狙い、これまでの仲間がライバル関係になってしまう。

　確かに、色々と揉もめそうである。

「それが原因でパーティが解散するくらいならいいが、下手をするとＰＫパーティキル（仲間殺し）が発生したり、負傷した仲間をわざと魔物の領域に見捨てたりなんてことも起こる。それが周囲に知れたら、実は一番肩身が狭くなるのが男性メンバーなんだよ」

「ちゃんと機能していたパーティが一つ駄目になりますからね。その原因ともなれば悪く言われますし、次の行き先もないですよね」

「冒険者ギルドにも睨にらまれるしな。魔法使いなら他に仕事はいくらでもあるが、普通の男性冒険者だとここで詰むケースがある。当然、そんな悪評も気にせず女性パーティを渡り歩く猛も者さもいるけどな」

　そういう奴は大抵実力がなく、それでも顔がいいから女性冒険者側もつい受け入れてしまうというわけである。

「寄生行為であるか」

「そういうことだ。男も色々。女も色々。女性冒険者はみんな大変な思いをしている善人だなんて考えでいると、若造なんてすぐに足を引っ張られるぞ。気をつけるんだな」

「そうですね」

「うむ」

　さすがは長年、毎晩のように調理場から様々な冒険者を見つめてきた人である。

　非常に参考になったのである！

「ブルーノは勿もち論ろんとして、某も注意せねばである！」

　某は若造で、初級とはいえ魔法使い。

　魔法使いは貴重なので冒険者同士で奪い合いが起こり、若くて無知な某を騙だまそうとする者も出るというわけであるか。

　さらに、某はまだ未成年で未熟者。

　気をつけるに越したことはないのである。

「忠告痛み入ったのである！　某も気をつけるのである！」

「ええとなぁ、常識的に考えるとそうなんだが、お前さんはちと例外かもしれないな」

「どういうことである？」

「ブルーノと違って、お前さんを騙すと色々と大変な気もしなくもないし、怒らせると怖そうだし、見た目と体の大きさで未熟な若造に見えないってのもある。臨機応変にやればいいんじゃないかな？」

　う──む、確かに某は体が大きく、実年齢よりも大分年上に見られることが多いのであるが……。

　そこは、あえて突っ込まないでほしかったのである！




「なあ、仕事が終わったら遊びに行こうぜ」

「お店の片づけがありますから」

「いいじゃねえか、そんなの他の連中に任せてよ」

「そういうわけにはいきませんから」

「てめえ！　俺の誘いを断るってのか？」

「お客さん、怒鳴るのはよくないですよ」




　暫しばらくは普通に店内で給仕をする仕事をしていたのであるが、突然、端の席から某たちと同じく給仕をしている酒場の看板娘と、客である冒険者が揉め始めたのを確認したのである。

　ここは酒場で酒が入るし、酔っぱらって気が大きくなり、給仕をする看板娘を強引に口説こうとする輩やからも定期的に現れる。

　特に珍しくないことであり、看板娘もその手の行為には慣れているから、上手くあしらってしまう。

　そんなに気にしなくてもいいが、稀まれに騒ぎが大きくなることもあるので、その時は助けに入るようにと言われていたのである。

　今がその時かもしれないのである。

「いいから、今から次の店に一緒に行こうぜ」

「お客さん、私は仕事中ですから」

「気にするなよ。今日は大きく稼げたんだ。お前の日当分も出してやるから」

「このお店の人手が足りなくなりますので」

「そんなのどうでもいいだろう？」

「お客さん、もうやめてください」

「うるせぇ！　お前は黙ってろ！」

　看板娘がいくら断っても執しつ拗ように声をかけ続けるので店主が止めに入ったが、男性冒険者はまったく聞く耳を持たない状態であった。よほど稼ぎが良好で大量の酒が入っているのであろう。

　しつこいのは確かであるが、まだ警備隊を呼ぶほどのことでもなく、ならば某の出番であろう。

「行くのである！」

「僕も」

「ブルーノは駄目だぞ」

　某とブルーノの二人で看板娘を助けに行こうとしたら、ブルーノだけ中年の料理人に止められたのである。

「残念だが、ブルーノの容姿で止めに行くと、あの手の連中は余計舐なめてかかることが多い。デカイ兄ちゃんだけの方がいい。数が多ければいいってものじゃないからな」

「というわけなのである！」

　某のこの厳いかつい容姿にも利用価値があるというわけである！

「この店の看板娘さんを颯さっ爽そうと助けに行き、好感度を得るいい機会だったのに、本当に残念だ」

　確かに、あの看板娘は可愛かわいいのである。

　だからこそ客からの誘いの声も多いのであろうが、ブルーノが彼女を好いているようには見えなかったので、きっと冗談で言ったのであろう。

「では、某が好感度を高めるのである！」

　某は早速、酔っぱらった冒険者の客に絡まれている看板娘を助けに行ったのである。

「お客さん、ここはそういうお店ではないのである！」

　某は、そう言いながら二人の間に割って入ったのである。

「なんだ？　テメエは？　この『暁の旅団』のエースと言われたジッポー様に文句でもある……」

「お客さん、どうかしたのであるか？」

　最初は威勢がよかったのに、急に尻すぼみになってしまったのである。

　いくら某が厳つい容姿をしているとはいえ、向こうはベテラン冒険者でパーティのエース。

　まだ冒険者の卵である某にビビるわけがないので、なにか事情があるやもしれぬ。

　気を抜かないようにしなければ、なのである！

「俺は、その子に用事があるんだ。部外者のお前は黙ってろ」

「しかしながら、彼女は仕事中の身。それを邪魔するのは感心できないのである」

「お前は関係ないだろうが！」

「某、今日はこのお店で働かせてもらっている身。関係ないことはないのである」

「ううっ……」

　堂々と女性を口説いていた割には、はっきりしない男なのである。

　と思っていたら、やはりよからぬことを考えていたのである！

「うるせえ！　お前は引っ込んでろ！」

　なるほど、さすがは経験豊富な冒険者。

　素手では某に勝てぬと見て、彼は腰に差していた剣を抜こうとしたのである！

　だが、そんなことは十分に予想できること。

　なにしろ某は、軍部の重鎮アームストロング伯爵家の者なのであるから。

「させぬのである！」

「なっ!?」

　某は、冒険者が剣の柄つかに手をかけたところで、相手の手ごと包むように掴つかんだのである！

　これぞ、体も大きいが手のひらも大きいアームストロング伯爵家の男子に代々伝わる、相手に剣を抜かせない奥義。

　その昔、常に戦争があって貴族たちの血の気が多かった頃、城内などでの争いを防ぐための技であった。

　今では、アームストロング伯爵家くらいにしか伝わっていない技であるが。

「剣が抜けねえ！」

「無駄である」

　その程度の力では、某の手をどかして剣を抜くなど不可能である。

「クソッ！　お前、冒険者か？」

「某は、まだ予備校生である」

「嘘うそつけ！」

　いや、某は本当に未成年で予備校生である！

「お前、さてはベテラン冒険者だな！　なぜ居酒屋でアルバイトなどしているのだ？」

「某は、本当に未成年で予備校生で……」

「お前のような未成年がいるか！」

　よく言われるのであるが、某は本当に未成年なのである！

　信じてほしいのである！

「やめなさい。あなた無粋よ」

　ここで、別のテーブルから酔っぱらった冒険者を窘たしなめる声が聞こえてきたのである。

「誰だ！　テメエは！」

「本当に知りたいのかしら？　私はあなたのような自称有名人じゃないわよ」

　そう言って席を立ったのは、某ほど背は高くないが、筋肉質な肉体を誇る二十代半ばくらいと思われる男性冒険者であった。

　背中に特別なあつらえの大剣を背負っているので、冒険者で間違いないと思うのである。

　ただ、話し方が大分変わっており、ちょっと似合わないというのが正直な感想であった。

「変な喋しゃべり方をしやがって！」

「しょうがないじゃない。生まれつきこうなんだから。でもぉ、私の喋り方で誰かが迷惑することはないけど、あなたは他人に迷惑をかけているじゃない」

「お前に言われる筋合いはねえよ！」

　酔っ払った冒険者は、おかしな喋り方をする同業者を怒鳴りつけた。

「あなた、まだ冒険者にもなっていない子に一方的にやり込められて、いまだ剣も抜けない状態で私に怒鳴って。滑稽よね」

「なんだと！　『暁の旅団』のエースと言われたジッポー様に向かって！」

「あなたなんて知らないわ。だって全然有名じゃないし、私の方が知名度は上のはずよ」

「言ったな！　お前は何者なんだよ！　もし俺が知らなかったら、大恥もいいところだぜ」

　う───む。

　この酔っ払い冒険者、某のことは完全に無視であるか。

　いまだ某に手ごと握られた剣が抜けない状態だというのに……。

「私はねぇ。キャンディーっていうの。人は私を『血まみれキャンディー』って呼ぶわ」

「おい、血まみれキャンディーって……ワイルドベアーの群れを一人で皆殺しにして無傷だったという、あの血まみれキャンディーか？」

「血まみれの二つ名は、自分は無傷なのに返り血でその体が血まみれになるからだと聞いたぞ」

「というか、こういう店に来るんだな。どこの酒場に出現したとか、そういう噂うわさもほとんどなかったし」

「いかにもできそうな感じだな。隙すきを見せると斬きりかかられそうだ」

「喋り方は変だけどな」

「名前がキャンディーだから、勝手に女だと思っていたよ」

「男だったのか」

「喋り方は女性っぽいか？」

　周囲から、色々な話がヒソヒソ声で聞こえてきたのである。

　某は知らなかったが、『血まみれキャンディー』という、名前は女性なのにえらく物騒な二つ名の冒険者が実在しており、彼がそうだったということのようである。

「血まみれキャンディーだと……」

「あら、知っていたようね。それであなたはどうするのかしら？　その子に手を離してもらってから、私とやり合ってみる？　きっと大恥かくわよ。それとも……」

「俺は帰るぞ！」

　血まみれキャンディーの知名度は効果絶大であった。

　酔っ払った冒険者は、慌ててお会計を済ませると、まるで逃げるように店を出ていってしまったのだから。

「騒がせてごめんなさいね。みなさん、楽しんでね」

　すると店内はすぐに、いつもどおりの空気に戻っていったのである。

　それにしても、魔法使いではないのに、あのような凄すごい男がいるとは……。

　冒険者の世界とは、未知の驚きでいっぱいである！

　早く予備校を卒業して、冒険者として活動していきたいものである！




「ありがとう、クリムトさん」

「いや、某はなにもしていないような気がしてきたのである」

　お店の閉店後、某は酔った冒険者に絡まれていた看板娘さんに助けたお礼を言われたのであるが、某よりもあの『血まみれキャンディー』の方が、よほど役に立っていたような気がしなくもないのである。

「そんなことはないんじゃないかな？　あの酔っ払い冒険者が剣を抜こうとしたのを見事に抑えたもの」

「たまに酔っ払って剣を抜くアホな冒険者がいるが、それを防いだお前さんは凄いと思うぞ。血まみれキャンディーにしたって、お前さんの行動があったからこそ、口だけで奴を追い払えたのだからな」

　ブルーノと居酒屋の店主にも褒められ、悪い気分はしないのである。

「それにしても、彼は凄かったですね」

「隙がないのである」

　『血まみれキャンディー』からは一切魔力を感じなかったというのに、その名声と威圧感のみで酔っ払い冒険者を追い払ってしまった。

　きっと噂どおりにできる男なのであろう。

「喋り方は変だったのである！」

「まあ、あいつはなぁ……噂どおりだとすると、自分は乙女だって言ってるから」

「乙女であるか？」

　あんなにゴツい乙女、まず存在しないはずである。

　もしかして、彼は上手に男装している女性であるとか？

「さすがにそれはないよ。彼は男に生まれたが、本人は女性だと思っているってわけだ。うちは客商売なので色々な人を見ているが、たまにそういう人がいるのさ」

　なるほど。

　人は色々である。

「クリムトは、あまりそういうのを気にしないよね」

「そういう生まれなのだから仕方がないのである！」

　某も、別に選んで貴族の家に生まれてきたわけではないのである。

　そういうものであろう。

「体だけじゃなくて、気も大きいようだな、あんたは」

「そうよね、男らしいって感じ」

　店主と看板娘さんに褒められたのであるが、どうも実感がないのである。

　某など、まだまだ駆け出しの若造なのであるから。





第五話　偉大な魔法使い







「今日はお前たちの先輩が来て、話をしたり、魔法の指導をしてくれるぞ。楽しみだろう？」

「先生、誰が来るんですか？」

「聞いて驚け！　今、若手魔法使いの中で一番の出来星と言われている、あのアルフレッド・レインフォードだぞ」

「すげえ！」

「俺、直接魔法を教わってみたかったんだ」

「俺もだ」




　特にトラブルもなく、某それがしの予備校生活は続いていた。

　そんな初夏の日の朝、突如ハック先生が、某たちに特別講師が来て指導してくれることを話し始めたのである。

　若手魔法使いの中で一番の出来星であるか。

「何者なのであろう？」

「クリムトは本当にブレないな。アルフレッド・レインフォードを知らないなんて」

「有名人なのであるか？」

「当然。魔法使いでは、という条件でだけど……僕たちはほら、魔法使いだからね」

「それは初耳なのである」

「やっぱりクリムトは凄すごいね。あのエトガル・トレーダーでも意識しているのに」

　と言いながらブルーノがエトガル・トレーダーの方を見たが、確かに彼は席が近い同級生たちと興奮ぎみに話をしていた。

「エトガル、君も将来はアルフレッド様と並ぶ魔法使いを目指しているのだろう？」

「そうだな。彼に追いつき、そしていつか彼を超える魔法使いになりたいな」

「エトガルほどの実力なら、きっとアルフレッド様に直接声をかけてもらえるはずだ」

「だったらいいな」

「エトガルなら絶対だよ」

　普段の彼はもう少し落ち着ているので、それだけアルフレッドとやらを意識しているのであろう。

　あの天才の冷静さをここまで失わせるとは、きっとアルフレッドという魔法使いは凄い人なのであろう。

「アルフレッド様を知らないクリムトも、ある意味大物だと思うけどね」

「そうであるか？」

「うん、僕が保証するよ」

　そして、遂ついにアルフレッドという高名な魔法使いによる特別講義が始まったのである。




「格好いい人ね」

「天は二物を与えるのね」

　確かにアルフレッドという若い魔法使いは、某ほどではないにしても背が高く、顔も整っており、他人に対し好印象を与える笑顔を浮かべていた。

　そのせいか、女子生徒の大半が顔をうっとりとさせていたのである。

「なるほど、確かに凄い人だね」

「そうであるな」

　一方、ブルーノも某も、彼の気配のみでその凄さを実感していた。

　どうして凄いのか、説明が難しいのであるが、魔法使い特有の勘としか言いようがないのである。

「今年は……優秀な魔法使いの卵さんが多いようですね」

　アルフレッドという魔法使いは、優しい口調で某たちに話しかけてきた。

　上位の魔法使いたちの中には、気難しかったり、実力に比例して傲慢な人も少なくないそうで、彼の穏やかな語り口は、男女を問わず生徒たちからの好印象を得ることに成功していたのである。

「確か、君がエトガル君だったかな？」

「はい！　エトガル・トレーダーです！」

「そんなに緊張しなくてもいいですよ。あなた方は、あと一年もしないうちに冒険者となるのです。そうなったら、あとはみんな等しく平等ですからね」

　普段は冷静なエトガル・トレーダーの、あの緊張ぶり。

　それだけアルフレッドという魔法使いが優れている証拠なのであろう。

　予備校さえ出てしまえば、冒険者はみんな平等。

　この発言に感動している生徒も多いのである。

　であるが……。

「ううむ……」

「（どうしたの？　クリムト）」

「（厳しいことを言う人なのである。優しい人なのであろうが……）」

「（厳しい？　アルフレッド様の今の発言が？）」

　一見、冒険者はみんな平等という発言は素晴らしい。

　だが、その平等とは成功するチャンスは平等という意味である。

　失敗して死ぬのも平等、冒険者をやめて第二の人生を進むのも平等。

　そこに生まれや身分の差などないと、彼は言いたいのではないかと某は思ったのである。

「（そういう考え方もあるのか。クリムトは意外と鋭いよね）」

「（意外は余計である）」

　ブルーノと小さな声で会話をしていたら、突然、誰かの視線を感じた。

　そちらを見ると、アルフレッドという魔法使いが、某とブルーノに意味ありげな笑顔を向けてきたのである。

「（気がつかれた？）」

「（色々と凄い人だね）」




　特別講義であるが、前半は過去の冒険談などで、これは他の魔法使いと変わらず。

　続いて校庭に出てからの個人指導であるが、やはり注目の的はエトガル・トレーダーであった。

　彼は天才なので、これは仕方がないのである！

　続いて、この魔法使いクラスで二番目に実力があると言われているブルーノへの指導であった。

「君も将来が楽しみだね」

「でも、僕は魔力の伸びがちょっと……」

　ブルーノは、正直なところエトガル・トレーダーには勝てないと、彼をちょっと見ながら言ったのである。

「そう悲観することはないと思うよ。魔力は順調に伸びているし、君はまだ十四だからね。これからも魔力は十分に伸びるはずだ」

「はいっ！」

　ブルーノも、アルフレッドという魔法使いに褒められて嬉うれしそうである。

　その後も魔力量の順番に個別指導が行われ、某は最後から数えて四番目であった。

　今の某の魔力量など、こんなものなのである。

「う───ん。君はちょっと難しいね」

「難しいのであるか？」

　まさか！

　某が魔法使いとしてやっていくのは難しいという意味なのであろうか？

「ごめん、そういう意味ではないんだ。君がどういう魔法使いになるのか、ちょっと想像がつかない部分があってね」

「想像がつかないのであるか？」

　ということは、他のクラスメイトたちみたいに、これからどういう鍛錬をした方がいいとか、魔法使いとしてどういう方向性でいけばいいかとか、そういうアドバイスはなしなのであるか？

「某はどうすればいいのである？」

「う───ん。君の場合は、これまで私が培ってきた知識や経験に当てはまらない魔法使いになるような気がする。私のアドバイスはかえって有害かもしれないな。君は、君がこうだと思う方向に進めばいいと思うよ」

「はあ……わかったのである」

　ためになるのか、ならないのか。

　せっかくの特別講義だったのに、某はアルフレッドという魔法使いからよくわからないアドバイスを受けただけで終わってしまったのである。




　某の明日は、どこにあるのであろうか？





　　　　＊　　　＊　　　＊






「よう、アル。子守り役をご苦労さん」

「お師さん、自分が面倒な仕事を弟子に押しつけると、師匠に対する弟子の尊敬度を著しく落としてしまいますよ」

「それはすまねえな。代わりに一杯奢おごるからよ。それ飲んで尊敬度を回復させてくれや」

「それはどうも」

「安い弟子でよかったな」

「よかったでしょう？　では、お師さん秘蔵の逸品をお願いします」

「畏かしこまりました」

「おい！　マスター！　それは駄目だぞ！」

「ブランタークさん、お弟子さんに一杯奢ると約束して、それを破るのは師匠としてどうかと思いますよ」

「ですよね？　マスター」

「マスターは、いつまでも眠っている秘蔵の酒を早く消費してもらい、次の秘蔵の品を購入してもらいたいだけだろうが」

「取っておくのも悪いとは言いませんが、酒は飲んでこそですからね」

「わかったよ……。俺も飲んで空けてやる！　中途半端に残しても意味がないからな」




　俺はそこそこ名の知れた魔法使いなんだが、その知名度にくっついてきた仕事が面倒なので、そのまま弟子に押し付けてしまった。

　実は弟子の方が若手魔法使いナンバー１の呼び声が高かったから、彼が行った方が向こうも喜ぶという考えもあったんだ。

　決して、冒険者予備校のガキどもの相手が面倒だから、とは思っていないぞ。

　そのお詫わびに、高価な酒を一杯奢ってやるのだから、これでトントンだろう。

　本当は、もっととっておきの時に飲もうと思っていた酒なんだが……。

「それで、どうだった？」

「なかなかの逸材揃ぞろいですね」

「確かエトガル・トレーダーだっけか？　冒険者ギルドのジジイどもがえらく期待してんだよ」

　卒業生にどれだけ優秀な魔法使いがいるか、冒険者ギルドへの上納金にも影響するからな。気にして当然なんだけど。

「彼はなかなかですね。秀才といっても過言ではない」

「ふ───ん。秀才ねぇ」

　確か、エトガル・トレーダーは十年に一人の天才って噂うわさだったんだが、アルに言わせると秀才か。

　悪くはないけど、十年に一人は看板に偽りありって感じだな。

「さて、俺は優秀な弟子殿が、どうして彼を秀才と称するのか聞いてみたいかな」

「そうですね。もう一杯いただけたら」

「わかったよ」

　アルの奴、普段はそんなに飲まないんだが、結構酒に強いんだよな。

　しかも舌が肥えていやがるから、絶対に安酒は飲みやがらないし。

　今開けた秘蔵の酒は諦めるか。

「いい酒ですね。香りが格別だ」

「酒の評価はいいから、教えてくれよ」

「簡単な話です。エトガル・トレーダーは子供の頃から魔力量も多く、現時点ですでに上級。今も魔力は増え続けていて、魔力量が多い魔法使いにありがちな、とにかく派手な魔法を放てばいいという考えに侵されてもいない。魔法の精度向上にも熱意があり、もっと使える魔法を増やそうと努力を重ねている。彼は魔法使いクラスで首席だそうです。つまり、魔法関連の勉学にも真面目に取り組んでいます。彼はきっといい冒険者、魔法使いになるでしょう。引退後もあちこちから引っ張りだこでしょうね。彼は努力家で性格も穏やかだ。他人に合わせることもできます」

「満点じゃねえか」

　俺の予備校生時代と違って、欠点がないじゃないか。

　アルと比べても……こいつは元々器用で要領がいいからな。同級生や講師たちにも好かれていたと聞いている。

「お前と似ていないか？」

「それが違うんですよね」

「どこが違うんだ？」

　優秀で協調性もある。

　アルとエトガル・トレーダーは似ているんじゃないかと俺は思うのだ。

「どう言っていいのかわかりませんが、こう、強烈に光る個性がない」

「なんだそれは？」

「説明が難しいですね……。エトガル・トレーダーのような魔法使いは数年に一度は出ます。確かに優れていますけど、その優れ方が予想の範囲内です」

「それでいいじゃないか」

　魔力量が多い魔法使いの中には、たまに人格が破綻していたり、まったく協調性がなかったりと、おかしなのも一定数出る。

　いくら天才でも、そういう奴は使いにくいからな。

「でも、どこか物足りない。つまらなくないですか？　彼の名は、歴史には残らないでしょうね」

「そんな魔法使い、数十年に一度出れば御の字だろう？」

　こんな戦争もない平和な世の中で、英雄なんて必要ないからな。

「つまり、そういうつまらない『秀才君』は弟子にしたくないわけだ」

　と半ば皮肉で聞いてみたら、アルの奴、グラスの酒をチビチビ飲みながら笑って誤魔化しやがった。

　アルももう一人前なので弟子を取っても問題ないと思うんだが、どういうわけかその気がないみたいだからな。

　きっと、エトガル・トレーダーもアルのお眼鏡に適かなわなかったのであろう。

「私もいつか、自分のすべてを伝えられる弟子が現れればいいと思いますよ」

「今はいないわけか」

「ええ……いませんね」

「しかし、今回の特別講義において、エトガル・トレーダーよりも興味がわいた生徒がいた。違うか？」

　俺も、アルの師匠なのでね。

　こいつの心の内は、ある程度理解できるというわけさ。

「そうですね。彼はまだ、その実力を完全に現していないと思うのです。私の気のせいかもしれないので、お師さんにも誰かは教えられませんが……」

「ふ───ん。そんな奴がいたのか」

　俺も、実際に彼らを見たわけじゃないからな。

　アルの意見を否定はできないな。

「それに、彼は私が教えるとかそういう存在ではありませんよ」

「じゃあ、どんな存在なんだ？」

「彼はどうも大器晩成型のような気がします。それに、私があれこれ教えなくても勝手に強くなっていくでしょう。そして、いつか私を超えていくかもしれません。強くなった彼が、私に勝負を挑むかもしれない。非常に楽しみですね」

　そこまで話すと、アルはこの件に関してなにも喋しゃべらなくなってしまった。

　どうやら、俺にもその大器晩成型の新人君が誰かは教えたくないようだな。

「まあ、その予想が当たればいいけどな」

「そうですね」

　俺は成長した後輩と力比べをするなんていう暑苦しいことは苦手なので、勝手にやってくれ。

　それにしてもアルの奴、結局秘蔵の酒を半分以上飲んじまいやがった。

　俺も同じくらい飲んでやったがね。





第六話　卒業







「今日でみんなは卒業となる。十五に達している者は成人なのでパーティを組んで魔物に挑むのもよし、危険だと判断したら狩猟で稼いでもいいさ。一つしかない限りある命だ。大切にしてくれよ。では卒業おめでとう」

「なんとも軽い、卒業生への挨拶だね」

「辛気臭いのよりもいいのである！」




　一年の予備校生生活の後、某それがしたちは無事に卒業を迎えたのである。

　よっぽどのことがない限りほぼ全員が卒業できるので、今後どうやって冒険者として生計を立てていくかが目下の急務であった。

「ブルーノはどうするのである？」

「スカウトされてね」

「さすがである」

　この一年で、ブルーノは魔力と使える魔法の種類をさらに増やした。

　即戦力として人気があり、とっくに参加するパーティを決めていたようである。

「クリムトは？　君だって即戦力でしょう？」

「それが……」

　某も少しは魔力が増えたのであるが、いまだ成長途上といった状態である。

　初級でも魔法使いは人気で取り合いになるのであるが、なぜか某はどこのパーティからも声がかからなかったのである。

「某の戦闘スタイルは、体に魔力を付与して獲物を殴り殺すスタイルなのである。接近戦オンリーのため、万が一某になにかあってはいけないと、みんな余計な心配をするのである」

　いくら冒険者に身分は関係ないとはいえ、万が一某が死んだりしたら……。

　アームストロング伯爵家からの報復を予想し、某を仲間に入れてくれるパーティがなかったのである。

「困ったのである」

　この件に関して父上と兄上に責任はないので、心配をかけぬよう某がなんとかするしかないのである。

「僕のパーティのリーダーに聞いてみようか？　実は、あの血まみれキャンディーさんがリーダーなんだ。『暁の夕暮れ』というパーティで、結構有名みたいだね」

「今は自力でなんとかするのである」

　またブルーノに頼ってしまうのはどうかと、某は考えたのである。

　せめて、自分が活動するパーティくらい自分で決めるのが筋というものであろう。

「大丈夫？」

「どうしようもなくなったら、頼むのである」

「わかったよ。困ったら遠慮なく相談してね」

　こうして某はブルーノの誘いを断り、自分でパーティメンバーを探し始めるのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ふんっ！」

「おおっ！　また倒したか」

「凄すごいな、君は」




　案ずるよりも産むが易しとは、よく言ったものである。

　難航すると思われていたパーティメンバー探しも、すぐにスカウトが来て解決したのである。

　某が入ったパーティは、『剣撃団』という剣を扱う剣士五名で構成されたパーティであり、某も戦闘力に問題はないと判断されて入団できたのである。

　今日も、王都から少し離れた魔物の領域で、腕に魔力を通してからラリアートで鹿型の魔物の首をへし折った。

　新しい仲間たちが某を賞賛し、彼らもまた手慣れた戦い方で魔物を仕留めていく。

　いまだ放出魔法は使えぬが、今はとにかく冒険者として独り立ちする方が先である。

　今も魔力は少しずつながら成長しているので、時を待つしかないというわけである。

「クリムト君、今日はこんなものだね。撤収の準備を」

「もっとやれるのである」

　あと二、三頭くらいは十分にいけると、某は『剣撃団』のリーダーに訴えた。

「君は新人だから功績を稼ごうと焦る気持ちはわかるけど、新人は気が急せいてしまって肉体の疲れに鈍感になってしまう。まだ大丈夫だと無理をして怪我をしたり、最悪死んでしまう者もいるのさ。もう少し今のペースに慣れたら、少しずつペースを上げていく。一見、遠回りのようだけど、実はこれが一番の近道なのさ」

「なるほどなのである」

　さすがは、我が『剣撃団』のリーダー。

　実に冷静で経験豊富なのである。

「じゃあ、宿に戻ろうか」

「了解なのである」

　とはいえ、某の分も含めて『剣撃団』の成果はなかなかのものである。

　魔物の領域の近くにある村に戻ると、冒険者ギルド直営の買い取り所で今日の獲物を売却し、それをメンバーで山分けにする。

　某は新人なので取り分が少ないということもなく、『ちゃんと戦力になっているから』とリーダーの指示で報酬は平等に得ていた。

　最初は不安がなくもなかったが、とてもいいパーティなのである。

　リーダーはもとより、他のメンバーも某に親切にしてくれたのである。

　ところが、一つだけ疑問に思う点があったのである。

「さて、夕食も終わったことだし、明日に備えてクリムト君はもう寝たまえ」

「はあ……」

「君はまだ若い。寝ないと成長できないぞ」

「魔力の成長にも影響がありそうだな」

「こんな田舎の村では、夜遊びもできないからな」

「王都に戻るまでに、いくら金が貯たまるか楽しみにしていてくれ」

　『剣撃団』は、必ず王都近郊の田舎の村などで宿をとり冒険者稼業を行うのである。

　田舎の方が獲物が多いのは事実であるからいいとして、疑問に思うのは、仕事が終わると必ず某に早く宿に戻って寝るように言うことである。

　確かに、『剣撃団』が宿をとる村には夜のお店など存在しないのであるが……。

「明日に備えて寝るのである」

「それがいい」

　今日も素直に宿で寝ると返事はしたが、某の就寝中、リーダーたちがなにをしているのか気になって仕方がなかったので、寝たふりをしてから夜に宿を出て彼らを追跡することにしたのである。

　彼らは松明たいまつ一本を頼りに、村の外れへと歩いていく。

　某は灯あかりをつけられないので、とにかく彼らを見失わないよう、懸命についていく。

　村を出て、さらに無人の獣道を進んでいくと、森の中の開けた場所に出たのである。

　そして、リーダーたちを照らす松明が向かい側にも確認できた。

　どうやら、リーダーたちは誰かと待ち合わせをしていたようである。

「山！」

「谷！」

「毎度同じ面子だが、一応合言葉はルールなのでな。そういえば、今日もお坊ちゃんはお休みかね？」

「まあな。彼は生まれがいいから素直なんだよ。それに、我々は表向き中堅冒険者のパーティで、ちゃんと実績もある。疑われるわけがない」

「本当か？」

「アームストロング伯爵家の坊ちゃんを入れたのだって、要は警備隊除よけさ。さすがの警備隊も、まさか大物貴族の子弟が所属しているパーティが、こうやって違法魔法薬の密売をしているとは思うまい」

「それはそうだ。王都近郊の山中で違法魔法薬を製造し、お前たち冒険者パーティが王都に持ち帰り捌さばく。この方法だと、まずバレないな」

「そうだな。じゃあ今日の分を渡してくれ」

「わかった」

　ぐぬぬっ！　某、『剣撃団』は素晴らしい冒険者パーティだと思っていたのに！

　まさか、違法魔法薬の密売などしていたとは！

　なによりも腹が立つのは、某を利用したことである。

　否いや！　某の実家アームストロング伯爵家の名を利用したことである！

　このままでは、父上と兄上に顔向けできないのである！

　某の我わが儘ままを聞き入れ、外の世界に出してくれた二人に対し、申し訳ない気持ちでいっぱいなのである！

　こうなれば、お前たちは某が捕まえるのである！

「待つのである！」

「何奴だ？」

「げっ！　お坊ちゃんかよ！」

　リーダー、いや違法薬物密売者よ！

　こんな暗闇でも、某の正体に気がついたようである！

「某がいれば、警備隊に疑われず、かつ捜査の目も掻かい潜くぐれると思っての勧誘であったか」

「当たり前だろう？　普通のパーティはお前なんて入れて死なれでもすると困るからな。入れてもらっただけありがたく思え」

「うぬぬっ……」

「とはいえ、取引現場を目撃してしまったのは不運だったな。いくらお前がアームストロング伯爵家の子供とはいえ、消えていただかねばならない」

「某を、消すというのであるか？」

「ここで我々に殺されていただき、後日魔物に食わせてしまえば証拠もなくなる。大貴族のお坊ちゃまが無茶して死ぬなんてこと、たまになくもない。アームストロング伯爵に睨にらまれるかもしれないが、『剣撃団』を解散して他のパーティを作れば問題ないからな」

「怪しまれないよう、また一から新しいパーティの功績を稼ぐのが面倒だが……危険な橋を渡っている以上は、そういう部分で手を抜くわけにいかないからな」

　『剣撃団』。

　メンバーは全員真面目な冒険者だと思っていたのであるが、まさか犯罪行為においても堅実とは……。

　『剣撃団』五名と、違法魔法薬の密造を担当してこの現場にいるのが五名で合計十名。

　少なくとも中堅以上の冒険者が五名、魔法薬の製造をしているので魔法使いが最低一人はいるはずである。

　一対十。このまま戦えば、某はお陀だ仏ぶつであろう。

　ならばである！

「ビビったか？」

「素直に宿で寝ていればよかったものを。余計な好奇心は命を落とすこともあると思い知れ……がはっ！」

「無駄口は命取りである！」

　数の優位に胡坐あぐらをかき、完全に油断していたようであるが、まさか某が速攻をかけるとは思わなかったのであろう。

　『剣撃団』の松明を持っていたメンバーに全力で近づき、魔力を込めた一撃でその意識を奪う。

　すぐに松明を消して、残りの『剣撃団』のメンバーに紛れてしまえば、この暗闇では手も足も出ないはず。

　暗闇で某の位置がわからなければ、剣を振るっても同士討ちするやもしれず、密造グループにいるはずの魔法使いにしても、そいつがどれほどの実力者かはわからぬが、下手に魔法を放てば『剣撃団』に当たってしまうかもしれぬ。

　大切な取引相手を攻撃するわけにはいかぬのである！

「潜り込まれた！」

「こらっ！　剣を抜くな！　味方に当たったらどうするんだ！」

　やはり、『剣撃団』の連中は某の詳細な位置がわからず、同士討ちを恐れて攻撃できないようである。

「リーダー！　奴の位置をみんなで把握……うがっ！」

　これで二人目！

「一撃でか！　やはり魔力を込めた一撃は……うぐっ……」

　向こうは同士討ちを警戒せねばならぬが、某は自分以外全員敵なので、他人の気配を感じたら魔力を込めて殴ればいい。

　これで三人なのである！

「おいっ！　タンドリー！　お前の魔法で助けてくれ！」

「駄目だ！　お前たちに当たってしまうかもしれない」

　『剣撃団』のリーダーが、密造グループにいる魔法使いに救援を求めたが、やはり同士討ちを恐れて魔法を放てぬようである。

　優れた魔法使いならいくらでも手があるのであるが、やはり違法魔法薬の密造に手を染めるような奴は大した魔法使いではないのである。

　優れた魔法使いは、こんな危ない橋を渡らなくても金と名声を得られる。

　自分は魔法使いなのに、なぜか評価されていない──こういう不満から、初級魔法使いが犯罪に走る例がなくもないのである。

　某も気をつけねば……。

「四人目なのである」

　あとは、『剣撃団』のリーダーのみであるが、まだ密造グループも残っているので急いだ方がいいのである！

「暗闇で姿が見えなくても、私を他のメンバーと同じだと思うなよ！　そこだ！」

「ふんっ！　『岩の拳』！」

　さすがは『剣撃団』のリーダー。

　暗闇の中でも正確に剣を振り下ろしてきたが、某は拳に魔力を集中させてその剣を叩たたき折ることに成功したのである。

「俺の剣が！　こいつ、本当に新人冒険者か？」

「そう思って入れたのであろう？　五人目！」

　これで、『剣撃団』は全員戦闘不能になったのである。

「『剣撃団』が全滅か！　新人のくせに常識外れな！　タンドリー！　もう同士討ちの可能性はない！　やってしまえ！」

「わかった。この新人、どうやら放出魔法を使えないタイプらしいからな。余裕で勝てるさ」

　密造グループの一人が、仲間の魔法使いに某を始末するように命じた。

　しかしながら、いまだに彼が『灯り』魔法を使わないところを見ると、某と同じく魔法使いとしての実力に不自由しているようである。

「いくぞ！　照らせ！」

　魔法使いの命令で、密造グループの連中は、予備の松明に火をつけて某を照らし始めた。

　やはり、某と同じく『灯り』が使えない魔法使いであったか。

　ようやく某の姿が照らし出されると、その時にはすでに魔法使いの右腕には魔法の火炎が灯ともっていた。

「『灯り』も使えないとは、残念な魔法使いなのである！」

「お前に言われたくないわ！　体に魔力を込めて殴るだけのお前に！」

　どうせ魔法使いとしての実力は同じくいまいちなのだから、そんなにムキになって怒ることはないのである。

「だが、俺には『ファイヤーボール』がある！　食らえ！」

　わざわざ魔法名を言ってから魔法を放つ。

　どうやら彼は、それほど戦闘慣れしていないのであろう。

　某も人のことは言えないのであるが。

「あ───はっはっ！　黒焦げになりやがれ！」

「それは無理なのである！」

　実力がいまいちな魔法使いの『ファイヤーボール』では、某を黒焦げにするなど不可能。

　さらに、ここまで時間を置いて魔法を放てば対策されて当然。

　某は、側で気絶して倒れている『剣撃団』のメンバーを抱えると、彼を盾とした。

　魔法使いの放った『ファイヤーボール』は彼に命中したが、予想どおり、それほど火傷やけどの範囲は広くないのである。

「やはりなのである！　大した威力の『ファイヤーボール』ではないのである！」

「お前は鬼か！」

「魔法使いのくせに、悪事に手を染めるお前に言われたくないのである！　悪党にかける慈悲はないのである！」

「ええいっ！」

　某が挑発すると、魔法使いは再び『ファイヤーボール』を放ってきたのである！

　だが、それは生きた盾で防げばいいこと。

　当然、優れた魔法使いには通用ない策であるが、彼と同じく魔法使いとしては優れていない某でも、対策を立てるのは容易なことである。

「クソッ！」

「では、もう終わりにするのである！」

　某は、盾にしていた『剣撃団』のメンバーを魔法使いに向けて放り投げたのである。

　それを回避できなかった魔法使いは、投げつけられた『剣撃団』のメンバーと共に地面に倒れ伏してしまった。

　これで暫しばらくは戦闘不能であろう。

　同時に、残りの密造グループメンバーとも全速力で距離をつめていき、一番戦力的に頼りにしていた魔法使いが倒れて動揺している彼らを殴り倒していく。

　勝負は五分と経たたずについたのである。

「ふう……。あとは、違法な魔法薬の密造工房であるな」

　こんな人里離れた場所にあるので、誰か密造グループのメンバーを起こして吐かせるしかなかろう。

　脅しの加減を間違えないようにせねば。

「その前に、武器を取り上げてから縛る必要があるのである」

　一対十で戦って勝利するのは難しくないのであるが、後始末の方が色々と面倒であるな。

　手伝ってくれる仲間がいないからなのであるが、こればかりは仕方がない。

　某は、奪った松明に火を灯してから必要な作業を始めるが、すべてが終わる頃には完全に夜が明けていたのであった。
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「というわけで、無事、悪を滅したのである」

「でも、そのせいでパーティは解散か。上う手まくいかないものだね」




　違法魔法薬の密造と密売に関わっていた冒険者パーティの捕縛から一週間後、某は一ヵ月ぶりにブルーノと会っていた。

　彼も今日は冒険者としての仕事がお休みだそうで、某の愚痴につき合ってくれたのである。

　確かに、違法な魔法薬の密造と密売に関わっていた冒険者パーティの摘発では功績を挙げたのであるが、最初に所属したパーティが一ヵ月と保もたずに物理的な理由で解散。

　あのあと、冒険者ギルドからも長時間聴取され、新しいパーティを探しても、『いきなりそんな理由でパーティを潰つぶすような奴はいらん！』と言われる始末。

　某は正義を成したはずなのに、どうしてこうも不運なのであろう？

「大手柄のような気もするけどなぁ」

「そこは、貴族が関わっているので、色々と複雑で面倒なのである！」

　某はなにも知らずに『剣撃団』に入ってしまった。

　だが、警備隊と冒険者ギルドの中にはそう考えなかった者もいたのである。

　実はアームストロング伯爵家こそが、『剣撃団』と組んで違法な魔法薬の密造と密売に関わっていたのではないか？

　調べればすぐにそんなことはないとわかるのであるが、そうであってほしいと思う貴族はそれなりにおり、彼らが声高に疑惑を口にするので、結局、父上にも兄上にも迷惑をかけてしまったのである。

「アームストロング伯爵家が不祥事で没落すれば、代わりにその地位に就けるかもしれない貴族が蠢しゅん動どうするのである。結局、疑惑を晴らすのに時間と手間がかかったのである」

　それでもどうにか疑惑は晴れ、新人冒険者が違法な魔法薬の密造と密売に関わっていた同業者を捕らえた──普通に考えれば大手柄なのであるが、その新人冒険者が某であったことが騒ぎが大きくなった原因でもあった、というわけである。

「貴族って、大変だなぁ」

「そんなわけで、功績と悪い噂うわさでトントン。某の功績はあってないようなものである。冒険者ギルドの偉いさんからは嫌みを言われたのである」

「それは酷ひどいね」

「でも、あり得る話なのよ」

「キャンディーさん！」

「はぁ───い。ブルーノちゃんがお休みってことは、当然私もお休みなのよ。それで町中をフラフラと歩いていたら、二人を見つけたってわけ」

　某たちは、今オープンカフェにいるから、血まみれキャンディーに見つかっても不思議ではないのである。

「『剣撃団』って、偽装のために真面目に仕事をしていてね。そんな彼らがいなくなってしまったから、ロンちゃんに文句を言いたい気分なのよ」

「ロンちゃん……であるか？」

「アームストロングだからロンちゃん。変かしら？」

「それでいいのである……」

「いいんだ」

　本当はその呼び方はどうかと思うのであるが、彼（？）の目を見ているとなにも言えなくなってしまうのである。

　キャンディー殿は魔法使いではないのに、『剣撃団』のメンバーなど比べものにならないほどの気配を纏まとっているのである。

「でも、キャンディーさん。『剣撃団』は犯罪者ですよ」

「そんなことは向こうも重々承知。ロンちゃんの行動は正しかったし、身内の犯罪を見つけて捕縛したんだから、冒険者以外の人たちはロンちゃんの功績を褒めているの。でも、やっぱり『剣撃団』の消滅で実入りが減った冒険者ギルドの上層部は文句の一つも言いたいし、貴族様たちはアームストロング伯爵家の足を引っ張りたいわけ。それぞれに都合があるってわけね」

　さすがは、高名な冒険者パーティのリーダーであるキャンディー殿と言うべきであろうか。

　その情報収集能力は侮れないのである。

「次にロンちゃんをメンバーにしたいパーティが出ないのは、もし面倒事があると嫌だからよ。上手くいっているパーティでも、ちょっとしたことで崩壊するのってよくあるからね」

　某は、アームストロング伯爵家の人間だから面倒の種というわけであるか……。

「某は、家を出ているのに……である」

「ロンちゃんがそう思っても、他の人たちがどう考えるかなのよね」

「否定できないのである……」

　せっかく外の世界に出たのに、これ以上、父上と兄上に迷惑をかけるわけにもいかず……今回の件では褒めていただいたが……冒険者として活動できない以上、実家に戻るという選択肢を選ばなければいけないかもしれないのである。

「ロンちゃんは逞たくましい立派な男なんだから、落ち込んじゃ駄目よ。中堅パーティで名の知れた『剣撃団』のメンバーと、初級とはいえ魔法使いがいた密造グループを一人で退治したのだから、実力があるのは証明できた。うちに来ればいいのよ」

「本当であるか？」

　キャンディー殿は、いわくつきの某を受け入れてくれるという。

　どういう思惑なのであろうか？

「別にそんな大した意図はないわよ。だって、ロンちゃんは戦力になるし、将来も期待できるもの」

「某は、実家がアームストロング伯爵家である」

「だからなに？　あの程度のことで大騒ぎして、冒険者ギルドのジジイたちって嫌よね。あれが老いるっていうことなのかしら？　冒険者は、生まれも、育ちも、性別も年齢も関係ない。ただ実力のみで評価される。自分たちが若い頃は、そう言って世俗に忖そん度たくする上の年寄りたちを批判していたくせに。ロンちゃんがやる気があるのならいらっしゃい」

「お願いするのである！」

「いいお返事。これからよろしくね、ロンちゃん」




　『剣撃団』の消滅後、冒険者としては失業の危機にあった某であったが、キャンディー殿に誘われ、彼が結成したパーティ『暁の夕暮れ』に入ることになったのである。





第七話　『暁の夕暮れ』







「結局、同じパーティになったね」

「改めてよろしくなのである」

「みんなぁ───、新しい子が入ったわよ」




　今日は、冒険者人生の仕切り直しである。

　某それがしは、キャンディー殿がリーダーを務めるパーティ『暁の夕暮れ』に入れてもらうことになり、今日はブルーノ以外のメンバーとの初顔合わせであった。

　顔合わせの会場は、貧民街の一角にある寂れた雰囲気を醸し出す食堂で、夜は冒険者向けの酒場も兼ねていると聞いたのである。

　昼食時の喧けん騒そうが終わり、店には店主のお婆ばあさん以外は某たちしかおらず、ほぼ貸し切り状態といっても過言ではなかった。

「紹介するわね。私がリーダーで得意な武器はこの背負っている大剣よ。そこのオッサンが……」

「誰がオッサンだ！　俺はまだ三十二だぞ！」

「もう十分にオッサンじゃない。弓、ナイフの扱いが上手で、罠わなも張れる器用貧乏の……」

「誰が器用貧乏だ！」

「ボルトルという名のオッサンよ」

「キャンディー、お前もあと数年でオッサンだろうが！」

「私、永遠の乙女だから」

「抜かせ！」

　中肉中背で、あまり目立たなそうな男性は、キャンディー殿とはパーティを組んでから相当長いようである。

　お互いに、軽口を叩たたき合える仲なのだから。

「こっちの大人しい人は、ダールトンっていうの」

「……」

　年齢は、二十代半ばくらいであろうか？

　かなり横幅のある男性であるが、筋肉質であまり太っているという印象は感じないのである。

　無口な人のようで、キャンディー殿に紹介されても軽く会釈をするのみで、すぐに自分の武器であろう大おお斧おのの手入れ作業に戻ってしまったのである。

「あとは、ブルーノちゃんとロンちゃんの合計五名が、暁の夕暮れというわけね」

「そうなのであるか？」

　暁の夕暮れはかなり有名なパーティで、ブルーノも入ったばかりのはず。

　それなのに、人数が少なすぎるような……。

「デカい坊主、暁の夕暮れが思っていた以上に小さいパーティで不思議か？」

「いや……それはなのである」

　せっかく入れてもらったのに、そんなことを言うのはさすがに失礼であろう。

「気にするな。暁の夕暮れは、元々そういうパーティなんだよ」

　ボルトル殿は、某に暁の夕暮れというパーティが誕生した由来を教えてくれたのである。

「暁の夕暮れは、『いつかみんなが卒業するパーティ』なんだ。言っておくが、冒険者を引退するってだけじゃねえぞ。言うなれば、独立する、だな」

　ボルトル殿によると、暁の夕暮れは百年以上もの歴史を持つ由緒あるパーティだそうである。

「まず、冒険者を引退するまでパーティに残る、核となるリーダーがいる。今はキャンディーが務めているが、こいつは前のリーダーから後継者として指名された。リーダーに指名されると、死ぬか、冒険者を引退するまで暁の夕暮れを率いる。俺はサブリーダーだ。キャンディーよりも在籍は長いが、リーダーは性に合わないし、かといって今のところ、他のパーティに行くつもりもない。幹部扱いで残っているわけだ。ダールトンは結構長い方だが、こいつもここが気に入って残っている。正式な幹部ではないが、新人の面倒を見ることはやっているな。無口だけど」

　暁の夕暮れは、ある種の新人冒険者育成パーティであった。

　リーダーと幹部二、三名は固定で、あとは順次必要な数の新人を入れて育成していく。

　新人が育ってきて、他のパーティに移籍したり、独立して新しいパーティを設立するために離脱することは、『雛ひなが成長して飛び立つのだから』と言って歓迎する。

　ここは、そういうパーティなのだそうである。

「随分とお人ひと好よしなパーティである」

「そうだな。でも、ここはそういう方針で百年以上続いているからな。嫌なら抜ければいいし、それも自由なのさ。デカい坊主も、ブルーノも、ここで何年かやって冒険者として慣れてきたころ人生の岐路が訪れるというわけだ」

　なるほど、某が冒険者として一人前になった時、暁の夕暮れに残るか外に出るかは自分次第。

　それは、某もブルーノも同じというわけである。

「デカい坊主、お前さんは前のパーティがあんなことになって、それでキャンディーに恩義を感じているようだが、そういう運の悪い有望な新人を救うのも、暁の夕暮れの義務ってやつだから」

「凄すごいのである！」

　冒険者の世界は、完全に実力主義の自己責任。

　それなのに、新人を受け入れ、新人を積極的に育てるパーティがあるとは知らなかった。

　世の中は広いのである。

「とはいえ、こちらにも生活があるからな。あくまでも、有望な新人に声をかけるというスタイルだ。暁の夕暮れに入りたがっている者も、我々はほとんど断るからな。ちゃんと育ちそうな奴しか相手にしない。教会の慈善活動とは違うんだ」

　それでも、才能ある新人が経験不足で大怪我をして引退したり、死んでしまうことを多少ではあるが防げる。

　暁の夕暮れの創始者は、冒険者という仕事全体の利益を考えられる素晴らしい人なのである。

　当然、リーダーに指名されたキャンディー殿も。

「デカい坊主が思っていることも事実なんだが、キャンディーの場合、スカウトする新人に対する審美眼がちょっと厳しいんだよなぁ」

「厳しいのであるか？」

「この野郎、必ず自分の好みの男性冒険者しかスカウトしやがらねえ。こいつがリーダーになってからというもの、暁の夕暮れに女性メンバーが入ったことはねえな。男臭いったらありゃしねえ」

「いいじゃないの。私は、ブルーノちゃんみたいなタイプも、ロンちゃんみたいなタイプも、平等に『いいわぁ』って思えるの。二人とも魔法使いで才能もあるし、それを育てるのも、暁の夕暮れのリーダーである私の義務よ」

「自分の欲望も満たせるってか」

　欲望を満たす……ボルトル殿の発言で、某もブルーノも思わず身構えてしまったのである。

「私、強引なことは嫌いだからしないわよ。勿もち論ろん、あなたたちが私を望めば別だけど。私って、なかなか叶かなわない恋を夢見る乙女なの」

「「……」」

　多少キャンディー殿の嗜し好こうに偏りがあるようであるが、某は無事、暁の夕暮れに入ることができたのである。
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「行くのである！」

　紆う余よ曲きょく折せつを経て入った暁の夕暮れであったが、リーダーであるキャンディー殿は、普段はアレな感じであったが、仕事中はとても厳しい人であった。

　いくら有望な新人の育成を主目的としているパーティとはいえ、リーダーや幹部たちも相応の収入を確保しなければならないのである。

　そのため、翌日から王都近郊でもかなり魔物が多い領域での仕事となった。

　ブルーノは、一ヵ月前からそんな状態のようである。

　実戦で覚えろというかなりのスパルタ教育であり、なるほど下手な新人だと死んでしまうので入れてもらえないわけである。

　某が拳に魔力を込めて魔物に接近していると、後ろからキャンディー殿からの注意が飛んできた。

「ロンちゃん、単独で戦っているんじゃないの。後ろにも目をつけて。ブルーノちゃんの魔法の射線軸とか、頭に入っているかしら？」

「そうであった！」

　先日の一対十の戦闘に勝利して、つい天てん狗ぐになっていたのである！

　今日は五人で魔物と戦っており、しかも某と違ってブルーノは遠距離から魔法をかける役割。

　某がなにも考えずに突っ込めば、ブルーノの魔法を邪魔してしまうことになるのである。

「すまん、ブルーノ」

「ロンちゃん、今のあなたは前衛なのよ。私と、ダールトンとの連携も考えて。この三人の横のラインを魔物に突破されたら、ブルーノちゃんばかりでなく、後衛で弓を構えるボルトルもピンチになっちゃうの」

「了解なのである！」

　普段とは違って、キャンディー殿の指導は厳しく、その指摘も的を射ているのである！

　さすがは、血まみれキャンディーの二つ名を持つ高名な冒険者なのである。

　その後も、中堅パーティに負けないレベルの実戦的な指導による討伐が続き、ようやく昼食を兼ねた休憩になったのである。

「疲れたのである」

「僕は、ようやく少し慣れてきたかな」

　某とブルーノは、魔物の領域を出て休憩場所に辿たどり着いた途端、その場に座り込んでしまったのである。

「大丈夫？　これを飲みなさいな」

　実戦が終わると、キャンディー殿はいつもの様子に戻ったのである。

　果汁を混ぜた冷たい水を某とブルーノに渡してくれたのだから。

　有名な冒険者パーティのリーダーとは思えない気さくさであった。

「今日は食事も私が作ったのよ」

　キャンディー殿は、メンバー全員分のお弁当も用意してくれたのである。

　しかも手作りだそうで、料理など一切できぬ某は、ただ驚くばかりであった。

「毎日作るのであるか？」

「さすがに毎日は無理ね。今日はロンちゃんの初日だから奮発したってわけ。普段は、昨日のお店に頼んでいるのよ」

「『夜の宿り木亭』のお弁当は、安くて美お味いしいですよね」

「いくら私が乙女でも、イライザさんの年季には負けてしまうわ」

　と、ブルーノに言葉を返すキャンディー殿。

　昨日のボロ……じゃなく、歴史ある食堂兼酒場の老婆の名はイライザというのであるか。

「そういうわけだから、遠慮なくどうぞ」

「「「「いただきます」」」」

　全員で、キャンディー殿特製のお弁当をいただくが、とても美味しいのである。

　我がアームストロング伯爵家専属の料理人と比べても、遜色ないはずである。

「冒険者としても、料理人としても優れていて羨うらやましいのである」

「そうですね。キャンディーさんは裁縫も上手ですしね」

　この前、破れた服をあっという間に直してもらったとブルーノが語ったのである。

「こいつは器用だからな。家事とかは女性よりも上手だし」

「あらぁ。失礼ね、ボルトルは。私は乙女なのに。乙女だから、こういうことにも手を抜かないのよ。私も、いつかお嫁さんになることを夢見ているんだから」

「「「「……」」」」

　魔法使いではないが優れた冒険者で、指導力もあり、器用でできることも多く、人格にも優れているキャンディー殿であるが、嫁入りすることだけは不可能な気がしてならないのである。

　さすがにそれは、つき合いが長いボルトル殿も指摘せず、みんな静かに昼食をとり始めるのであった。




「今日はこれで終わりね、解散」




　某が、暁の夕暮れに入ってから一ヵ月ほど。

　某もようやく、実戦の中でキャンディー殿から注意される回数が減ってきて、単独で戦うパターンと、集団で戦う時の動き方の差が理解できてきたのである。

　魔力もちゃんと毎日少しずつではあるが増えており、ただ、やはり増加量は少ないので戦法に変化はなかったのである。

　この件に関してキャンディー殿からは、『魔法に関しては専門外だけど、魔力が少しずつでも伸びているのなら、面倒くさがらずに毎日の鍛錬を忘れないでね。経験上、毎日の地道な努力が実を結ぶことって、結構多いのよ』と言われたのである。

　某は、言われたとおり毎日の鍛錬を欠かしていないのである。

　そんな今の生活にも慣れたある日の夕方。仕事も終わりこれで解散、明日はお休みなのであるが、某にはやらなければいけないことがあったのである。

「引っ越し？」

「そうなのである」

　予備校生時代から住んでいる小さな家の屋根裏部屋であるが、老衰の傾向が見られる家主のヴァークト夫人が息子さんと同居するらしく、小さな家はそのあとで売ってしまうのだそうだ。

　そんなわけで、某は一ヵ月以内に退去しなければいけなくなったのである。

　そこまで急ぐ必要はないのであるが、今から新しい住処すみかを探しておかなければ、なのである。

「なるほどね。それで、クリムトはどんな物件を探しているのかな？」

「寝られればいいのである！」

「それは全然贅ぜい沢たくじゃない条件だね」

「自分の部屋は、まだ実家にあるのである」

　いつかはわからぬが、どうせ一度実家に戻らなければならないのである。

　使わない私物の大半は実家の部屋にあり、必要な品だけベッドの周囲に置ければいいので、それほど広い部屋は必要ないのである。

「食事は？」

「どうせ自炊できないので、外食でいいのである」

　そういうお店で食事を楽しめるのも、実家に戻るまでであるから、わざわざ某が時間をかけて下手な料理など作る必要はないのである！

「洗濯とか、体を洗うのは？」

「洗濯は、休みの日に纏まとめてやっているのである。体を洗うのは、普段は毎日お湯を沸かして、布巾で拭いているのである」

　もっとも、某は仕事用に特注したローブと、休日に着る予備のローブの他は下着しか持っていないのである。

　体を拭くお湯は、某は放出系魔法は使えぬが、水の入った桶おけに手を突っ込んで、それを温めるくらいなら簡単にできるのである。

　普段は、それで布巾を濡ぬらしてから体を拭き、たまに風呂屋にも行くのである。

　少し料金が高いのが難点であるが、時々でも風呂屋に行ける某は実家を出ても上等な類たぐいであろう。

「というわけである！」

「クリムトが、本当にあのアームストロング伯爵家の人間なのか、疑わしくなってきたけど……僕も一緒に部屋を探すよ」

「ブルーノもであるか？」

「成人したし、実家の商売は兄が継ぐからね。僕は家を出た方がいいのさ。一緒に探そうよ」

「それがいいのである！」

　というわけで、某とブルーノは翌日一緒に部屋を探しに行くことになったのである。
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　翌日、物件を紹介してもらうべく、ブルーノの実家の知り合いである不動産屋を訪ねると、今日の担当である若い使用人が挨拶をしてきたのである。

「どうも、アンサント不動産において主任をしております、リネンハイムと申します」

「どうもなのである」

「よろしくお願いします」

　リネンハイムという若者は掴つかみどころがなく、どうも胡う散さん臭いような気が……まあ、駄目なら他に行けばいいのである。

「ご予算をお聞きしましたが、ここで一つ提案があります」

「なんである？」

「お二人はまだ冒険者になられたばかりだそうで、暫しばらくご結婚の予定もないとか」

「そうですね。兄とは違って、僕には婚約者なんていないし、魔法使いとしても冒険者としてもある程度地盤を固めるまでは独身かな」

「某も同じである」

　某は跡継ぎでないとはいえ、いずれは実家に戻る。

　父上や兄上にお見合いを勧められるやもしれず、外の世界に出たいと我わが儘ままを言った身としては、少なくとも正妻は二人の勧める女性にしなければなのである。

　父上と兄上が変な女性を勧めるとは思わぬので、これは受け入れる必要があるというわけである。

　外に出ても、某は貴族の柵しがらみからは逃れられないのである。

　ただ、一度くらいは恋愛をしてみたいとか思わなくもないし、それを願わない貴族はいないのであるが。

「そこで、お二人で部屋を借りてしまうのはいかがでしょう。いわゆるルームシェアですね。それぞれが一人用の部屋を借りるよりも、お二人がお金を出し合って家を借りた方が、同じくらいの相場でもかなりお得というわけです」

　なるほど。二人分の家賃なら、家を借りられるというわけであるか。

「お友達なども呼びやすいでしょう」

「悪くない提案だね。クリムトはどう思う？」

「いいのである」

　別に狭い部屋でも問題ないのであるが、広くても不都合はないのである。

「見つかればだけどね」

「そこは、アンサント不動産のリネンハイムを信用していただきたく」

「はあ……」

「紹介される物件次第である」

　どうしてか説明できぬのであるが、どうも胡散臭い影を感じる男であるな。

「それは勿論、誠心誠意紹介させていただきますとも。では、参りましょうか？」

　某とブルーノは、リネンハイムの案内で物件のあるエリアへと歩き始めるのであった。




「まずはこの一軒家です」

　早速、ブルーノの実家から徒歩で十分ほどの距離にある、綺き麗れいな一軒家を紹介されたのである。

「えっ？　あの予算でこの広さの一軒家なの？」

「大丈夫であるか？」

　どう考えてもあの予算でこの物件はあり得ず、某もブルーノも、リネンハイムに疑惑の視線を向けたのである。

「あれれ？　ちょっと疑われていますか？」

「まあね」

「話が旨うますぎるのである！」

　どう計算しても、某とブルーノが提示した予算の倍は出さないと借りられないような物件なのだから当然である。

「そんなに難しい話ではないですよ」

「と、言いますと？　悪霊でも出るとか？」

「いえいえ、そういう瑕か疵し物件ではありませんよ。ただ、ここを借りた人は、みんな不運になるんですよねぇ。霊的な原因はないと教会も認めていますし、借りた人が幽霊を見たなんて目撃談もありません。ただ、ここを借りて暫くすると、商売に失敗したり、勤め先をクビになってしまったり、事故で大怪我をしたりと。私は偶然だと思うんですけどね。所長が、もう少し値引きに応じるそうです」

「「……」」

　某も、ブルーノも、ただ絶句するのみであった。

　というか、よくこんな物件を新人冒険者に勧めるものである。

「ここはいいかなぁ……。ねえ、クリムト」

「ちょっと間取りが気に入らないのである」

「まだ物件の中も見ていないのにですか？」

　そんな不吉な物件、験げんを担ぐ冒険者には不向きなのである！

　そのくらいは空気を読むのである！

「そうですか……。では、この近所にもいい物件があるんですよ」

　リネンハイムは、某たちを別の物件に案内したのである。

　確かに、一軒目の物件からそう離れていなかった。

「これはいいね」

　築十年ほどの一軒家で、部屋は四部屋あり、台所と風呂は別。

　自分で湯を確保して入れる必要があるが、バスタブがあるのは素晴らしい。

　ブルーノが気に入るのも当然である。

「家賃はいかほどなのであるか？」

「ええと……こんな感じですかね」

「安いね」

「確かに、ちょっと安すぎなのである」

　こんなに安いということは、絶対になにかあるはずなのである。

　まだ出会って大した時間も経たっていないが、某はこの男が無条件で安い物件を紹介するはずがないという、至極簡単な結論に至ったのである。

　ブルーノも同様であろう。彼を胡散臭そうな目で見ていたのである。

「本当にここはお得なんですよ」

「この物件に住むと、みんな死ぬのであるか？」

「そんなわけないですよ。ただ、この家の前の持ち主がですね。せっかく家を手に入れたのに、すぐ病気で亡くなってしまったんです。そのため、レイスになったその元持ち主が嫌がらせに来るだけです」

「駄目じゃん……」

　最弱とはいえ、アンデッドが嫌がらせに来る物件なんて、夜、安心して寝られないのである！

「今はいないのである？」

「これがまた狡こう猾かつな奴なんですよ。勘がいいから、教会に浄化を頼んでも、地縛霊化していないので逃げてしまうんです。そして、教会の方々がいなくなると、またこの家に戻って悪さをするんです。まあ、出ていけと脅かすだけですけどね。人に直接危害を加えると、教会が本気になってしまうことを理解しているのですね」

　だからと言って、レイスに家を出ていけと脅かされて気分がいい人間はいないのである。

　なるほど。だから、これだけの良好な物件が安価で借りられるわけなのであるな。

「普通の物件はないのかな？」

「ありますけど、お二人の予算だと条件は悪くなりますよ」

　予算相応の物件はあまりお勧めできないと、リネンハイムは言ったのである。

「あれ？　僕の予算は相場……クリムト、君の予算は？」

「百セントである！」

「そんな低予算じゃ当たり前だよ！」

「寝られればいいかな、なのである」

　どうせ家を出ている間の仮の住まいという理由もあるのである。

「あまり変な部屋だと、寝にくくて疲労が取れなかったり、留守中に盗難に遭いやすかったりするから、住む場所も大切だよ。もう少し予算を出しなよ。稼いでいないわけでもないんだからさぁ」

「確かに、ブルーノの言うとおりである」

　この一ヵ月で、某たちも新人冒険者にしては稼げるようになったので、もっと家賃の予算を上げようと思えばできるのである。

「となると……この近くに、手頃な物件がありますよ」

「もしかして、こちらが予算を上げるよう、わざとこういう物件に案内しました？」

「そっ……そんなことはないですよ。私は誠心誠意、お客様のために働いておりますので」

　ブルーノからの追及で、言葉に詰まるリネンハイム。

　完全に黒であるな。

「とにかく、次の物件にですね……」

「デテイケェ───！」

　突然、某たち以外誰もいないはずの家の中から声が聞こえたのである。

　どうやら、これが噂うわさの元持ち主のレイスであろう。

「壁から出てきた！」

「幽霊だからである」

　なぜか、持ち主のレイスは壁から出てきて某たちを脅そうと考えたようである。

　すぐに別の物件に向かうというのに、所しょ詮せんは理性を失ったレイスというわけである。

「オレノイエダゾォ───！」

「もう遺族に売却されて、お前の家ではないのである」

　もうここを出るはずだったので、それを邪魔したレイスにひと言言ってやったのである。

「ウルサァ───イ！　ココハ、オレノイエダ！」

「お客さん、あまり怒らせない方が……」

　最弱でも、アンデッドはアンデッド。

　普通の人間は怖がって当然……リネンハイムが本当に普通の人かどうかは検証の余地があるやもしれぬが。

「事実を言ったまでである！　そんなことに拘こだわっているから成仏できないのである！」

「あのぉ……お客さん。そんなに怒らせない方が……」

「オマエハァ───！」

　せっかく優しい某が事実を語ってやったというのに、死者は聞く耳を持たないようであるな。

　さらにこちらに襲いかかってきたので、某は魔力を拳に込めてレイスをぶん殴ったのである。

「成仏せい！　なのである！」

「ソンナァ───！」

「えっ？　嘘うそっ！　クリムトは聖魔法を使えるはずないのに」

「この程度のレイス、拳で十分である」

　以前、悪霊などの霊体は魔力の塊と同じようなものだと聞いていたので、魔力を込めてぶん殴ればどうにかなると思ったのであるが、まさか本当にどうにかなるとは思わなかったのである。

　この家の元持ち主であるレイスは、某による拳の一撃で完全に消滅。

　きっと成仏したのであろう。

　それにしても、某にこんな力があるとは……最弱のアンデッドなのでそこまで大したことでもないのか……である。

「クリムト、よくそんなことできるね」

「そんなに難しいことであるか？　魔力を拳に込めて殴っただけである」

「同じことをしても、僕にはできないと思うな、それ」

　そうなのであるか。

「ブルーノ、この家は素晴らしいのである！　家賃も格安すぎるのである！」

「そうだね。この家のレイスを退治したのはクリムトだから、まさか今さら家賃を上げたりとかしないよね？　クリムトはこの家の悪霊を退治した功労者なんだし」

　某の意図に勘づいたブルーノが、もう安全になったこの家だけど、まだ格安で借りられるよねと、リネンハイムに釘くぎを刺した。

　値上げは許さないという姿勢を見せたのである。

「結果的に、某が浄化したのである。当然家賃は格安であろう？」

「まさか、『すでに条件が違うので相場相応に決まってますよ』とか、そういう悲しいことは言わないよね？　だって、リネンハイムさんは誠心誠意、お客さんのために働いているのだから。そうですよね？」

「はい……」

　リネンハイムは、まるで畳みかけるように言うブルーノから反論手段をすべて封じられ、某たちは格安で一軒家を借りることに成功したのであった。




「広くていい家だね」

「これで家賃、月二百セントは格安である」

「本来なら、あり得ないよね」

　某が偶然除霊に成功してしまった一軒家を格安で借りることに成功し、某とブルーノは引っ越しを進めていたのである。

　ブルーノは実家に近いので、荷物の運び込みもそれほど大変ではなく、ほとんど荷物がない某が手伝ったりしたので、引っ越しは半日とかからずに終わったのである。

「でも、掃除とかは大変なのかな？」

「心配無用なのである！」

　掃除とは、そこを使うから掃除しなければいけないのである！

　某など、屋根裏部屋生活の頃は、たまに自分が寝ている周辺を箒ほうきで掃くのみであった。

「そこでなにかしなければ、埃ほこりなど出ないのである！」

　ゆえに、某はこの新しい家でも、ベッドの周辺のみで生活を完結させるのである！

「さすがに、それはないでしょう」

「そうですよ、クリムトさん」

「リズ？　どうしたの？」

「お兄さんが意外と近所に引っ越したから、私もすぐにこうやって遊びに来られるのよ。クリムトさん、お久しぶりです」

　なんと、某たちの新居に、ブルーノの妹であるリズリットことリズ嬢が遊びに来てくれたようである。

　ほぼ一年ぶりであるが、ブルーノに似て美しくなったのである。

　ブルーノに対しては、本人にそう言うと怒るので言わないのであるが。

「リズ嬢は、一年前よりも綺麗になったのである」

「ありがとうございます。お世辞でも嬉うれしいです」

「お世辞を言うほど、某は器用な人間ではないのである」

　もしブルーノが女性だったら、きっと美人姉妹として有名になったのである。

　無論、彼にそれを言うと怒るので言わないのであるが。

「遊びに来たの？」

「それだけじゃないよ。それにしても、その場所を使わなければ掃除は不要とか、家は放っておいても埃が積もりますよ」

「普通、そうだよね」

　兄妹に事実を指摘され、某は敗北を認めざるを得なかった。

　よくよく考えてみたら、屋敷にいた時にはメイドがやってくれていたので、某はまともに部屋を掃除した経験がないのである。

「お兄さんも、人に言うほど家事とかできないよね？」

「はははっ、そのとおり」

　ブルーノ、笑って自慢することではないのである。

　彼の場合、それをやってくれそうな恋人がすぐにできそうではあるが。

「自慢することじゃないと思うよ」

「だから、冒険者は高くても宿に泊まるのである」

　宿に泊まれば、部屋の掃除は宿屋の人間がしてくれるのである。

　洗濯も、別料金であるがやってくれる。

　稼いでいて、家事をする時間が惜しい冒険者なら、宿屋に住んだ方が楽で効率がいいのである。

「お兄さんとクリムトさんが、あえて家を借りたのはどうしてですか？」

「う───ん、ノリで？」

「なんとなくである」

「はあ……」

　ブルーノも某も正直に答えたのであるが、リズ嬢は見てわかるほど呆あきれていたのである。

「私がたまに来てやっておくから。今日も、ほら」

　リズ嬢は、野菜や肉、調味料、果物、鍋やナイフなどの調理器具──と、この家には、ブルーノへの料理を作りに来たようである。

「それはありがたい。夕食はお店に行こうと思ってたんだ」

「そういうところばかりだと、酒場で酒に酔っ払って給仕の女の子にちょっかいかけるような駄目な冒険者になるからね。ちゃんとした料理を食べて仕事をするように」

「わかったよ」

　リズ嬢は、確か十三になったばかり。

　それなのに、随分とシッカリしているのである。

「じゃあ、早速作るから。あれ？　意外と調理器具があるね」

「前の住民が残したものだそうである」

「ああ、噂になっていた、死後もこの家が気になっていた人ですね」

「某の拳で成仏したのである」

「え───っ！　クリムトさんって浄化ができるんですか？」

「どういうわけか成功したのである」

「凄いですね」

「ちょっと常識外れだよね」

「威力はお察しのとおりなので、あまり役に立たないのであるが」

　その日の夕食は、リズ嬢が作ってくれた料理に舌鼓を打ち、久しぶりに女性の手作り料理を食べたような気がするのである。

　やはり某とブルーノではこの家の維持は難しく、二人でお小遣いを出し合ってリズ嬢に定期的に掃除や洗濯、料理などをお願いすることになったのであった。
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「……というわけです。なんともこれまでに見たことがない規格外の方ですな。今はまだ未熟なれど、将来は底が知れない方かもしれません」

「なるほど。我が義ぎ娘じょうの兄君は、なかなかに変わった男らしいな」

　教会で枢機卿などしていると、必要かどうかわからない情報でも集めておかなければならない。

　それがいつ役に立つかわからないのでな。

　今日は、教会と取引があるアンサント不動産で働いているリネンハイムという男から、ワシの息子の嫁になる女性の兄、アームストロング伯爵家の次男について話を聞いてみた。

　彼は魔法使いだが、魔力はそれほどでもない。

　あの家の特徴である、生まれついての巨体と、鍛えなくてもつく筋肉によって出るパワーで活躍しているように見えてしまうのだ。

　魔力は遺伝しないので、軍部の重鎮アームストロング伯爵家から魔法使いが出たこと自体は凄いのだが、魔法使いとしての実力は微妙。

　ところが、冒険者になって一ヵ月ほどで、違法な魔法薬の密造と密売をしていた中堅冒険者パーティを潰つぶしてしまったり、今日も、騒いで人に迷惑をかけるくらいだが、すぐに浄霊の手から逃げてしまうレイスを、一発殴っただけで浄霊してしまうなど、見かけのスペックと内情に大きな違いがあるようである。

「リネンハイム、お前はあの男が大化けすると思うのか？」

「勘ですけどね。個人的には全財産かけてもいいかなと思う次第でして。二十年後が楽しみですね」

「大器晩成型、とでもいうのか？　贔ひい屓きではなく？」

「贔屓ですか？」

「いや、気にしないでくれ」

　如い何かに抜け目のないリネンハイムでも、あの男が王太子殿下と親友だという事実は知るはずがないからな。

　彼をヨイショしても、なんの利益にもならないと思っているはずだ。

「とはいえ、暫くは表面上の強さはそう急には上向かないでしょう」

「大器晩成だからな。ならば、放置しておくのも手か」

「はい。いい区画にある一軒家なので、あの家賃は痛いですけど」

「ふんっ！　どうせ次の改定の時に値上げするのだろうが。弱いとはいえ、神官が来ると逃げて浄化できなかった悪霊を倒してもらって得したではないか」

　聖魔法が使える神官が出撃しても、レイスを退治できなければ喜捨も期待できぬ。

　これまで、何度あのレイスによって煮え湯を飲まされたか。

　聖職者の気配を感じると逃げてしまうレイスなど、前代未聞だからな。

「あの男は無料で浄化したのだ。教会に頼むよりも圧倒的にお得だ。この上、相場の家賃を取ろうなどと、欲深いことは考えるなよ」

「はい。ホーエンハイム枢機卿の深い説法には、このリネンハイム、ただ感心するのみ」

「ふんっ、お前には前にも言っただろう？　教会とは、上に行くほど信仰と無縁になっていくのだ」

「悲しいお話ですね」

「言っていろ」

　ここにきて、アームストロング伯爵家の次男の存在が注目されることになるとは……。

　一応親族になるので、将来ワシの役に立ってくれればいいのだが。





第八話　クリムトの恋







「ブルーノ！　そっちである！」

「任せて」

「クリムトも」

「これは某それがしに任せるのである」




　某が暁の夕暮れに入ってから、二ヵ月ほどの月日が経たったのである。

　最初は新人教育も兼ねて王都周辺での活動が主であったが、某もブルーノも大分慣れてきたということで、昨日から王都より東に二百キロほどの場所にある魔物の領域で狩りをしていたのである。

　この魔物の領域は、知る人ぞ知るポイントだそうで、さらに、飛び地ながら王国直轄地のため、貴族領内にある魔物の領域よりも面倒が少ないらしいのである。

　貴族の領地内にある魔物の領域での成果は、その貴族への税金も発生するからである。

　同じ危険を冒すなら、王国直轄地内の魔物の領域で仕事をした方が得ということになる。

　そのため、王都近くにある魔物の領域は混んでいるので、こうして遠征してきたというわけである。

「はいはい。今日はこれで終わりね」

　仕事中は真面目で厳しいキャンディー殿であるが、仕事が終わるといつもこんな感じであった。

　こういう人を、切り替えが上手と言えばいいのであろうか？

「ヘキスの町に戻るわよ。ボルトル、今日の宿ってどうなのかしら？　予約はあなたに任せたけど」

　キャンディー殿は、宿の予約を任せた暁の夕暮れのサブリーダー、ボルトル殿に今日泊まる宿のことを尋ねたのである。

「新しいところにしたぞ。評判もいいみたいだから」

「新しい宿はいいわね、綺き麗れいだから。あとぉ、知らない宿のいい男と新しい恋の予感！」

「言ってろ」

　キャンディー殿とボルトル殿の会話は普段からこんなものなので、某もブルーノも、普段は寡黙なダールトン殿も、楽しそうに聞いていたのである。

　なお、ヘキスの町は、魔物の領域にほぼ隣接している、この王国直轄地唯一の町であった。

　町に入ってからボルトル殿の案内で今日泊まる宿へと向かうが、町の大通りには多くの冒険者たちが歩いていた。

　王都周辺の魔物の領域の混み具合に辟へき易えきした同業者が、ここに遠征するというわけである。

　ただ、ここの魔物は強いので、腕に自信がない冒険者は来なかった。

　たまに自分の力量を読み誤って、ここの魔物の領域で屍しかばねを晒さらす者もいるそうであるが。

「ここだな。『朝日と冒険亭』だ」

「いかにもな名前だけど、いい宿っぽいわね」

「変な宿にすると、うるさい奴がいるからな」

「仕方ないじゃない。宿の良し悪しは、明日以降のコンディションに影響するんだもの」

　そんな話をしながら、キャンディー殿とボルトル殿が先に宿の中に入り、某たちもそれに続く。

　新築であろう『朝日と冒険亭』の中に入ると、削りたての木の香りが残っていたのである。

「本当に新しいのね」

「すいません。予約を入れていた暁の夕暮れですけど」

　無人のカウンターでボルトル殿が呼び鈴を鳴らすと、奥から一人の若い男性が出てきた。

　オーナーには見えないので、従業員だと思うのである。

「いらっしゃいませ、『朝日と冒険亭』へようこそ。予約を承っております。すぐに部屋にご案内しますので」

　若い男性従業員の案内で、二階の客室へと向かったのである。

　一階には客室がなく、フロントと食堂兼酒場があり、食事はそこでとるようである。

　若い男性従業員が、部屋へ向かいながらそう説明してくれたのである。

「夕食の際、オーナーがご挨拶にお伺いしますので」

「わかったわ。う───ん、若い男の子たちと相部屋って最高！」

「「……」」

　部屋は二部屋を取っており、組み合わせはボルトル殿とダールトン殿で一部屋。

　キャンディー殿とブルーノ、某で一部屋であった。

　こういう時、自分が新人なのが恨めしいのである。

　きっと、ブルーノも同じ気持ちであろう。

「食事は、一階の食堂兼酒場でとるって言ってましたよね？」

「そう言っていたわね。早速行きましょうか？」




「席を取っておいたぞ」

　三人で一階に下りると、六人で座れるテーブル席をすでにボルトル殿とダールトン殿が取ってくれていたのである。

　某たちが席に着くと、すぐに女性従業員が注文を取りにくる。

　四十ほどに見えるので、ウェイトレスというイメージは持てなかったのである。

　注文してから十分ほどで料理が出てきたが、味の濃さも料理の量も冒険者向きで、みんな満足して食べていた。

　冒険者は体が資本ゆえ、みんなよく食べるのである。

　ブルーノも痩せ型であるが、見た目以上によく食べた。

「本日はご予約ありがとうございます」

　食事をとっていると、そこにこの宿の女将おかみが挨拶に来たのである。

　料理を食べる手を止めて、某が顔を上げるとそこには……。

「うっ！」

「お客様、どうかなさいましたか？」

「なんでもないのである」

　挨拶に来た女将の顔を見た瞬間、某の心臓の鼓動が一気に高まったのである！

　この胸の高まりは、一体なんなのであろうか。

　女将はまだ二十歳前後にしか見えず、その若さでこの宿の女将だというのだから凄すごいのである。

　黒く長い髪を纏まとめて右胸の前に垂らしており、その顔はとても美しく、動作の一つ一つが色っぽく感じられるのである。

　露出が多い服装というわけでもないのに、彼女を見ていると某の心臓はバクバクしっ放しであった。

「あのぉ……なのである」

　とにかく、一秒でも早く彼女の名前を聞きたいのである！

「どうかしましたか？　お客様」

「女将さん、よろしければお名前を教えてください。僕は、ブルーノと申します」

「リーラと申します。お若い魔法使いさん」

「おわかりですか、僕が魔法使いだということ」

「勿もち論ろん」

　ブルーノ！　せっかく某が、彼女の名前を聞こうとしていたのにである！

　それに、なにが『おわかりですか』なのである！

　某とブルーノはローブ姿なのだから、魔法使いだということは子供にでもわかる。

　さてはブルーノ、お主も彼女に惚ほれたのであるか。それで、女性に人気がある、魔法使いである部分を強調して挨拶し、初見のイメージをよくしようと！

　そうである……某も、リーラさんに惚れたのであるか。

　思えば、これは某の……何度目の恋であったか？

　初恋の相手であった屋敷のメイドさんは、某が五つの時に嫁いでしまった。

　二度目は、兄上のマナーの講師で、彼女は既婚者で子供もいたので諦めた。

　……何度目かはよく覚えていないが、某も成人したので、今度こそはこの恋を必ず成就させるのである！




「綺麗な女ひとだね、リーラさんは」

「であるな」

　食事のあと部屋に戻ったのであるが、某のみならずブルーノもこの宿の女将リーラさんに惚れている事実が判明したため、どうも彼に警戒心を抱いてしまうのである。

　どうやら向こうも同じ気持ちのようであるが。

「ロンちゃんも、ブルーノちゃんも知ってる？　綺麗なバラには棘とげがあるのよ。私みたいに」

「「はあ……」」

　その例えは知っているのであるが、あのリーラさんに棘があるとは思えないのである。

　それと、キャンディー殿が美しいかどうかは、現時点で某が口にすることではないような気が……決して、判断を保留しているわけではないのである！

「さっき、受付の若い男性従業員さんから話を聞いてきたんだけどぉ」

「そうですか……」

　ブルーノは、キャンディー殿はきっとナンパも兼ねて彼女の話を聞きに行ったのであろうと思っているようである。

「彼女、旦那さんがいるわよ」

「そうなのであるか！」

「当たり前じゃない。これだけの宿、未婚の小娘が経営できると思って？　今、病気で療養中らしいけど、この宿の隣の家に七十を越えた旦那が住んでいるらしいわ。五十も年下の奥さんって、その人も好きよねぇ」

　リーラさんは、今二十歳だそうである。

　某と五つ違い……某は家を出ているので問題ないのである！

　ブルーノも同じ条件であるが。

「その旦那さんがこの宿が建っている土地の持ち主で、建設費なども出しているのよ。彼は他にも、この町に土地や物件を持っていて、なかなかの資産家みたいね」

　キャンディー殿、よくそこまで色々と聞けるのである。

「随分と年の差がある夫婦だな」

　とここで、隣の部屋にいるはずのボルトル殿が部屋に入ってきて話に加わったのである。

　興味があるのであろうか？

「ボルトルさん、ダールトンさんは？」

「あいつは、いつもどおり静かに大おお斧おのの手入れをしているよ。あいつは寡黙だからなぁ」

　確かに、某もブルーノも、彼の声を聞いたことがないような……。

「ダールトンのことはいいんだよ。あの若い女将は、その爺じいさんの何人目の妻なんだ？」

「詳しくはわからないけど、愛人は沢山いたみたいね。正式な妻は二人目だって」

　この宿の真のオーナーは、若い頃に最初の妻を亡くすと、愛人をとっかえひっかえだったそうである。

「最初の妻との間に一人息子がいるから、相続で揉もめないようにでしょうね」

　なるほど。

　その爺さんがいくら女好きでも、後妻に子供ができれば、長男に遺産を渡すのが惜しくなるやもしれぬ。

　そこで、愛人ばかり作って遊んでいたというわけであるか。

「あの若い女将は？」

「よくある話なんだけどね」

　リーラさんのすでに亡くなった父親が、爺さんにかなりの借金をしており、彼女はそのカタとして爺さんの愛人になった。

　ところが、爺さんはリーラさんを気に入り正妻にしたうえに、この宿を建ててあげ経営させているというわけである。

「宿がオープンした直後、爺さんは病気で倒れたそうよ。若い女将さんは、爺さんを看病しながら宿を切り盛りしているというわけ」

「ふ───ん。で、長男は？」

「自分の息子よりも若い義母だし、宿を建てる件でも揉めたようで、大おお喧げん嘩かの末に出入り禁止になったそうよ。お金がある一族って大変よねぇ」

「俺は、キャンディーがよくそこまで短時間で調べたなって、驚きしかないけどな」

「なんかぁ、受付の男の子をどうにか誘おうって努力していたら、なぜか教えてくれたの」

　それはあきらかに、彼が自分の身を守るため、キャンディー殿が興味ありそうな話を立て続けにしたのだと思われるのである。

「リーラさん、可哀かわい想そうな人ですね」

「そうである！　酷ひどい爺じじいである!!」

　借金のカタで、若いリーラさんを強引に手に入れるなど、男の風上にも置けない奴なのである！

「二人とも若いわね。その爺が死ねば、爺の介護もしていたのだから、宿と土地と、纏まったお金くらいは貰もらえるわよ。そのくらい出さないと、長男が批判されるから」

「倒れた親の面倒を見ていないからな」

　跡取りとして親の遺産を継ぐ以上、親が倒れたら本当は長男が面倒を見るのがルール。

　それをリーラさんに任せている以上、そのくらいは出すのが常識であるか。

「事情はわかったか？　お二人さん。いくら綺麗な人でも、人妻に手を出すなよ」

「そうね。ここは稼げるし、せっかくの遠征だから一ヵ月は滞在したいのよ。費用対効果的にもね。だから、他の未婚の女の子にアタックするのはいいけど、あの人は駄目よ」

「俺ら、この宿を追い出されるからな。次の宿を探すのも面倒なんだ」

　某とブルーノは、キャンディー殿とボルトル殿に釘くぎを刺されてしまったのである。

　リーラさんは人妻……残念である。

　ブルーノも、残念そうな表情を浮かべているのである。

「明日に備えて早く寝ろよ」

「もし彼女が諦めきれないのなら、代わりに私もいるから」

「寝ます！」

「寝るのである！」

　某とブルーノは、慌てて毛布を被かぶって就寝したのである。

　キャンディー殿を冒険者として尊敬はしているのであるが、恋愛対象としてはとても難しいのである。




「おかえりなさいませ、クリムトさん、ブルーノさん」

「ただ今戻りました」

「ただ今なのである」

「成果はどうでしたか？」

「まあまあですね」

「平均的という感じである」

「それはよかったですね。お夕食の準備もできていますから」

　リーラさんの宿を定宿にして一週間。

　今日も狩りを終えて戻ると、リーラさんが某たちを出迎えてくれたのである。

　それにしても、やはり美しい人なのである。

　労ねぎらいの言葉も、その声の柔らかさが堪たまらない。

　彼女が独身だったらどんなによかったか、なのである。

　などと考えていたら、リーラさんの元に若い男性従業員が息を切らしながら飛び込んできたのである。

「女将さん！　旦那様が！」

「旦那様がどうしたのですか？」

「どうやら亡くなっているようだと、家にいるメイドが！」

「旦那様！」

　隣の家で療養していた爺の容態が急変したのだろうか、リーラさんは慌てて爺のいる隣の家に走っていったのである。

　食事は他の従業員たちがちゃんと出してくれたのであるが、結局、容態が急変した爺は亡くなってしまったと、キャンディー殿に狙われていた若い男性従業員が某たちに伝えにきてくれたのである。

「あら、これから大変ね。宿は移動かしら？」

「このままで問題ありません。暫しばらくは新規の宿泊客を断る予定なので、明日からはお客様方だけとなります」

「それなら、私たちも出た方がよくない？　葬儀って忙しいじゃない」

「あの……これはご内密にお願いしますが……」

　現在、リーラさんと、亡くなった爺の跡取り息子との関係はよくないどころか最悪であり、葬儀後は一日でも早くこの宿を通常営業に戻したいというのが彼女の本音なのだそうだ。

「彼女にも生活があるものね。いいわ、お世話になるわ」

「ありがとうございます」

　こうして、この宿の客は某たちだけになってしまったのだが、なぜか込み上げる嬉うれしさを隠せなかったのである。

　きっと、リーラさんと話をする機会が増えるであろうから。
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　爺の急死から二日後、葬儀が明日ということで、教会に運ぶために棺ひつぎに入れられた爺の前で、彼の跡取り息子が叫んでいたのである。

「この毒婦が！　やはり貴様の仕業か！　こいつは父を殺した殺人犯だ！」

　あまりの大声だったので某たちが様子を見に行くと、リーラさんに殴りかかろうとする五十前後の男性が、若い男性従業員ともう一人、二十歳前後に見える若者の二人に取り押さえられていたのである。

　そしてその横には、初老の警備隊員がどうしたものかと立っていたのである。

「警備隊の方がどうかしたの？」

「念のため、バルドー氏の死因を軽く調べたのだがね……」

「病死じゃなかったと」

「そう、『探知』の魔法で毒が検出されてな」

　では、間違いないのである。

　某は使えぬ魔法であるが……。

「この毒婦の仕業だ！」

　なるほど、だから爺もといバルドー氏の跡取り息子は大騒ぎしているのであるか。

「それで？　実際のところはどうなのかしら？」

「リーラさんに不自然な点はないな。教会にはこういうのに詳しいのがいてね。協力してもらっているんだが、バルドー氏が死んだ時刻の一時間くらい前に毒は盛られた。大凡おおよそ、摂取からそのくらいで死ぬ。ちょうど毒を盛られたと思われる時刻に、リーラさんはバルドー氏に習慣となっていたハーブティーを飲ませているが、近くにメイドはいたし、彼女もリーラさんがハーブティーになにか盛ったのを確認していない」

「そのハーブティーに毒を混ぜたに決まっている！」

　バルドー氏の跡取り息子は、意地でもリーラさんを殺人犯にしたいようであるな。

　嫌な奴である。

　ブルーノも、彼を批判的な目で見ていたのである。

「その毒なんだが、バルドー氏がハーブティーを飲んだカップからは検出されなかったな」

「メイドが洗ったからだろうが！」

「一度洗ったくらいでは、どうしても微量な反応が残る毒なんだよ。その量だと人間にはなんの影響もないけどな。その微量な反応は、教会の神官が魔法で探った。見逃しはあり得ないな」

　精密な『探知』魔法を使えば、極微量の毒の反応も感知できるのである。

　つまり、リーラさんは無罪なのである。

　よかったと安あん堵どするが、ブルーノも同じく安堵していたのは釈然としないのである。

「この毒婦が、なんらかの方法で父に毒を盛ったのだ！」

「そうは言うが、ワルム殿。あなたは、バルドー氏から嫌われていただろうが。あんたも容疑者なんだよ」

「私は……そんなことはしない！」

　リーラさんを疑っておいて、自分も容疑者とは……。

　この男、自分の罪をリーラさんになすりつけようとしているのでは？

　あと、バルドー氏の長男はワルムというのであるか。

「教会がバルドー氏の死因を調べたのは、彼が生前、教会に遺言を預けていたからだ。いくら教会預かりの遺言でも、相続者が殺人を犯していたら遺産は渡せないからな」

　平民にも裕福な者は当然存在し、その者の死後、遺産相続で揉めるケースは多いのである。

　遺言がなければ長男がすべて相続、まあ次男以下にもある程度纏まった支度金を渡すのは貴族と同じであるが。

　権限の強い家の主あるじが遺言を書き、それを教会に預けていれば、その遺言は教会が証人となったという扱いで執行されるケースも少なくないと聞く。

　当主と跡取り息子の仲が悪かったり、正規の跡取りだとしてもとんだ放ほう蕩とう息子で、財産を確実に食い潰すだろうと思われる場合がそうである。

　平民には、貴族のように領地の収入や年金が存在せず、家業で稼がねば家の財産を維持できぬ。

　貴族よりも、放蕩息子に対しては厳しいというわけである。

　ただ、さすがにワルムがそういう人物とは断言できぬのであるが。

「教会が預かった遺言状によると、財産はリーラさんと、フリック殿で半分ずつと書いてある」

「フリックだと！　私を飛び越えてか？」

「僕ですか？」

　フリックという人物は、先ほどリーラさんに殴りかかろうとしたワルムを止めていた若者のようである。

　どうやら彼は、ワルムの長男で、バルドー氏の嫡孫に当たる人物らしい。

「ワルム殿、あんた、遺言状の中身を知っていたんじゃないのか？　だから、バルドー氏を毒殺し、その罪をリーラさんになすりつけようとした」

「なるほど。そうすれば、バルドー氏の遺産は全額フリックさんが継ぐことになる。ワルムさんは貰えないけど、自分の息子だから結局同じって考え方もできますね」

　ふむ、そういう考え方も……って、ブルーノ！

　さり気なくリーラさんの無罪証明に走るとは、まさか夫を亡くしてしまった彼女に野心があって……。

　ぬぉ───！　負けていられないのである！

「逆だろうが！　この毒婦が、私に罪をなすりつけようとしているのだ！」

「父さん、リーラさんにはそんなことをする理由がないから」

「ある！　我が家の財産を狙っているに決まっているのだ！　フリック！　この女に騙だまされるなよ！」

　父親とは違って、フリック殿はリーラさんに隔意はないようであるな。

「父親のワルムさんは、リーラさんの件でバルドー氏と大喧嘩して家への出入り禁止を命じられたけど、息子であるフリックさんは別みたいね。よくこの家に来て、週に何度か彼と食事を共にしたり、お土産を渡していたみたい」

「詳しいですね、キャンディーさん」

「私、そういうの聞き出すの得意だから」

　あの男性従業員であるか……。

　心から同情するのである。

「お土産ですか？」

「僕は、この町にあるお祖じ父い様の土地や建物を管理しながら、定期的に近隣の村で行商などをしておりまして」

「感心な子ね」

　祖父からの遺産を管理だけして遊び惚ほうけるのでなく、自分でも商売をして稼ぐ。

　勤労青年であるな。

　キャンディー殿が彼に熱い視線を送っているようであるが、彼の恋はいつか成就するのであろうか？

「フリックさんは、出かけた先の村で購入したお土産を旦那様によく持ってきてくれました。旦那様も喜んでいました。『今ある資産に胡坐あぐらをかいているワルムとは大違いだ』と」

　リーラさんも、真面目に働き、定期的に祖父の元に顔を出すフリック殿には好印象を持っているようである。

「今の時点では、容疑者は三人。リーラさん、ワルム殿、フリック殿だな」

「リーラさんは無罪である！」

　いくら警備隊でも、その言い方は失礼であろう！

「すまんが、リーラさんが宿で仕事をしている時に、バルドー氏の面倒を見ていたメイドさんだって一応容疑者だ。我々は先入観を持たず、公平に捜査をして犯人を捜さなければならないのさ」

「そうね、変な先入観があると結果を見誤るものね」

　そのまま捜査は続行ということになり、初老の警備隊員は捜査を再開するのである。

　バルドー氏の葬儀は犯人が捕まるまで中止となり、棺は教会に預けられることとなった。

　遺体が腐らないよう、教会が氷魔法を使える魔法使いに頼むそうである。

「犯人はお前に決まっている！　必ず毒雌ヘビの尻尾を掴つかむからな！」

　暴言を吐いてから家を出ていくワルムを見送りながら、某はどうすればリーラさんの無罪を証明できるか懸命に考えていたのである。

　もしリーラさんの無罪が証明され、バルドー氏の喪があければ……某はそればかり考えながら、明日からどう動くべきか考え続けるのであった。
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「毒物は、確実に口から摂取されている。リーラさんのハーブティーでなければ、他になにを口にしたかなのだ。教会がバルドー氏の胃の中を調べた結果、どうやらハーブティーを飲んだ一時間ほど前に昼食をとっていたようだな。メイドからの証言でも確認されている」

「なるほど。つまり、その食事の中に毒が入っていた可能性もあると」

「しかしそれだと、毒の効果が出る時間が遅すぎるのだな。ちなみに、その昼食の時にはリーラさんはいない。宿では昼食を食べる客もいるので、その準備に追われていたわけだ。これは従業員からの証言も取れている」

「昼食ですが、バルドー氏一人で食べたのですか？」

「いや、昨日はフリック殿も来ていた。彼がお土産で持参した食材で昼食が作られたようだ。メニューは、メイドから聞いているし、教会が胃の内容物を調べたら一致したな」

「しかし、昼食もハーブティーも胃の中で一緒になっている以上、どちらに毒が盛られたのかわかりませんね」

「そこが問題だな」

「……」




　翌日は、こんな事件があったからというわけではなく、たまたまお休みだったので、某とブルーノは、リーラさんの無罪を証明すべく動き始めていた。

　キャンディー殿が『好きにすれば？』と、許可をくれたのである。

　それにしてもブルーノは、よく頭が回る。

　先日も会った、警備隊の初老の捜査員と難しいことを話し合っているのである。

　さすがは魔法使いクラスの次席。

　某は……ケツから数えた方が早いのである。

　それでもである！

　ブルーノにばかり活躍されると、某がリーラさんの無罪を証明し、彼女からの好感度をアップ。喪が明けると同時に、彼女は某に……という作戦が崩れてしまう。

　ブルーノに先を越されるわけにはいかないのである！

「ちなみに、食事に使った食器や調理器具、残った材料などは？」

「そちらも毒の反応はなし。念のため、宿の食器や調理器具、素材、リーラさんと従業員たちの手のひらなども調べたが、これも毒の反応はなし。完全に手詰まりだ」

　バルドー氏は毒殺されたが、どうやって毒を盛られたのかわからない。

　捜査責任者の初老の警備隊員が、知己である神官に魔法であちこち探らせた結果なので、間違いないというのである。

「バルドー氏が死ぬ二時間前から、フリックさんが彼と食事をとり、一時間ほど滞在した。ほぼ入れ違いで、宿の昼食時の忙しさが終わったリーラさんが、バルドー氏にハーブティーを飲ませに来た」

「そのハーブティーはどんなものなのですか？」

「遥はるか西方、ホールミア辺境伯領産とあります。遠路運ばれてきて販売されているので高価なハーブティーですね。私は飲んだことありませんが、教会の神官が知っていました。その神官は、ホールミア辺境伯領の出身だそうで。地元では、健康にいいと老人がよく飲んでいるそうですよ」

「本当にただのハーブティーなのですね。ということは、リーラさんは本当に療養中の旦那さんに健康にいいハーブティーを飲ませていただけなのですね」

「メイドさんにも聞いたのですが、バルドー氏はほんのりと甘みのあるマテ茶が嫌いだったそうで。件くだんのハーブティーは甘くないので気に入っていたとか。寝たきりになる前から、リーラさんにこんなハーブティーもあると聞いて、飲み始めたそうで」

　ということは、そのハーブティーに細工をするのは難しい。細工がバレやすいからである。

　リーラさんは、バルドー氏を毒殺していない証拠である。

「難しい事件なのである」

「そうだね」

「ハーブティーではないとすると、次は昼食であろうか？」

「でも、昼食の時間はハーブティーを飲むさらに一時間前だ。検出された毒の効果だと、リーラさんがハーブティーを入れた時刻にバルドー氏は死んでしまう」

　一時間の時差……毒殺といえば貴族。

　父上の話だと、世間では病死とされた貴族でも、中には毒殺も結構あったようで、貴族の中には毒の知識に長たけた者も多いと聞く。

　子供の頃、親戚の貴族にそんな話を聞いたことがあるような、ないような……なのである。

　なにか、役に立つ知識を思い出すのである！

「そうである！　毒の効果が出るまでの時間を延ばせる薬もあると聞くのである！」

　例えば、毒殺された貴族からある毒が検出されたとする。

　その毒が、摂取してからどのくらいの時間で効果が出るか、逆算して犯人を特定されてしまわないよう、毒と一緒に別の成分のものを飲ませて、効果が出るまでの時間を調整する。

　毒が効くまでの時間を早くも遅くもできるのであるが、量の計算や、ある種の毒と同時に飲ませると効果が中和してしまうなど、その扱いは難しいと聞いたのである。

　だが、使った毒は一種類。

　事前によく調べておけば、失敗する可能性は少ないのである。

「〝添加薬〟で、毒が効くまでの時間を変える、ですか。聞いたことはありますけど、滅多にない事例ですな」

　この町の警備隊員だと、王都のように貴族や大商人の争いに関わるケースが少ないのであろうから当然である。

　添加薬は特殊な薬で、そうそう手に入らないと、父上から聞いたことがあった。

「それと、その場合、ハーブティーのような飲み物に入れるのは困難である」

　種類によっては毒を混ぜるだけでも難しいので、これにもう一種類となるとバレやすい。

　どちらかというと、食事の方が混ぜやすいのである。

「もし食材の中に、毒の効果が出るまでの時間を延ばせるものが入っていたとしたら？」

「フリックさんが怪しいと？　でも、彼もなぁ……」

　ブルーノは、フリック殿も犯人とは思えないと語ったのである。

　真面目で優秀で、自分でも仕事をしつつ、療養中の祖父にも気を使える。

　リーラさんにも優しく、彼のような人が、しかも自分を可愛かわいがっている祖父を殺すわけがない。

　某も同意見であった。

「ただ、フリック殿にも動機はあります。バルドー氏を殺し、リーラさんにその罪をなすりつけられれば、財産は全額彼のものなので」

「疑えばキリがないのである」

「そういうお仕事なのですよ。ちょっとこういうのに向いていると思われたら、こうやって派遣される身となりました。体力仕事をしなくなった分、楽ではあるのですがね」

　警備隊でも、盗人ぬすっとや暴漢の捕縛は若くて体力がある者に、この初老の警備隊員のように洞察力があれば、この手の犯罪の捜査にと。

　適材適所に割り振られるというわけである。

「こうなると、もっと周りの関係者に話を聞いた方がいいかもしれない、と思っていたら、ある人物が面白い情報を教えてくれました」

「面白い情報であるか？」

「フリック殿なのですが、彼が行商でよく出入りしている村。ここは、様々な薬草の産地だそうで」

　お金になるからと、フリック殿がよく仕入れているのだと証言した人物がいるそうである。

「誰ですか？　それ」

「宿の受付にいる若い男性従業員ですよ。マクセルという方です」

　あの若くてイケメンで、キャンディー殿に気に入られた不幸な人であるか。

　今、初めて彼の名を知ったのである。

「彼が、どうしてそんなことを知っているのですか？」

「前に、バルドー氏の家にリーラさんを呼びに行った時、バルドー氏とフリック殿が、その村の薬草の話をしていたそうです。収穫時期にもっと貪欲に買い取るべきか、そんな話だったと。毒に加工できる薬草もあるが、それはお上に疑われるだけなのでやめとけとバルドー氏が」

　祖父なりの可愛い孫へのアドバイスにしか聞こえないのである。

「ただ、フリック殿が薬草を仕入れている村には、バルドー氏を死に追いやった毒薬を抽出できる薬草があるのは事実です」

　状況証拠アリ、というわけである。

「これでフリック殿が怪しくはなったけど、肝心の毒が検出されていないからね。あくまでも推論だよね」

「確かにそうですが……どうだった？」

　とそこに、この警備隊員の部下がやってきて、彼に耳打ちしたのである。

「この家の台所から、スープ皿一枚が消えているそうです。実は、私がメイドさんに確認を頼みましてね」

「ということは、毒を入れたスープ皿を『探知』されないように持ち去ったわけですか」

「そうなりますね」

　さらにここで、もう一人若い警備隊員がやってきて、初老の警備隊員に耳打ちしたのである。

「今、ワルム殿とフリック殿が住む家を捜索したところ、庭先の木の根元に、例のスープ皿が埋められていたそうです。『探知』で毒の反応も出たそうで。これで決まりですかな」

「人は見かけによらないのである」

「そうだね」

　祖父孝行に一生懸命だった孫が、その祖父を毒殺した犯人だったとは。

　やはり、自分が全部貰えるはずの財産が半分になるのは許せなかったのであろうか？

　人間、欲望にはキリがないとはよく聞くのであるが、それが実感できた事件であった。




　こうして事件は、一日で無事解決したのである。

　犯人は、バルドー氏の孫であるフリック。

　昼食を共にした時、スープ皿に行商で手に入れた毒を混入し、その皿を密ひそかに持ち帰り、警備隊の捜索の手を逃れた。

　毒の効果を遅らせる添加薬も、薬草の仕入れをしているフリックなら入手するのは不可能ではない。

　初老の警備隊員によると、バルドー氏の胃の内容物も証拠として確保してあるので、その解析が進めばはっきりするということである。

「僕が犯人？　庭先に、お祖父さんに毒を盛った皿を隠して埋めた？　そんなもの知りません！」

「しかしですね。証拠が揃そろっているのですよ」

「バカな！　私の息子がそんなことをするわけがない！」

「ワルムさん、あなたにも共犯の疑いがあるので、取り調べに協力していただきますよ」

「知らん！　私も、息子も無罪だ！」

「（フリックの人柄からは想像できないけど、血縁関係を考えれば十分にあり得るって感じかな？）」

「（であるな）」

　財産争いとは、こうも人の心を曇らせるものなのかと、考えさせられる事件であった。

「まさか、フリックさんがそんなことを！　彼はそんなことするような人では……」

「しかしですね、リーラさん」

　それにしても、リーラさんは優しいのである。

　自分も疑われたというのに、フリックを庇かばうのであるから。

　まさに、女神のような女性である！

「みんな、騙されちゃ駄目よ」

「キャンディーさん？」

「キャンディー殿！」

　なんとここで、勝手に捜査に協力すればと、某たちを放置したはずのキャンディー殿が、いきなり割り込んできたのである。

「騙されちゃ駄目とは、どういうことですか？」

　ブルーノが、キャンディー殿にその真意を問い質ただした。

「犯人は、フリックさんじゃないってことよ。だって、フリックさんは毒薬を入手なんてしていないもの。そうでしょう？」

「はい。当日はまだ、その村の薬草の生育状態がいまいちだったので、お祖父さんが好きなナマサを購入して戻ってきました。何種類かハーブを入れて香草焼きにしたはずです」

　フリックが毒を作れる薬草を仕入れたかどうかは、その村の住民に聞けばすぐにわかるはず。

　それは、警備隊があとで確認を取ればいいとキャンディー殿は説明したのである。

「そうね。バルドー殿の胃の内容物を確認してきたんだけど、ナマサも香草も入っていたわね」

　まさか、姿が見えない間にキャンディー殿がそんなことをしていたとは。

「ですが、実際埋めて隠されていたスープ皿から毒は出ていますよね？　その毒は、フリックさんが入れたとしか思えませんよ」

「本当にそうかしら？　毒の効き始める時間が一時間遅かったのは、効果を遅らせる添加薬が入っていた。そういう説明だけど、ところがこの添加薬、種類によっては『探知』できないのよ。実際、胃の内容物からは検出できなかった」

「胃で消化されたからでしょう？」

「こうも考えられるわ。最初から、添加薬なんて入っていなかった。この手の薬は入手が面倒だもの」

「ですが、ではどうやって毒の効果を一時間遅らせたのです？」

　ブルーノは、ここでキャンディー殿との論戦に負けると、一気にリーラさんへの疑惑が出てきてしまうので懸命であった。

　某もリーラさんが犯人とは微み塵じんも思っていないし、いざという時にキャンディー殿を論破しようと心の中で準備を進めていたのである。

　状況から見ても、犯人は確実にフリックなのである。

「毒の効果が出るまでの時間は変わっていなかった、という説ね」

「どういうことであるか？」

「簡単なことで、バルドー氏が亡くなる一時間前に毒が胃の中にあった、というか、できたのね」

「意味不明なのである」

　胃の中で、いきなりどうやって毒が発生するのである？

「簡単に説明すると、バルドー氏を死に追いやった毒って、自然界にはよくある毒なの。複数の植物や、昆虫、魚、虫などから取れる。それらの生物が、天敵から自分を守るために自分で作り出すのよ」

　キャンディー殿は、まるで学者のようである。

「それら生物から抽出される他に、稀まれに二つの植物に含まれる成分同士が結合してその毒になるケースもあるのよ」

　つまり、二種類の植物を同時に食べると、胃の中で特定の成分が結合して毒になるというわけであるか？

「あら、さすがね、ロンちゃんは。いざという時には頭が回るわ」

　このくらいなら某でも、である。

「二つということは、リーラさんが毎日バルドー氏に飲ませていたハーブティーと、その一時間前の昼食に入っていた植物……この場合、ナマサの香草焼きで使われた香草ですか？」

「ブルーノちゃん、鋭いわね」

　某よりも、ブルーノの方が頭も回るので仕方がないのである。

「となると、やはり犯人はフリックさんでは？」

「僕は知りませんよ！　昼食の材料はどこにでもある素材ばかりですから！」

　フリックは、大声で自分は無罪だと主張を続けた。

「ハーブティーは、リーラさんがバルドー氏に二年ほど毎日飲ませていました。バルドー氏本人も気に入っていたので愛飲していた。そこに不自然な点はない。逆にフリックさんは、バルドー氏が毎日飲んでいたハーブティーの成分を知っていた。薬草の仕入れをしているのだから当然です。ハーブティーの成分と結合すると毒になる成分を含む香草。これを用意できるはず」

　初老の警備隊員は、フリックに狙いを絞ったようである。

「そうですね。ハーブティーは二年も前から取り寄せていたもの。フリックさんがバルドー氏にどのような昼食を出したか、彼らと一緒にいないリーラさんが知るはずもないのですから」

　ブルーノの言うとおり、その時間、リーラさんは宿の客たちに出す昼食の準備で忙しかった。

　家に戻る時間の余裕はなく、昼食をとった宿の客も彼女がずっと一階の食堂で仕事をしていたという証言を、警備隊の捜査員が確認しているのである。

　やはり、リーラさんは無罪なのである。

「胃の内容物を調べたら、出てきたのよ。ちょっと特別な香草がね。この近辺でも少ししか採れないらしくて、主要な生息地はフリックさんがよく薬草を仕入れている村ね。売るほど量も採れないらしくて、村の人たちが魚を焼く時に臭み取りで使うくらいなんだって。村によく出入りしているフリックさんは知っているはずだけど」

「僕は知りません！　あの村には何種類もそういう珍しい香草やハーブがありますけど、そのどれがハーブティーの成分と結合して毒になるかだなんて、そんな話は初めて聞きました！」

「でもね、リーラさんはもっと知らないはずよ」

　宿の女将であるから、研究者ではないのである。

「ハーブティーはどうです？　あれは、西部の特産品ですよ！」

「ここでは珍しいけど、手に入らないわけじゃないしね。実際、町に売っているお店もあるから。あと、バルドー氏の胃の内容物にあった、私たちもよくわからない香草が一部未消化で残っていたけど、成分を抽出してハーブティーと混ぜてみたら毒に変化したわ。こんな現象、素人にはわからないわよ」

　そういう専門知識があるのは、薬草の仕入れをしているフリックしかいないのである。

「台所に残っている食材を調べたら、ナマサの香草焼きに使われた、数種類の香草を混ぜたものの残りが見つかり、その中に例の香草も入っていました。この香草を用意したのは、昼食であるナマサの香草焼きの材料を用意したフリックさんしか考えられませんね」

　初老の警備隊員も、フリックが犯人だとほぼ確信したようである。

「リーラさんが犯人として捕まれば、フリックはバルドー氏の遺産をすべて継げるのである！」

「そうですね。動機は十分にあります」

「これで決まりですな」

　初老の警備隊員が合図をすると、若い警備隊員たちがフリックとワルムを同時に取り押さえた。

「僕は知りません！」

「息子も私も無罪だ！」

「お話は、詰所の方で聞きましょう。連れていけ」

「僕は無罪です！」

「その毒婦が犯人に決まっているのだぁ───！」

　拘束され、詰所に連行される親子を見ながら、某はリーラさんが無罪だと証明されたことを心から喜んだのであった。

「ブルーノ、お主もか」

「クリムト、君もか」

　ただ、リーラさんを巡る二人の争いはまだ終わっていないのであるが。




　フリックと、その共犯者であると目されるワルムの拘束により、ようやく事件は収束に向かい始めたのである。

　現在、宿の客は某たちだけであり、一階の食堂で夕食をとっていると、そこに申し訳なさそうな表情を浮かべながら、リーラさんが挨拶に来たのである。

「大変ご迷惑をおかけしました」

「あなたが気にすることじゃないわよ」

「そうである！　リーラさんはなにも悪くないのである！」

「人に罪をなすりつけようだなんて、あのフリックという男は卑劣ですよ！」

　彼女は全然悪くないというのに、なんと謙虚な女性なのであろうか。

　某は何年経っても、きっと彼女を幸せにするのである。

　ブルーノには負けないのである！

「バルドー氏の葬儀はまだだから、これから大変よね」

「はい。私が喪主を務めることになりそうなのです」

　被害者の息子と孫が殺人の罪で捕まった以上、妻であるリーラさんがバルドー氏の喪主を務めて当然というわけである。

「大丈夫なの？」

「マクセルたちが手伝ってくれますので」

　リーラさんは、宿の従業員たちが葬儀を手伝ってくれることになったと、キャンディー殿に説明したのである。

　彼らはリーラさんの味方のようなので、某も安心なのである。

「親族の方は、あの有あり様さまだものね」

「ええ……」

　ワルム、フリック親子が警備隊によって拘束された直後、リーラさんがバルドー氏の遺産をすべて継ぐことになりそうだと彼らの親戚たちに嗅ぎつけられ、彼女は心ない中傷を受けてしまったのである。

　どうせあの親子が犯人でなくても遺産を継ぐ権利などないのに、碌ろくでもない連中である。

　やはり、リーラさんを守る逞たくましき男が必要である！

「それにしても、マクセルちゃんかぁ……」

　キャンディー殿は、今は食堂で仕事をしている受付の若い男性従業員に再び熱き視線を送ったのである。

　彼の方は、相変わらずキャンディー殿に狙われて大変そうであるな。

「マクセルちゃんって、頼りになりそうだものね」

「他の従業員たちを束ねている立場なので」

　実質、ナンバー２というわけであるか。

「そうなんだ。この宿で働く前も、どこかのお宿で？」

「いえ、その前は町や村を行商で回っていました」

「お知り合いなの？」

「同じ村の出身なので。村にいた頃は、それほど接点があったわけでもないのですけど。雇い入れる時に、そういう情報がわかると親しみを感じてしまいますよね」

「そういうのって、冒険者でもあるわ」

　話をしていて出身地が同じだったり近かったりすると、それだけで話が盛り上がって仲良くなれるというやつであろう。

　残念ながら、某には経験がないのであるが。

「葬儀って、いつに決まったのかしら？」

　キャンディー殿が、リーラさんに尋ねたのである。

「三日後です。やはり準備が多いので。幸い、遺体の方は教会が預かってくれていますので」

　色々とあったので、葬儀が遅れても仕方がないのである。

「三日後なら、私たちも参列させていただくわね。これもなにかの御縁でしょうから」

「ありがとうございます。あの世の旦那様も喜ぶと思います」

　リーラさんは、某たちに頭を下げた。

　相変わらずよくできた女性である。

「みんなもいいわね？」

「勿論である」

「僕も出席させていただきます」

「いいぜ」

「……（コクン）」

　暁の夕暮れのメンバー全員が葬儀への出席に賛同し、三日後も某たちはお休みということになったのである。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「じゃあ、教会まで行きましょうか」

「それはいいけど、キャンディー。お前はこの二日間、なにをやってたんだよ？」

「乙女の秘密よ」

「お前は、そればっかだな！」




　三日後の葬儀当日、某たちは宿を出てバルドー氏の葬儀が行われる教会へと向かったのである。

　その途中、ボルトル殿はこの二日間、仕事を休んだキャンディー殿にその理由を問い質していた。

　もっとも本人は、いつものように〝乙女の秘密〟で誤魔化していたのであるが。

「まあまあ、ボルトルさん。キャンディーさんは、僕たちも少しは戦力になると思ってくれたのですよ。きっと」

「ブルーノちゃんはここに入ってきた時から戦力にはなっていたけど、冒険者としては慣れていなかった。今は大丈夫だから、私もちょっと〝乙女の秘密〟で休んだの。ロンちゃんも同じ」

「新入り二人の腕試しだったのかよ」

「ほら、この世の中って、明日がどうなるかもわからないじゃない。思わぬアクシデントで一人くらいいなくなっても、ちゃんと対応できるか訓練でね。合格よ」

「それならそうと、俺に言えよ」

「言ってしまうと、ボルトルも意識してしまうじゃない」

　そんな話をしながら教会に到着すると、葬儀開始時刻までまだ時間があるからか、会場にはあまり人がいなかったのである。

「本日は、ありがとうございました」

　リーラさんは、某たちに気がつくと挨拶をしてくれたのである。

「（喪服姿のリーラさんも綺麗だなぁ）」

　某も同意見であるが、ブルーノは鼻の下を伸ばしすぎである。

「（ロンちゃん、鼻の下を伸ばしすぎよ）」

　某、他人から注意されるほど鼻の下を伸ばしているのであるか？

　そんなことを考えていると、教会内に意外な人物が入ってきたのである。

　殺人事件を捜査していた、初老の警備隊員であった。

　彼は、拘束したワルムとフリックの取り調べで忙しいはずである。

　それなのに、どうしてここに？

　もしかして、あの親子が犯行を自供したのであるか？

「お忙しいところ、ありがとうございます」

　リーラさんも、ちょっと意外だなという感じで挨拶をしたのである。

「本日はご愁傷様でした。ちょっとばかり日数が経っていますけど」

　初老の警備隊員は、前方に置かれたバルドー氏の棺を見ながらリーラさんに挨拶をしたのである。

「大変だったでしょう？　急に喪主に指名されてしまって」

「ええ、従業員たちの手伝いがあってようやくです」

「なるほど。あなたが一番信頼しているマクセルさんもですか」

「はい……」

　リーラさんは、どうして殊更マクセル殿の名を出すのか、訝いぶかしげな表情を浮かべたのである。

　職業病とはいえ、もしかすると彼女とマクセル殿の仲を疑っているのであるか？

　だとしたら下品である！

　リーラさんは、マクセル殿とそこまでは親しくなかったと言っていたのであるから。

「そうでしょうとも。キャンディー殿には、同じ村の出身とはいえそこまで親しくなかったと言っていたそうですが、実は二人は結婚を約束していた仲であった。バルドー氏に囲われなければ、二人は普通に結婚できたのにと。どうです？　嘘うそだと私を怒りますか？」

「……」

　初老の警備隊員の問いに、リーラさんは沈黙してしまったのである。

　まさか、リーラさんとマクセル殿がそういう関係だったとは……。

「キャンディー殿から、二人の関係に怪しい点がある。自分は嘘をつかれたようだと聞いたので、実際にその村まで調べに行ったんですよ。すると、二人をよく知る村人が教えてくれましたよ。リーラさんとマクセル殿は将来を誓い合った仲であった。ところが、リーラさんの実家は商売で莫ばく大だいな借金を抱え、あなたは債権者であるバルドー氏に囲われることとなった」

「……」

「マクセル殿、あなたの本名はイツルクですよね？　将来を誓い合った恋人を奪われたあなたは、金を稼ごうと故郷を出て行商を始めた。だが、一人でやる行商の稼ぎくらいでは、リーラさんの借金を肩代わりすることなどできなかった。リーラさんを諦めきれないあなたは、名前を偽ってバルドー氏のところで働くようになった。違いますか？」

「……」

　初老の警備隊員の問いに、マクセル殿も黙ったままであった。

「お互いを諦めきれない二人がなにを企たくらんだのか？　わざわざ説明するまでもない。二人の故郷の村ですが、この村もフリックさんが薬草を仕入れに行く村ほどではないにしろ、薬草、香草の類たぐいは自生しています。マクセルさん、いやイツルクさん。バルドー氏が亡くなった一週間前、あなたは休暇を貰い、故郷の村付近の山あいで、まるで隠れるように野草を採取していましたね？　村人に目撃者がいましてね。その地点をキャンディー殿に探ってもらったら、例の香草の残りと同じものがありましたよ。この事実についてどう思われますか？」

「……」

　マクセル殿もといイツルクは黙ったままであった。

　それにしてもキャンディー殿、お休みの間にそんなことをしていたとは……なのである。

「なるほど、リーラさんのアリバイは完璧だ。昼時はずっと宿で働いていた。その代わりに、イツルクさんが、村で採取し乾燥させた香草をこっそり、バルドー氏の家の台所に持っていったのですから。あなたは信用されている従業員で、時おり所用やリーラさんを呼びに行くため家に出入りしていたので、メイドさんもあなたが家の中にいても疑いを持たないそうで。実際に、当日もメイドさんが家の中であなたを目撃している。あなたは、『宿で使う調味料が急きゅう遽きょ足りなくなったので、リーラさんに言われて取りに来た』と言いましたね？　フリックさんは、独自に乾燥させた香草や薬草をブレンドしたものを台所に置いており、普段から料理に使っていた。これに、イツルクさんが瞬時に例の香草を混ぜた。これがナマサの香草焼きに使われた。単独ではただの香草ですが、ここにリーラさんが用意したハーブティーの成分が混ざれば毒となる。そういえば、イツルクさんがバルドー氏に雇われたのも二年前、彼が体調を崩してからだと聞きました。例のハーブティーですが、あなたも行商で取り扱っていたそうで。もう一つ、バルドー氏が亡くなり大騒ぎとなった時、宿でナンバー２として働くあなたがワルムさんの自宅に知らせに行ったとか？　リーラさんとワルムさんの仲の悪さを考えると不思議ではないのですが、その時に庭先に埋められていたあのスープ皿を持参していたのでは？　大騒ぎに乗じて台所から皿を失敬するなど簡単なことでしょう？　さあ、反論はありますか？」

　つまり、バルドー氏を毒殺したのはリーラさんとイツルクだと言うのであるか？

　リーラさんがバルドー氏から自由になり、将来を約束していたイツルクと一緒になるためだと。

　しかも、二年も前から犯行を準備していたとは……。

「しかしながら、今の証言と証拠だけだと、それはイツルクによる単独暴走の結果という可能性もかなり高いですよ」

「そうです！　私はなにも知らないんです！　確かにイツルクとは、過去にそういう仲だったことは認めます。ですが、それは過去の話。イツルクの名前を偽らせて雇ったのは、彼の行商がまったく上う手まくいっておらず困窮していたからです。過去のことを旦那様に言うぞと脅されてしまい……」

「酷い男だな！　君は！」

　ブルーノ、さすがはよく頭が回るのである。

　リーラさんが過去のことでイツルクに脅され、仕方なしに彼を偽名で雇い入れたら、彼が暴走してバルドー氏を毒殺してしまった、その事実に気がつくなど。

「薬草については、行商をしていたイツルクには当然知識がありますからね。一方、リーラさんにはない。二年前、彼女にハーブティーを勧めたのだってイツルクでしょう。単独なら西部でよく飲まれているハーブティーでしかないのだから、リーラさんも疑いようがない」

　確かに、組み合わせると危険な香草は、自生地が少ない。

　イツルクは自分の村の近くに生えているので知っており、フリックさんは普段薬草を仕入れに行っている村に自生している香草なので疑われた……そういう風に仕向けたのであるか。

「バルドー氏の遺産の半分を継ぐフリック殿に罪をなすりつければ、リーラさんが遺産をすべて継ぐ。落ち着いてからヨリを戻そうと考えた。お主、酷い男である！」

「男の風上にも置けないな！」

　某とブルーノは、イツルクの悪行を責め立てたのである。

　もう関係が終わっているリーラさんを脅かして職を世話してもらい、彼女に全額遺産がいくように殺人を犯し、ヨリを戻そうなどと。

「私は、リーラの指示で！」

「私、知りません」

　ほら見ろなのである。

　リーラさんを泣かせるなど。

　女性の涙は綺麗であるが、できるなら流させてはいけないのである。

「往生際が悪いのである！」

「罪を認めるんだね。魔法使いの僕がいて逃げられると思わない方がいい」

　ブルーノ！

　またもリーラさんの前で格好つけて！　なのである。

「はい、はぁ───い。ロンちゃんとブルーノちゃんは静かに。まだ若いから、好きになった綺麗なお姉さんを信じたいのね。でもぉ、私も乙女だからわかるけど、女の涙は怖いわよぉ」

「左様ですな。私は今日、リーラさんとイツルクさんの二人を拘束しに来たのですから」

「私は！」

「まだシラを切りますか？　いいでしょう。もう一人、ちょっとお話しいただきましょうか。フリックさん」

　初老の警備隊員が声をかけると、葬儀会場の中に拘束されたはずのフリックとワルムが入ってきたのである。

「リーラ！　それはないよ！　僕はマクセルとの関係なんて聞いてないよ！　君は状況が落ち着いたら、僕と一緒に暮らそうって！」

「「「「「「「「「「はい？」」」」」」」」」」

　ここで登場したフリックの発言で、全員の目が丸くなってしまったのである。

　リーラさんとフリックが、将来を誓い合った仲？

「このバカ息子が！　この毒婦に誑たぶらかされおって！」

　なぜかフリックと一緒にいたワルムが、彼を怒鳴りつけていたのである。

「だってぇ、フリックさんくらいの若い男性が、そんな頻繁にお祖父さんのお見舞いに来るものかしら？　って思ったけど、それを口実にリーラさんと密会できるとなれば嬉しくて頻繁に来ちゃうかもってね」

「リーラ！　私は聞いていないぞ！　私にすべての罪をなすりつけ、ジジイの孫と全財産を独り占めするつもりだったのか？　私にだけ汚れ役をさせて！」

「リーラ、君は僕だけを愛しているんじゃないのか？」

「リーラ！　お前も共犯だろうが！　二年前、どうにかしてジジイを殺したい。ジジイが死ねば、私たちは夫婦になれると！」

「……」

　イツルクとフリック、この二人に詰め寄られ、リーラさんは黙ったままであった。

　男性二人に詰め寄られ、さぞ怖いのであろう。

「あのね、ロンちゃん。女性の見た目や表面上の言動だけで騙されちゃ駄目よ。ブルーノちゃんもね」

「はい……」

「はいなのである……」

　人に罪をなすりつけて自分は逃げるのかと、リーラさんに詰め寄るイツルク。

　実はリーラさんとそういう関係にあったばかりに、拘束された時に上手く弁明できなかったフリック殿。

　事件は定番どおり、老資産家の若い妻が元恋人を抱き込み、二年前から念入りに計画していた犯行であった。

　葬儀が始まる前に、リーラさんとイツルクは警備隊によって拘束され、某とブルーノの恋は非常に残念な結末を迎えたのである。




　バルドー氏の葬儀の翌日、某たちは宿の一階にある食堂で黄昏たそがれていた。

「……世の中、空むなしいのである」

「女性、怖い……」

「今日も休みにしてよかったな。二人とも、使い物にならねえ」

「しょうがないわよ、二人とも若いから。そうだ。私が特別な方法で慰めればいいのよ」

「それだけはやめとけ。なあ？　ダールトン」

「……（コクン）」

　リーラさんとイツルクは、警備隊によって厳しい尋問を受けているそうである。

　バルドー氏の殺害は二人の共犯という結論でほぼ解決し、ワルムとフリックは解放された。

　結局バルドー氏の遺産は、孫であるフリックがすべて相続し、この宿もこれから彼が経営すると決まったのである。

　彼は宿屋を経営した経験がないそうであるが、残っている巡業員たちと力を合わせて頑張ってみるそうである。

　可愛がってくれた祖父に隠れて密かに義祖母と関係を持ち、もし祖父が死んだら一緒になろうと約束までしていた。

　隠し事の内容が内容なので、フリックは碌に弁明できず、そのせいで最初捕まってしまったのであるから、穴があったら入りたい気持ちなのであろう。

　彼女の無実を確信してバタバタし、フリックを追及した某たちも相当滑稽で、葬儀後に謝ったのであるが、彼は笑って許してくれた。

　某もブルーノも、彼と同じくリーラさんの色気に負けた同胞だからであろう。

「なにもしたくないね」

「女性とは、怖いのである！」

　半分ほど飲んだジュースのコップを眺めながら、某とブルーノは心の傷を癒いやしていたのである。

「リズもあんな風になるのかな？」

「リズ嬢は、そんなことはないと思うのである」

　ブルーノの妹リズ嬢は、とてもいい子なのである。

　時おり、某たちの家で掃除、洗濯、食事などの面倒を甲か斐い甲が斐いしく見てくれているのであるから。

「二人とも、そのうちいい女が見つかるからよ。俺みたいに」

　そういえば、ボルトル殿は既婚者であった。

　どんな奥さんなのであろうか？

「ボルトルの言うとおりよ。なんなら、私が特別に慰めてあげようかしら？」

「それはやめとけ」

　某も、きっとブルーノも、それは遠慮したいのである。

　そう思いながら、某はジュースを飲み干した。

「お客様、ジュースのおかわりはいかがですか？」

「おおっ！　いるのである！」

「畏かしこまりました」

　初めて見るウェイトレスである！

　なんと愛らしい人なのである！

「僕もおかわりを。新しい方ですか？」

「はい」

「お名前は？」

「サンディーと申します。お客様方は暫くご滞在だそうで、よろしくお願いします」

「よろしく。僕の名前はブルーノと言います。暁の夕暮れの魔法使いです」

「魔法使いなのですか。凄いんですね」

「それほどでも」

　ブルーノ！　お主はもう立ち直って、某がいいなと思った女子に対し抜け駆けするのであるか？

「同じく、暁の夕暮れの魔法使いクリムトである」

「魔法使いの方が二名ですか。凄いんですね」

「それほどでもないのである」

　ブルーノ！　その子は、某がおつき合いをするのである！

「本当にすぐに元気になったな」

「でしょう？　若いのよ」

　結局、それから一ヵ月ほどこの地に滞在したのであるが、サンディー嬢には婚約者がおり、またも某とブルーノはフラれてしまったのである。





第九話　謎の巨大生物探索







「おはようなのである！」

「おはよう、ロンちゃん。昨日の武芸大会ではご活躍だったじゃないの」

「四回戦までしか行けなくて、であるか？」

「そこまで行けたら上等じゃないの。私も十年前に出たけど三回戦負けよ」

「キャンディー殿がであるか？」

「十年前だから、そんなに強くなかったしね」




　昨日は実家の都合というか、義務である武芸大会に出場したのである。

　某それがしは貴族、それも軍務系貴族の重鎮アームストロング伯爵家の次男であるため参加しないわけにはいかず、昨日はお休みを貰もらって参加したのである。

　貴族および貴族の子弟は剣の部門に出場しなければならないため、某も慣れぬ剣での参加となり、なんとか四回戦まで進めたという感じであった。

「見たわよ。弱冠十二歳で剣の部門で優勝してしまったワーレン君。可愛かわいくて強くていいわぁ」

「はあ……である」

　今回の注目選手は、初出場で並み居る強豪の大人たちをすべて倒して優勝した、ワーレン少年であろう。

　彼は貴族の子供なので、王太子殿下あたりがスカウトするものと思われるのである。

　某も彼の試合を見たのであるが、あそこまで天才だと、悔しいとかそういう気持ちすらわかないのである。

「ロンちゃん、今度紹介して」

「某、彼とは全然面識がないのである」

　貴族も数が多いので、誰でもかれでも知り合いというわけではないのである。

「残念だわ。じゃあ、今日のお仕事の話に入りましょう」

　いつも集まる『夜の宿り木亭』に向かうと、すでに某とキャンディー殿以外の全員が揃そろっていたのである。

「クリムト、昨日は武芸大会に出ていたね」

「ブルーノも見ていたのであるか。貴族の義務なのである」

　でなければ、絶対に出ないのである。

　そして、もう二度と出ないのである。

「じゃあ、今回の仕事なんだけどね。『パッシー』を捕まえるってお仕事よ」

「パッシーであるか？」

　初めて聞く魔物の名前である。

「ブルーノは知っているのであるか？」

「僕も初めて聞くなぁ……」

　残念ながら、ブルーノもパッシーなる生き物を知らなかったのである。

「王都からちょっと南に行った『パスツール湖』にいるからパッシーよ。現時点で動物か魔物かも不明。結構大きくて、定期的に目撃されているみたい」

　パスツール湖にいるからパッシーとは、なんの捻ひねりもないネーミングである。

「その不明生物を捕まえるのですか？　討伐じゃなくて？」

　ブルーノが、そんな巨大な生物を捕らえるのは難しいのではないかと、キャンディー殿に意見したのである。

「できたら生け捕りらしいけど、最悪、死体が残っていれば的な？　現地では、もう三十年以上も出ている依頼なのよ。今回も達成は難しいんじゃないのかしら？」

「死体を確保なのであるか？」

「パスツール湖って、全然有名じゃないけど一応観光地なのよ。死体なら剥はく製せいにして見世物にしたいんだって」

　そんなもの、剥製にして観光客が来るのであろうか？

「クリムト、その湖って知ってた？」

「いいや、なのである」

　貴族や金持ちが避暑に行く有名な河川や湖はいくつかあるのであるが、某もパスツール湖の名は初めて聞いたのである。

　きっとマイナーな避暑地なのであろう。

「そんな依頼、引き受けるなよ。なあ？　ダールトン」

「……（コクン）」

　どう考えても達成できそうにない依頼を引き受けてきたキャンディー殿に、ボルトル殿が文句を言ったのである。

　ダールトン殿も同じ意見のようで、首を縦に振ったのである。

「しょうがないじゃない。冒険者ギルドに貸しを作る目的もあるのよ。近くに魔物の領域があるから、そこでの狩りが主目的ね」

「貸しであるか？」

「三十年以上も誰も達成できない依頼でしょう？　依頼者が冒険者ギルドを毎年急せかすらしいのよ。パスツール湖はとある子爵様の領地で、相手が貴族だからあまり無下にもできないってわけ。定期的に依頼を受けて、努力はしているのですよってアピールするのが目的」

「身も蓋ふたもねえ話だな」

「あと、その依頼を受けると、近くの魔物の領域で得た成果に税金を支払わなくていいのよ。冒険者ギルドへの上納だけ。お得じゃない」

「そういう利点があるのならいいけどよ。なあ？　ダールトン」

「……（コクン）」

　なるほど、パッシー探索の依頼を受けてこその、その子爵家へ収める税がゼロになるというカラクリであったか。

　キャンディー殿は抜け目がないのである。

「まあ、そのくらいの条件がなければ、こんな仕事引き受けないんだけどね。あっそうだ。どうせパスツール湖での仕事なんて遊びみたいなものだから、ブルーノちゃんは、妹ちゃんでも誘ったら？　普段、お世話になっているんでしょう？」

「ええ……」

「ロンちゃんもでしょう？　実家を出ているとはいえ、たまには会ってあげなさい」

　確かに、リズ嬢には定期的に料理を作ってもらったり、家を掃除してもらったり、洗濯をしてもらったりと、色々とお世話になっているのである。

　そのお礼を兼ねて、パスツール湖への避暑に招待するのは悪くないのである。

　ニーナとも一年以上会っておらず、寂しい思いをさせているのも事実であった。

「キャンディーさん、大丈夫ですか？」

「つまりよ。妹ちゃんを誘っても大丈夫なくらいの、顔を出しとけばいいお仕事ってことよ」

「納得しました」

　確かに、魔物の領域でもない湖に、巨大生物が出るというのもおかしいし、三十年以上何度も探索して見つからないというのも変である。

　巨大な流木でも見間違えたのであろう。

「ブルーノちゃんもロンちゃんも、他にガールフレンドとか誘ってもいいのよ。知り合いの子でもいいし」

「考えておきます」

「考えておくのである」

　某に、知り合いの女子など……ニーナとリズ嬢しかいないのであるが……。

　そんなわけで某たちは、仕事と避暑を兼ねてパスツール湖へと出かけたのである。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「お館やかた様、上う手まくいきましたな」

「そうだな、ゲットーよ。遂ついにあの有名な冒険者パーティ、『暁の夕暮れ』をパスツール湖に呼び寄せることに成功した。あそこには、アームストロング伯爵家の息子もいる。今度こそ上手くいくはずだ」

「はい、今回こそは。すでに準備は整っております」

「そうか。必ず成功させるのだ。我がバート子爵家二代にわたる野望を成就させるために」

「そうですな。亡くなられた先代も、今際いまわの際きわまで気になされておりましたので」

「今度こそ成功させるのだ！」

「はい！」

　暁の夕暮れが来るまでに、すべての準備を終わらせておかなければな。

　そして必ずや我がバート子爵家はその野望を成就させるのだ！





　　　　＊　　　＊　　　＊






「いつもお兄さんがお世話になっております。リズリットと申します」

「本日はご招待いただき、誠にありがとうございます。クリムトお兄様は……どうなのでしょうか？」

「基本的に優秀な冒険者だから大丈夫よ。女の子が三人交ざると、華やかになっていいわね」

「三人だぁ？」

「リズちゃん、ニーナちゃん、私で三人よ。ボルトル、目が悪くなったの？」

「生あい憎にくと、俺は目がいいのだけが取り柄えなんだよ。弓を使うからな」




　パスツール湖と同じくバート子爵領内にある魔物の領域での仕事を終えた某たちは、仕事という名の遊びに興じるため、パスツール湖に移動しようとしていたのである。

　キャンディー殿の勧めもあり、ブルーノは妹であるリズ嬢を。某は、他に誘う女子もいなかったので、やはり妹であるニーナを誘ったのである。

　ニーナに関しては正直、駄目元だと思ったのであるが、意外にも彼女はすんなりと受け入れ、某たちと合流するためパスツール湖近くの宿に姿を見せた。

　ニーナは貴族の令嬢なので護衛の問題もあったのであるが、彼女の後ろには三十前後に見える、いかにもできる執事といった格好の男が立っていたのである。

「クリムト、あのいかにも執事って感じの人は、アームストロング伯爵家の家臣なの？」

「いや、見たことがないのである」

「紹介が遅れました。私、ホーエンハイム子爵家の執事でセバスチャンと申します。ニーナ様がクリムト様と避暑に出かけられると聞き、急きゅう遽きょお手伝いさせていただくことになりました。よろしくお願いします」

「あなた、ホーエンハイム子爵家の方なの？」

「はい。ニーナ様は将来ホーエンハイム子爵家に嫁ぐお方。そこで私に白羽の矢が立ちまして」

　ニーナの世話役兼監視という役割で来たのであろう。

　貴族の未婚の娘が避暑に出かけるのであるから、悪い虫がつかないように見張るというわけである。

「同年代の方がいらしてよろしゅうございました」

　セバスチャンと名乗った執事は、リズ嬢を見て安心したようである。

　ブルーノの実家は、規模の大きな商家である。

　あきらかに身分の低い家の娘なら、その交流を阻止するのも役目……こういう部分が、貴族の嫌な部分であり、某が外に出たくなった理由の一つでもあった。

「リズリットさんはおいくつなのですか？」

「十三です」

「私も同じ年なので仲良くしましょう」

「はい、ニーナさん。私のことはリズと呼んでください」

「はい、リズさん」

　そんな執事やその背後にいるホーエンハイム子爵家の思惑とは関係なく、ニーナとリズ嬢はすぐに仲良くなったようである。

「さあてと、それじゃあパスツール湖に向かいましょうか」

　総勢八名となった某たち一行は、合流した湖近くの宿から本命のパスツール湖へと向かったのである。




　到着したパスツール湖は、小高い山の火口部分にある非常に透明度の高い湖であった。

　火山は、噴火しなくなってから長い年月が経たっているのであろう。

　湖の周りの火口部分には草木が生い茂っていたのである。

「綺き麗れいな湖ですね、クリムトお兄様」

「透明度が高いのである」

「でも、あまり人はいないね、お兄さん」

「知名度が低いらしいからね」

「いい湖なのに、どうして客が来ないんだろうな？　パッシーのせいか？」

「まさか」

　ボルトル殿の説を、キャンディー殿が笑いながら否定したのである。

「だって、パスツール湖も、パッシーも、冒険者ギルドに言われるまで、私たちですら知らなかったじゃない。謎の巨大生物が怖いから避暑に来ないんじゃなくて、元から知名度がないから来ないのよ」

「お客さんが来ないから、周辺の道や宿泊施設の整備も進まず、宣伝もできず。パッシーですが、お話を聞く限り湖にしか出ないようですな。もし本当にそういう巨大な生き物がいるのであれば、珍しいものが好きな貴族様などがこぞって訪れそうなものです」

「セバスちゃんの言うとおりね。三十年以上も捕縛依頼が出ているから、いないとは断言できないけど、探しに来たパーティが一度も遭遇できず、なんてことが多かったのでしょう」

　これから某たちが探索を始めても見つからない確率が高く、ゆえにニーナとリズ嬢が同行しても問題なかったというわけであるか。

「見張っているフリくらいはするわよ」

「本当にお休みなんだな」

「いいじゃない。今回はかなり稼げたんだから」

　パスツール湖と同じくバート子爵領内にある魔物の領域は、実に獲物が濃くて多くの成果が出たのである。

　今回の依頼を受けたお礼に、狩猟・採集物にかかる税を納めずに済んだのもよかったのである。

「三日くらい見張って終わりよ。安いけど、これにもお金が出るのよ」

「あのう……キャンディーさん」

「なあに？　リズちゃん」

「お仕事なのに、私たち遊んでいていいんですか？」

「いいのよ。どうせ見張っているだけだから。その間に泳ごうと、休んでいようとね。本当にパッシーが出たら対応できるよう、みんな水着に着替えてね。私が用意したから」

　キャンディー殿にそう言われ、某たちは彼が用意した水着に着替えたのであった。




「うわぁ、綺麗な色の水着ですね」

「デザインは決まっているものだから、せめて色はね。ニーナちゃん、とてもよく似合っているわよ」

「いい水着ですね。どこで購入したんですか？」

「私が縫ったの。リズちゃんも可愛いわね」

「キャンディーさんって凄すごいですね。お店で買ったものみたいです」

　ニーナとリズ嬢は、キャンディー殿が用意していた水着に着替えたのである。

　水着などというものは、男が着ようと女が着ようと同じデザインで、色も模様も地味というのが定番であったが、二人が着ている水着は赤とオレンジ色で派手な色合いであった。

　どこかで購入してきたのかと思いきや、キャンディー殿の自作だというから、これまた凄いのである。

　彼は冒険者を辞めても、裁縫で食べていけそうである。

「セバスちゃんは水着に着替えないのかしら？」

「キャンディー殿のご配慮、とても嬉うれしく思います。ですが、私は仕事中の身なれば」

「残念」

　ニーナの世話役としてついてきたセバスチャン氏は、ただ一人、執事服姿のままであった。

　仕事に忠実なのであろう。

「暑くないのか？」

「いえ、ここは少し標高が高いですからね。涼しいですよ。それに私は執事ですので」

　執事になると、暑さに強くなるのであろうか？

　ボルトル殿の問いに対し、彼は汗一つかかず涼しげな表情のまま答えた。

「ならいいけどな。それにしても、完全に遊びだな」

　ニーナとリズ嬢は湖の浅瀬で足だけをつけて遊び、ブルーノとダールトン殿は二人につき合っていた。

　相変わらずダールトン殿は無口であるが、どういうわけか初対面の二人ともちゃんとコミュニケーションが取れているのが不思議である。

「ダールトンさんはご家族は？　奥さんはいらっしゃるのですか？」

「……（コクン）」

「お子さんは？　息子さん？」

「……（コクン）」

「お一人ですか？　お二人ですか？」

「……（コクン）」

「ええっ！　ダールトンさんって既婚者だったんですか？」

　ブルーノが驚くのも無理はないのである。

　今、某とブルーノはその事実を初めて知ったのだから。

　いったい彼は、どうやって奥さんやお子さんと接しているのであろうか？

「ボルトル様、水辺であり、お仕事という扱いだと聞いておりますので、冷たいマテ茶などを用意いたしましたが、いかがでしょうか？」

「すまねえな、セバスチャン殿」

「いえいえ、私は執事ですから」

　ボルトル殿は、椅子に座ってパスツール湖を監視していた。

　念のため、いつパッシーが出てもいいようにというわけである。

　そんなボルトル殿に、セバスチャン殿は用意していた冷たいマテ茶を給仕しているのである。

　いつ何なん時どきも、執事としての心を失わない。

　彼は執事の鑑かがみであるな。

「ロンちゃんは、水遊びをしないのかしら？」

　ニーナたちを眺める某の横に、キャンディー殿がやってきたのである。

「もうすぐ行くのである」

「そうなの。そんなに真面目に見張らなくてもいいわよ」

「そうなのであるか？」

　それでも、パッシーを探すフリくらいは必要な気がするのである。

「なんか変なのよねぇ……」

「変であるか？」

　キャンディー殿は、なにがおかしいと思ったのであろうか？

「ほら、依頼者であるバート子爵家だけど、家臣の人が最初に宿に来て一言『お願いします』で終わってしまったじゃない。サボらないように監視もしないし」

「三十年以上見つからないからであるか？」

　案外、バート子爵家の人たちも、パッシーの捕縛を諦めているのかもしれないのである。

「それなら、もう頼まないと思うわよ。冒険者に出すお金も無料じゃないもの」

「となると、なにか他の意図があるのであるか？」

「かもしれないけど……とりあえず今は」

「今はなんなのである？」

「今の季節ぅ、日に当たりすぎるとぉ、お肌が荒れちゃうから、この特性のクリームを塗ってちょうだい」

「某がであるか？」

　キャンディー殿、まさか真面目な話のみかと思ったら、自分の肌に日焼け止めのクリームを塗ってくれる人を見定めていたとは……。

　いくら腕と脚、顔しか出ていない水着姿でも、彼の肌にクリームを塗るのは嫌なのである。

「早くぅ」

　なんとか逃れられる方法は……そうである！

「ブルーノ！」

「どうかしたの？」

　某は、水際でニーナやリズ嬢と遊ぶブルーノを呼んだのである。

　なにも事情を知らぬ彼は、のん気にこちらにやってきたのである。

　可哀かわい想そうであるが、これも某の心の安寧のためである。

　そう決意すると、某は一枚のコインを魔法の袋から取り出したのである。

「ブルーノ、表か裏かなのである」

「急になに？　ゲームかなにかかな？」

「先に選ばせてやるのである」

「じゃあ、表」

「某は裏である！」

　どちらが表か裏かを決め、某はコインを宙に放り投げたのである。

　そして、落下してきたコインは某の手の甲へと戻ってきたのである。

　コインを押さえた手をどけると、コインは裏を示していたのである。

「某の勝ちである」

「残念。それで、この勝負はなに？」

「キャンディー殿の雑用である」

「雑用かぁ。負けちゃったから仕方ないね。キャンディーさん、なにをすればいいのですか？」

　ブルーノ、大変すまないのであるが、某にキャンディー殿の肌にクリームを塗ることなんてできないのである。

　それにこういう仕事は、ガサツで不器用な某よりも、繊細なブルーノの方が適性があるのである。

　では、某も水際で遊ぶとするのである。

「クリムトお兄様、ブルーノさんは？」

「大切な仕事なのである」

「キャンディーさんに呼ばれたんですね」

「そうである。代わりに某と遊ぶのである」

　結局その日は、パッシーの気配すら感じなかったので、某たちは夕方まで水遊びを楽しんだのである。




「気持ちいいわぁ。水着の中に手を入れてクリームを塗ってくれてもいいわよぉ───ん。いやだ、私ったら」

「それは遠慮させていただきます……（クリムト、覚えてなよ！）」

「どうかしたの？　ブルーノちゃん」

「いえ、なにも……」

　キャンディー殿の肌にクリームを塗る仕事を押しつけられたブルーノは、ブツブツ文句を言いながら作業をしていたと、あとでセバスチャン殿から聞いたのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「初日は様子見だ。準備はいいな？」

「はい。もう準備万端ですとも」

　暁の夕暮れの連中、これまでにパッシー捕縛の仕事を頼んだ他のパーティよりは真面目にやっているようだな。

　最低限、一人はちゃんと監視していたからだ。

　他のパーティなど、『どうせパッシーなんて見つからない』と遊んでばかりいたからな。

　というわけで、遂に新兵器の登場となるわけだ。

　これがあれば、暁の夕暮れの連中も慌てふためくはず。

「準備はいいのだな？」

「はい。今は対岸近くの茂みに隠してありますが、お館様の合図があれば『パッシー』は出撃できますよ」

「では、いよいよ明日だな」

　暁の夕暮れの諸君。明日、君たちは驚きすぎて顎あごが外れるかもしれないな。

　そして、その様を王都のみんなに伝えてくれ。

　それが、このパスツール湖の名を有名にして避暑に訪れる客を増やしてくれるのだから。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　翌日、この日も普通に水辺で遊んでいたのであるが、夕方になりそろそろ宿に戻ろうとした時、某たちがいる反対側の岸辺の方からこちらに向かってくる巨大な物体を確認したのである。

　水に浮く小山のような胴体、長い首と竜に似た頭。

　あれが噂うわさのパッシーであろう。

「ええっ！　いきなり出たの？」

　突然出現したパッシーに対し、ブルーノはとても驚いていた。

「クリムトお兄様、あれがパッシーですか」

「大きいですね」
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　一方、ニーナとリズ嬢は興味深そうにパッシーを見ているのである。

　こういう時は、女性の方が肝が据わっているのであろうか？

「段々と湖の中心部に向かっているのである」

　これでは、某たちも手が出せないのである。

　パスツール湖は観光地として碌ろくに整備されておらず、湖には据え置きのボート一隻すらなかったのであるから。

「自前なら、ボートはあるのである」

「そんな小さなボートじゃ駄目よ」

　魔法の袋に、小さな河川を渡るための小型ボートが入っているのであるが、キャンディー殿にその使用を禁じられてしまったのである。

「パッシーは泳げるし、水は得意なフィールドだと思われるわ。そんなところに一人、二人乗りのボートで接近しても駄目よ。一撃でひっくり返されてしまうもの」

「じゃあ、僕が『飛ひ翔しょう』で飛んで魔法を一撃とか？」

「一応、捕縛任務なのよねぇ……魔法の威力がありすぎると死んでしまうかもしれないし、逆だとパッシーを怒らせるだけで終わってしまうかも」

「怒らせることに意味がないわけでもないですよ」

「ブルーノちゃん、どういうことかしら？」

「パッシーを怒らせたら、こっちに来ませんかね？　水辺まで来てくれたら、僕たちも地に足をつけて戦えますから」

　ブルーノは、魔法でパッシーをここまで引き寄せてから戦うという策を提案したのである。

「それなら、ロンちゃんの魔法の方がよくないかしら？」

「某であるか？」

　某、いまだに放出魔法は使えないのであるが……。

「少しずつだけど魔力は伸びているし、要は、なにか魔法が飛べばいいのよ。下手に威力がない方がいいから」

　う───む。ただパッシーを挑発するためだけであるか。

　作戦は理解できるが、複雑な心境である。

「駄目元でやってみたら？」

「やってみるのである」

　できなければそれまで。

　試しに、某は自分なりに多くの魔力を練り、火の矢『フレイムアロー』を頭の中に描いたのである。

「う───む！」

「苦戦しているわね」

「もう少し魔力量が増えなきゃ駄目かな？」

　キャンディー殿とブルーノ。

　某の耳元でそういう話はやめてほしいのである。

　今度こそは……と思ったら、某の指先から、とても細くて小さな『フレイムアロー』がパッシーめがけて飛び出したのである。

「成功したのである！」

「このくらいなら、パッシーも傷つかないと思うわ」

「そうですね」

「某、傷ついていいであるか？」

　某だって、それなりの威力の放出魔法が使いたいのである。

「クリムトお兄様、火の矢が命中しそうですよ」

　『フレイムアロー』の行く末を見守っていたニーナが、無事パッシーに命中しそうだと教えてくれたのである。

　一般人であるニーナの動体視力で確認できるほどのスピードだと言われれば、それまでであるが……。

「さてどうなるかしら？」

　パッシーに『フレイムアロー』が命中するのをみんなで見守るのであるが、少し変である。

「避よけるって動作がないね」

「避ける必要もないと、パッシーは考えたのかしら？」

　キャンディー殿、それはないのである……と思っている間に、パッシーに『フレイムアロー』が命中。

　すると、突然パツシーが炎上を始めたのである。

　炎は瞬く間に燃え広がり、パッシーは一気に炎に包まれたのである。

「まさかなのである！」

　自分で言うのもなんであるが、某の『フレイムアロー』にそこまでの威力は……。

「パッシーは、燃えやすいとか？」

「リズ、相手は生き物だから、あんなすぐに大炎上はしないよ。つまりこれは……」

「これは？」

「まあ、作り物なんだろうな。小さな船に載せるために軽くしようとすれば、素材が燃えやすいというわけさ」

「安普請なんですね」

　リズ嬢の疑問にブルーノの代わりにボルトル殿が答え、その後、一気に燃え上がったパッシーは湖に沈んでいくのであった。

　パッシーの正体は、誰かが作った偽物であったのだ。




「すみません」

「これも、パスツール湖に観光客を増やすためなのです」




　結局、パッシーは船の上に被かぶせられた偽物であった。

　木と紙で作られていたため、某の『フレイムアロー』で簡単に炎上してしまったというのが真相であった。

　ブルーノが、燃え盛るハリボテを載せた船から湖に飛び込んだバート子爵家の家臣たちを救出し、彼らがどうしてそんなことをしたのか事情を語ったのである。

「以前は噂だけでやっていたのですが、それだとまったく効果がなくて」

「でしょうね」

　そんな噂だけで、わざわざこの穴場すぎるパスツール湖に避暑で来る人はいないというわけである。

「そこで今回は、実際にパッシーの姿を目撃させようと」

「幸い、アームストロング伯爵家の方がいますから」

　某が実家に対しパスツール湖には本当にパッシーがいたと報告すれば、貴族社会でも大いに噂となり、パスツール湖に観光客が増えるかもしれない。

　そのための今回の策だったと、家臣たちは某たちに説明したのである。

「某など、なんの役にも立たないのである！」

　最近実家には戻っておらぬし、ニーナとも一年以上も会っていなかったくらいなのであるから。

「あのぉ……湖に謎の巨大生物が出るって、避暑観光の売りになるんですか？」

「そうね。とんでもない化け物に襲われて食べられてしまうかもしれないんだから、物見遊山で来る金持ちは少ないと思うわよ」

　リズ嬢の疑問に対し、キャンディー殿も補足を加えつつ賛同したのである。

　貴族といえど、そうそう優秀な冒険者や魔法使いを連れて避暑などできぬのであるから。

「じゃあ、どうすればいいのですか？」

「わからないな。俺たちは商人じゃないんだから」

「……（コクン）」

　ボルトル殿の情け容赦ない返答に、ダールトン殿も同意見だと頷うなずいたのである。

　確かに、某たちには専門外の依頼であった。

「そっ！　そんなぁ！」

「冒険者の仕事じゃないしね」

　可哀想だとは思うが、某たちにパスツール湖に観光客を呼べるスキルなどないのである。

　キャンディー殿もそんなことはできないと、彼らを助けることはしなかったのであった。




　さらに翌日、契約ではもう一日監視の仕事があったので、今日も水着姿でパスツール湖の水辺にいた。

　パッシーはいなくても、契約どおりちゃんと三日間見張りをするのが冒険者として、いや常識ある大人としての行動というやつであろう。

「普通に遊ぶ分にはいいのよね」

「水は綺麗で、高地にあるので暑い時期も涼しく、穴場なので人はいないですからね」

　そして一緒に水に足をつけながら、キャンディー殿とニーナはこの湖のいいところを話していたのである。

「来るまでが大変だがな」

「宿も一軒だけですからね」

　ボルトル殿とブルーノも、二人に続く。

　このパスツール湖自体よりも、山道や宿泊施設の整備とか、もっと必要なことがあるというわけである。

「むむむ……」

「どうしたのである？　リズ嬢」

「一昨日から思っていたのですが……私とニーナさんが同じ年というのがおかしいと思うのです」

　と、突然言い出したリズ嬢の視線は、ニーナの胸に向かっていたのである。

　女性とは、とにかく胸の大きさを気にするものだと聞いたことがあるが、まだその年齢なら焦る必要はないと思うのである。

「そのうち、成長するのである」

「クリムトさん！　それはいつですか？　どのくらいですか？」

「成人するまでである……」

　迫ってくるリズ嬢の迫力に、某は珍しくタジタジになってしまったのである。

「リズは気にしすぎじゃないかな？」

「だってお兄さん、この格差はなに？　遺伝？　お母さんは全然胸ないから、私の方がマシだけど」

「リズ、それを家で言っては駄目だよ？」

　ブルーノとリズのお母さんは、胸がないのであるか。

　そういうことを表立って言うと怖いというのは、兄上に聞いたことがあるのである。

　義あ姉ね上もあまり胸がないので、その話題には触れてはならぬと。

「私、胸あるわよ」

「お前のは、胸板がぶ厚いって言うんだ！」

「や───ん！　ボルトルったら酷ひどい！」

「酷くない。正直なだけだ」

　キャンディー殿はよく鍛えられた肉体を保持しており、某ほどではないにしても胸板は張っているのである。

「完全にダレているのである」

「しょうがないよ。今日まではこのパスツール湖にいないと駄目で、でもパッシーはいないからねぇ……って!?」

　突然ブルーノが、大声をあげながら湖の方を指差したのである。

　何事かと確認したら、なんと昨日と同じく湖の真ん中に謎の巨大生物の姿が見えたのである。

「本当にいたであるか？」

「いや、またバート子爵家の仕業じゃないかな？」

　昨日の今日で、であるか？

　いくらなんでも……いや逆に、連日ハリボテのパッシーを出現させることにより、某たちにパッシーの存在を印象づけるためであるか？

「もうしょうがないなぁ」

「ブルーノちゃん、ちょっと脅かしてあげなさい」

　キャンディー殿は、ブルーノに軽く火魔法でハリボテを焼いてしまえと命令したのである。

　もう一度燃やしてしまえば、さすがのバート子爵家も、二度と冒険者を騙だましてパスツール湖の宣伝を目もく論ろまないであろうと。

「それじゃあいきます」

　昨日とは違って、今日はブルーノが小さな『ファイヤーボール』で遠方にいるパッシーの偽物を狙撃したのである。

「命中である」

「さすがはお兄さん」

「あれ？　でも、燃えませんね」

「燃えない素材に変更したのであろうか？」

　昨日はハリボテが簡単に燃えてしまったため、今日は燃えない素材で作ったハリボテを用いた？

　しかし、たった一日でそんな……などと思っていたら、『ファイヤーボール』を食らったパッシーがけたたましい鳴き声をあげながら、こちらに向かってきたのである。

「まるで怒っているようであるな」

「それにしても、随分と早く泳ぐじゃないか」

「ハリボテの下の船を漕こいでいる人たちが頑張っているのかしら？　大変ね」

　ボルトル殿もキャンディー殿も、バカな当主の命令でこんなくだらないことをやらされている家臣たちに同情していたのである。

　現状、家臣を辞めても次の仕官先が見つからずに苦労するだけであるから、よほど駄目な当主でもなければ辞められないのであろう。雇われ人の辛つらさというやつである。

「彼らも大変なのである」

「本当に、もう大変でして」

「魔物の領域はいいのですが、この火口のパスツール湖を湛たたえる山は開拓もできませんので。どうにか観光資源化したいのですよ」

　昨日パッシーのハリボテを動かしていたバート子爵家の家臣たちのことを噂していたら、なんとそこに彼らがやってきたのである。

　噂をすればなんとやらであるな。

「クリムトお兄様、ではあのパッシーのハリボテは誰が動かしているのですか？」

「別の家臣……」

「バート子爵家はそこまで裕福ではないので、ハリボテの予備なんてないですし、家臣も少ないので」

「では、あの怒りに満ちた鳴き声をあげながらこちらに向かってくるパッシーは、誰が動かしているのですか？」

　ニーナの疑問に、全員が静かになってしまったのである。

　あのパッシーの偽物は誰が動かして……ではなく、みんなの脳裏に、ある可能性が浮かんでいたのである。

「本物のパッシーってことですか？」

「「「「「「「「それだ！」」」」」」」」

　リズ嬢の指摘に、他の全員が一斉に賛同の声をあげたのである。

「どうしよう？　全然武器の用意とかしていない」

「そうね。今日はお遊びのつもりだったから」

　今日は全員が水着姿で、まさか武器や防具を使うとは思わず、宿に預けたままであった。

「ブルーノ、魔法で倒すのである！」

「それがいいわね」

　ブルーノが全力で魔法を使えば、パッシーなどというふざけた名の巨大生物如ごとき……なのである。

「え───っ！　生け捕りって話では」

「そうですよ。せっかくの観光資源ですから」

　ここで、バート子爵家の家臣たちがアホみたいなことを言い出したのである。

　この状況で生け捕りを要求とか、状況を理解しているのであろうか？

「できれば生け捕り。死んでも不可抗力。そういう契約よ」

「そこをなんとか」

「お館様に怒られてしまいます」

　変な貴族に仕えた不運であるか。

　そういえば、これまで一度もバート子爵の姿を見たことがないのである。

　この期に及んで、どうしようもないバカ貴族であるな。

　ならば……。

「某がやるのである！」

「本当ですか？」

「某の全力でパッシーとやらの頭を一撃すれば、気絶するのである」

「お願いします」

　そんな話をしている間に、ハリボテとは違って素早く泳ぐパッシーは至近距離にまで迫っていたのである。

　高さは某の倍、長さは十メートルくらいであろうか？

　ワイバーンよりも大きいが、飛竜よりも小さいという感じである。

「では！」

「クリムトさん大丈夫ですか？」

「クリムトお兄様、ご無事を」

「任せるのである！　ブルーノ！」

「了解！」

　バート子爵家の家臣たちとの約束どおり、パッシーにブルーノの魔法を直接ぶつけない約束は守るのである。

　ブルーノの『飛翔』を改良した魔法により一いっ旦たん空高く浮いた某は、そのまま自由落下でパッシーの脳天に落下し、強烈な膝蹴りを加えてやったのである。

　某の魔力分も攻撃力に加えたため、パッシーは一撃であの世へと旅立っていったのである。

　パッシーに強烈な魔力つき膝蹴りを食らわせた某は、パッシーが倒れる前に上手く湖へと飛び込み、あとは泳いで岸まで戻ったのである。

「ブルーノ、助かったのである」

「クリムトの魔力とパワーと体重も加わったから、パッシーもひとたまりもなかったか。でも、魔物じゃないよね」

「確かに、この大きさの魔物なら、某の一撃では死なないのである」

　当然竜ではないし、前に聞いた海に棲すむサーペントとも違う。

　パッシーとは、どんな生き物なのであろうか？

「あ───っ！　殺さないでって言ったのにぃ───！」

「お館様に怒られるぅ───！」

　バート子爵家の家臣たちが死んだパッシーの遺体を見て大騒ぎしているが、それなら自分たちで捕らえればいいのである。

「魔物だと思ったら、思った以上にモロかったのである」

「もし魔物だとしても、クリムトからのあの一撃で、相当なダメージを受けただろうけどね」

「剥製でも作ればいいじゃない。それで、このパスツール湖近くで公開すれば、観光客も来るかもしれないわよ」

　もうこれ以上はつき合いきれぬと、某たちは予定を切り上げて宿へと戻るのであった。




　後日、バート子爵はパッシーを剥製にして某たちが泊まった宿の一階に展示したと聞いたのであるが、それ目当てに観光客が来るということもなく、その後もパスツール湖は穴場の避暑地扱いのままであった。





第十話　ペット捜し







「お兄さん、その籠かごの中のウサギは？」

「ああ、今日は一人の仕事でね。これを飼い主に返せば終わり」

「それって、冒険者の仕事なの？」

「ちょっと微妙な線だけど、王都内で一人でできる仕事と考えれば効率がよかったから」




　今日は、暁の夕暮れの活動はお休みだった。

　急きゅう遽きょキャンディーさんが、故郷の村に戻っていたからだ。

　なんでも彼の祖父が亡くなったそうで、葬儀に出席するためにお休みとなったのだ。

　クリムトは、たまには実家に顔を出せと言われていて、今日はアームストロング伯爵邸に行っている。

　ボルトルさんとダールトンさんは、近場で狩りをすると言って王都近郊の狩猟場へと出かけた。

　僕は暇なので、一人で簡単に受けられ、魔法の修練にもなる依頼を受けたというわけだ。

「逃げたペット捜しが魔法の修練になるの？」

「なるよ」

　『探知』で特定の獲物を捜すのは、魔法のいい練習になる。

　人間や犬・猫など、他の動物の気配と、ウサギの気配を上う手まく見分けなければいけないからだ。

「王都には、人や犬・猫なども多いからね。その中から、ウサギだけを捜すのはいい練習になるのさ」

「そうなんだ」

「意外とお金にもなるからね」

「ペット捜しがお金になるの？」

「これ、貴族様のペットなんだよ」

　金持ちや貴族の中には、ペットを異常に可愛かわいがり、いくらお金を使っても構わないと考えている人が一定数いる。

　ペット捜しなんて冒険者の仕事じゃないけど、いなくなってしまった可愛いペットを一刻も早く捜してほしいと思う人の中には、あえて『探知』が使える魔法使いを指名して捜索を依頼するという人もいる。

　指名依頼なので報酬は嵩かさむけど、そのペットを可愛がっている金持ちは大金を出しても惜しくないというわけだ。

　僕にとって、いいお客さんでもある。

「このウサギを捜すのにねぇ……」

　まあ確かに、僕が日中苦労して捜したウサギだけど、そんなに可愛くないというか……真っ白とかなら綺き麗れいという要素もあるんだけど、このウサギは体中に茶色のブチがあって、リズも可愛くないと思っているようだ。

「よく食べられなかったね」

「これが運よくね。上級貴族街付近に留とどまっていたからだと思うよ」

「この辺も大丈夫そうだけど、貧民街にいたら、すぐ食べられちゃうと思う」

　このウサギは森で獲とってきたものだと思うけど、普通の人は食材だと思うわけで、ウサギをペットにしようだなんて考えるのは、生活の苦労がない貴族や金持ちくらいだろう。

「お兄さん、どうしてすぐ飼い主の元に行かないの？」

「もう夕方だからね」

　いくら魔法使いであっても、所しょ詮せんは平民出身の無名冒険者。この時刻に屋敷を訪ねてもいい顔をされないからね。

　目標のものは無事確保したのだし、明日の朝一番に届けた方がいいと思うんだ。

「お金持ちほど警戒するってわけさ」

　彼らからすれば、冒険者なんてやっぱり怪しい人間だというイメージがあるのだから。

　高く評価されている冒険者など、本当に一握り。

「というわけで、こいつは明日届けることにするよ。お腹減ったなぁ」

「お兄さん、夕食の買い物を手伝ってほしいんだけど」

「いいけど。そんなに買い物するの？」

「あのね、クリムトさんから聞いたんだけど、今日、ボルトルさんやダールトンさんと一緒に夕食をとる約束をしているんだって」

「あっ！　忘れてた！」

　そうだった。

　今日は、四人で一緒にこの家で夕食をとるんだった！

「クリムトさんは、申し訳ないって追加で食費とかを渡してくれたのに。お兄さんは、意外と駄目ね。女性への配慮は、クリムトさんの方が上」

「それは地味に堪こたえる……」

　まさか、僕がそういう要素で彼に負けるなんて。

「つき合うよ、買い物」

「精肉店に大量のお肉を頼んでいるの」

「それはいいね」

　みんな、よく食べるからなぁ……。

　特にクリムトが。

「お兄さんも、見かけよりも食べるものね」

「そこは、職業病みたいなものだから」

　魔法使いは、魔力量と魔力消費量が多い者ほどよく食べないとすぐに痩せ衰えてしまう。

　僕は魔法使いの中では全然食べない方だけど、それでも一般人には驚かれてしまう。

　女性からは『そんなに食べて全然太らないのは羨うらやましい』ってよく言われる。

「じゃあ、早めに肉を取りにお店に行こうか？」

「お兄さん、荷物運びお願いね」

「了解」

　そんなわけで、僕たちは精肉店に注文していた大量の肉を取りに二人で出かけるのであった。




　籠に入ったウサギを置いて。
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「クリムト、随分とでかい家に住んでいるんだな」

「ブルーノと二人住まいである」

「家賃高そうだな」

「そうでもないのである。元々瑕か疵し物件なのである」

「それは上手くやったな」




　今日は実家に戻って家族と昼食を共にしたのであるが、貴族の食事は美お味いしくはあるが堅苦しいのがよくないのである。

　夕食は、用事があると断ってしまったのである。

　ニーナが寂しそうであったが、某それがしはなるべく一人前になるまで家には戻らないようにしたいので、これは仕方がないというもの。

　それに、ボルトル殿やダールトン殿と約束をしていたのも事実。

　ブルーノも合わせて四人で、気き儘ままに酒と食事を楽しむ会を計画したというわけである。

「誰もいないな」

「……（コクン）」

「買い物にでも行っているのである。今日のことはリズ嬢に伝えてあるので、料理を沢山作ってくれるはずなのである」

「じゃあ、買い物だな、きっと」

「先にやっているのである」

　某も成人して酒が飲めるようになり、今日も三人で大量の酒を買い込んできた。

　いつも食事をとっている机の上に大量の酒瓶を置き、コップに注いで一杯やり始めたのである。

「ツマミとかねえかな？」

「あるにはあるのであるが……」

　リズ嬢が色々と作っている途中であるが、勝手に食べ始めるのも失礼に当たるであろう。

「なにかすぐに摘つまめるものとかないのかね？」

「ボルトル殿、今日の成果は？　肉があれば塩をつけて焼けばいいのである」

「すまん。今日はみんな冒険者ギルドに卸してしまったんだよ。ダールトンは？」

　ボルトル殿がそう尋ねると、ダールトン殿は綺麗に包まれた箱を一つ見せてきたのである。

「ダールトン、それはなんだ？　ええっ！　リズちゃんへのお土産？　お菓子？　お前、意外と気が利くんだな！」

　なんと、本日、料理などでお世話になるリズ嬢にお菓子のお土産とは……。

　ダールトン殿は無口であるが、女性への配慮は完璧というやつである。

「リズちゃんへのお土産の菓子を食うわけにはいかないし、その辺の食材もあとで料理に使う材料だったのに……とか言われると困るな。酒だけにしておくか……。お、あれは？」

　ボルトル殿が見つけたのは、なにかが入った籠であった。

　椅子の上に置かれており、某が中身を確認すると、そこには茶色のブチ模様が体中にあるウサギが入っていたのである。

「ウサギか。しかも生きているな」

「どうして生きたウサギなどいるのである？」

　冒険者や狩人は、狩ったウサギは現地で締めて血抜きしてから冒険者ギルドに持ち込む。

　精肉店も毛皮ぐらい剥はいで売るのが常識なので、どうしてここに生きたウサギがいるのかわからなかったのである。

「リズちゃんって、ウサギを締められるのか？」

「無理である」

　肉を切り分けるのが精々。王都の女性には仕事でない限りそのくらいが限界であろう。

「ブルーノの奴、魔法の実験にでも使うつもりなのかな？」

「ウサギを魔法の実験に使うなんて話、聞いたことがないのである」

　そもそも、家でそれをする必然性がないのである。

「……」

「どうした？　ダールトン。俺たちのためじゃないかって？　かもしれないな」

　今日の食材というわけであるか。

　生きているのが不思議であるが。

「まあいいや。あとでなにか言われたら返せばいいだろう。俺がちょちょっと締めて、切り分けるから焼いて食べようぜ」

「それがいいのである！」

　塩焼きしたウサギの肉をツマミに、蒸留酒の水割りで一杯。

　最高であるな。

「じゃあ、ダールトンは肉を焼く準備をしてくれ」

「……（コクン）」

　某たちは、ブルーノに文句を言われたらあとで獲って返せばいいと、そのウサギを締めてから解体し、塩焼きにして酒のツマミにしたのであった。
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「えっ？　あのウサギ食べちゃったの？」

「美う味まかったのである」

「そうか？　クリムトは生まれがいいくせに舌がいまいちだな。肉が柔らかかったし、脂が多かったぞ」

「やれやれである。ボルトル殿、ああいう脂の多い柔らかい肉が、貴族の間では珍重されるのである。固いだけの肉など歯ごたえしか楽しめないのである」

「そうか？　固い肉でもちゃんと肉自体に旨うま味みがあった方がいいだろうが。あのウサギの肉は脂っこいだけでよ」

「脂は焼いた時に大分落ちたのである。ちゃんと肉自体の旨味もあったのである」

「あのぉ……罪の意識ってありますか？」

「「罪？　どんな？」」




　締めてから焼いたウサギ肉をツマミに、先に一杯やっていたら、そこにブルーノとリズ嬢が荷物を持って戻ってきたのであるが、彼は例の籠にウサギがいないことを知ると大慌てであった。

　某たちが食べてしまったと教えると、さらに大騒ぎとなったのである。

「あのウサギ、ドルク伯爵の可愛がっていたウサギなんだけど」

「あちゃあ、それは面倒だな」

「……（コクン）」

「ボルトルさん、ダールトンさん、面倒以前に僕の信用問題なんですけど……」

　たかがペット捜しではなく、ブルーノの『探知』のみならず魔法使いとしての実力、評価の問題だと、彼はかなり怒っているのである。

　確かに、中級魔法使いがペットのウサギ捜しをしくじるなど、普通はあり得ないのである。

「そうだ、である！」

「クリムト、いいアイデアでもあるの？」

「見つけた時には骨しかなかったと、そう言えばいいのである」

　ウサギをペットにするなど、世間知らずの貴族くらいである。

　もし王都の下町や貧民街に逃げ込めば、すぐに捕まって食べられてしまうのである。

　つまり、そうであったと言い張ればいいのである。

「幸いにも、証拠の骨があるのである」

　本当は某たちが食べてしまったのであるが、どうせ骨だけ見ても向こうは誰が食べたかなんてわからないのである。

「いや、それだと仕事失敗で僕の評価が落ちるから。というか、クリムトたちが勝手に食べちゃうから。他に食べるものがないわけでもないのに」

「みんなリズ嬢の料理を楽しみにしているので、用意してあった食材には下手に手を出せなかったのである。しかし、ツマミは必要だったのである」

　あのウサギを食べたのは、苦渋の選択というやつである。

　ボルトル殿もダールトン殿も同意見のようで、首を縦に振っているのである。

「もう無茶苦茶だな」

「そうだ！　思い出したのである！」

「なにをだい？　クリムト」

「ドルク伯爵である！」

　彼はペット好きで有名な貴族ではあるが、別に自分で世話をするわけでもないし、すぐに飽きては新しいペットを欲しがる……といった、正直碌ろくな人物ではないのである。

　つまり、某たちが食べてしまったウサギに関してもどうせすぐに飽きたであろう。

「つまり、どういうこと？」

「明日、似たような模様のウサギを獲ってくればいいのである」

「それがいいな」

「……（コクン）」

「そんないい加減なことで大丈夫なんですか？」

「どうせバレないのである。リズ嬢、某たちお腹が減ったのである」

「清すが々すがしいまでに反省していないですね。食事の用意をしますね」

　そんなことがあり、某たちは明日、四人でウサギ獲りに出かけることにするのであった。

　あと、リズ嬢の作った夕食は美味しかったのである。




　翌日、王都近郊の森で、某たちはウサギの生け捕りをしていた。

「これはどうだ？」

「ボルトルさん、全然ブチ模様の位置が違いますよ」

「これはどうであるか？」

「それも駄目だね」

　昨日食べてしまったドルク伯爵のウサギによく似た模様のウサギを探すのは難しく、気づけばもうお昼になってしまったのである。

「お腹空すいたのである」

「昼食は抜き！　夕方に届けに行くのは無理なんだから、もう捕まえないと間に合わないよ」

　夕方は物騒なので、貴族は冒険者など屋敷に入れぬ。

　好きにすればいいのであるが、人に逃げ出したウサギの捜索を頼んだ奴がとる態度ではないのである。

「ならば、これでいいのである」

　某は、比較的昨日のウサギとブチ模様の位置が似ているウサギの耳を持ってブルーノに見せた。

「似てなくもないけど、ブチ模様が足りない箇所がある」

「なら、これだな」

　ここで、ボルトル殿がなにかの入った小瓶を某たちに見せたのである。

「なんです？　それ」

「キャンディーの奴がよく使っている塗料さ。布を染めるのに使うから、水でも落ちにくいってやつ。ちょっと奴の家から拝借してきた」

「ボルトルさん、キャンディーさんは留守ですよ。そんな勝手に持ってきて」

「あとで新しいのを買って返すからさ。それでだ。これを使ってウサギの茶色いブチ模様をつけ足せば……完成だ！」

　わずか数分で、昨日のウサギとよく似たウサギになったのである。

「さすがである、ボルトル殿は」

「褒めるなって。じゃあ、これをドルク伯爵のところに届ければ終わりだな」

「大丈夫かなぁ……」

「大丈夫だって。ウサギなんて大きさと模様が同じなら、差なんてわからないからよ」

　不安気なブルーノと共に、某たちは急ぎドルク伯爵邸へと向かったのである。

　すると、やはり某の予想どおり、ドルク伯爵本人は対応しなかったのである。

　家臣らしき中年男性にウサギを見せると、彼はひと通りウサギを確認してから、『ご苦労様でした』と言って、ブルーノに報酬を渡したのである。

　あとは特に用事もないので、某たちはドルク伯爵邸をあとにしたのである。

「本当に大丈夫だったですね」

「だろう？」

「ボルトルさんは確信あったのですか？」

「ああ。クリムトもドルク伯爵がペット愛好家としてはいい加減だという噂うわさは知っていただろう？」

「割と有名なのである」

　噂もあるが、そもそも本当にウサギが可愛ければ、ドルク伯爵本人が顔くらい見せるのである。

「きっと、次の新しいペットに興味が移ったのである」

「そんなところだろうな。あの家臣も、ウサギが本物でないことには気がついていたはずだ。それでも、わざわざ我々を追及しなかっただろう？」

「そういえばそうですね」

「つまり、それっぽいウサギが戻ってくればドルク伯爵はなにも言わない。偽物だと気がつくほどウサギと接していないというわけである」

　まあ、貴族の道楽など大半がそんなものである。

　拘こだわる人は拘るが、ドルク伯爵のように飽きっぽい人も多いのである。

　一応、逃げたウサギを捜させたが、本物が戻ってこなくても似ていればオーケーというわけである。

「酷ひどい話だなぁ」

「であろう？　ドルク伯爵は」

「いや、クリムトたちも同じくらい酷いからね。勝手にウサギを締めて、解体、調理してしまうんだから。しかも、酒のツマミが足りないという非常にくだらない理由で」

「はははっ、次からはちゃんと確認してから食べるのである」

　たまにはそんなこともあるのである。

　ブルーノの評価も落ちずに済んだのだし、あまり細かいことを気にしてはいけないのである。





第十一話　美男美女薬







「というわけで、そのお薬の材料がね……」

「本当にその材料があると、そんな魔法薬ができるのですか？」

「疑わしいのである」




　祖父殿の葬儀から戻ってきたキャンディー殿は、早速、暁の夕暮れの活動を再開したのである。

　したのであるが……なんとも胡う散さん臭い仕事を持ってきたのである。

　なんでも、美男美女になれる特殊な魔法薬の材料を取ってきてほしい。大金で買い取るよ、という仕事だと、キャンディー殿は某それがしたちに説明したのである。

「胡散臭いわよね」

「嘘うそなのであるか？」

「こう言ってはなんだけど、我々はその魔法薬の素材を採取し、依頼者に渡すのがお仕事。ちゃんと頼まれた品を渡せば、そのあと向こうが魔法薬の合成に失敗しようと、それらしいものが完成したのに効果がなかろうと、あまり関係ないのよね」

「ぶっちゃけますね……」

「だってぇ、依頼者の魔法薬の製造技術にまで責任持てないもの」

「そうだな。依頼されたものではない薬草を採取してきたのなら、それは俺たちが悪い。だが、依頼された薬草をちゃんと届ければ、俺たちはなんも悪くねえ。なあ？　ダールトン」

「……（コクン）」

　ボルトル殿も、ダールトン殿もこの依頼を受けることに賛成であるか。

「依頼された素材……希少な薬草なんだが、結構山奥にあるからな。数も少ないし、見つけられれば金になる。というか、他の魔法薬に使った方がいいのによ。美男美女になれる魔法薬って、モロに欲望丸出しだな」

　確かに、大病や大怪我を治せる魔法薬の素材にした方がいいような気がするのである。

　無理に人の顔を美男美女にしなくても、その人たちは普通に生きていけるのである。

「とにかく、その特殊な薬草を採ってくれば問題ないってわけ」

「わかりました」

「わかったのである」

「お仕事だからね」

　自由業である冒険者といえど、そうそう仕事を選えり好みはできないというわけであろう。

　暁の夕暮れは、依頼された薬草が自生している人里離れた魔物の領域の奥へと向かうのであった。
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「いやあ、すいませんね。これが欲しかったのですよ」

「ちゃんと見つかってよかったわ」

「早速、魔法薬の合成に入れますよ」




　自生地までの移動と、移動中襲いくる魔物との戦いで疲れはしたが、無事に目的である薬草の採取に成功したのである。

　早速依頼者から報酬を貰もらうのであるが、薬草自体の報酬よりも、襲ってきた魔物の肉や素材の方が高く売れたのである。

　キャンディー殿は某たちを鍛えつつ、お金にもなり、遠征の経験もさせたというわけである。

　ああ見えて、後進の育成には非凡な才能を持つ人なのである。

「美男美女になる魔法薬だっけか？　ええと……」

「ボルトルさん、私の名はベッケンバウアーと申します。魔導ギルドで、主に研究をしている魔法使いです」

　ベッケンバウアー氏は、二十代半ばから後半に見える、魔法使いとしてはまだ若手といった感じの人物であった。

　魔力はブルーノに匹敵するほどなので、冒険者になっても活躍できそうである。

「私のメイン研究は、魔法陣の改良なのですよ」

「魔法陣ですか？」

「そうだよ、ブルーノ君。魔法使い個人の想像力や感性に頼らず、規則性を持った魔法陣に魔力を流すだけで特定の魔法を使えるようにする。そういう研究をしているのさ」

　なるほど、魔導ギルドにいるような魔法使いとは、実に色々と考えるのである。

「凄すごい研究なのである」

「そうなんだけどね。この研究は時間も手間もかかる。成果は非常に出にくいため、こうしてスポンサーの意向を受けて他の研究をすることもある。本来、魔法薬は専門外なんだけどね。ほら、魔法を知らない世間知らずの貴族って、魔導ギルドにいる研究者ならみんな同じだと思っている節があってさ。あと、いくら魔法薬でも人間をいきなり美男子や美女にできるわけがない。これまで他の研究者たちが何度も失敗しているから、私が失敗しても問題ないってわけ。ここで資金をプールできれば、魔法陣の研究でも有利だから」

「身も蓋ふたもねえな」

　ボルトル殿が、正直な感想を吐露したのである。

　それにしてもこのベッケンバウアー氏、相当に口が悪いのである。

　余計な発言が多いというか……。

「では、この魔法薬は失敗ですか？」

「そうとは言えない。私も引き受けたからには、ちゃんと魔法薬の調合はするからね。成功したら、魔法陣関連の研究費がもっとプールできるのだから、時間を潰つぶしている以上はちゃんとやっているさ」

　随分と歯に衣きぬを着せぬ発言であるが、魔導ギルド内で浮かぬのであろうか？

「あとは、この薬草をよくすり潰して、事前に配合しておいたこの魔法薬に混ぜるだけ。見ていきますか？」

「そうね、どうせ暇だから」

　このあと予定もなかったので、キャンディー殿は魔法薬の完成作業を見学していくと宣言したのである。

　某たちも暇であり、興味もあったので残ることにした。

　ベッケンバウアー氏の案内で、某たちは彼の研究室に通された。

　そこには、多くの魔法陣や書きかけの魔法陣が額に入れられて飾られており、大きな机の上には様々な色の魔法薬がビーカーやフラスコに入れられ、置かれていたのである。

「色々とあるのね」

「途中、あきらかに失敗したようなものもありますけどね。本命はこれです」

　ベッケンバウアー氏は、ビーカーに入った血のように真っ赤な魔法薬らしき液体を指差したのである。

「これですか」

「これに、丁寧にすり潰した件くだんの薬草を入れてからよく混ぜ、混合液の上澄みを取れば完成さ」

　成功すれば、男は美男子に、女性は美女になるというわけであるか。

「成功すればだろう？」

　ボルトル殿は、真っ赤な魔法薬を胡散臭そうな目で見ているのである。

「成功した方がいいですけど、別にそこまで夢見ていないですからね。依頼料を貰ったから試作しているだけで。第一、何度も同じ依頼を同業者に出し続けている間抜けで、いい加減諦めればいいのに、往生際が悪いんだから。もし美男子になっても、内面がダメダメで女性にはモテなそうですしね」

　やはり、ベッケンバウアー氏は口が悪いのである。

「じゃあ、これを入れてと……」

　ベッケンバウアー氏は、某たちが採取してきた薬草をよくすり潰し、それを真っ赤な魔法薬が入ったビーカーに入れたのである。

　すると、徐々に真っ赤な魔法薬から泡と煙が噴き出し始めたのである。

「これでいいの？」

「さあ？」

「さあ？　って……」

「成功例がどうなるのか、成功したことがないのでわからないんですよ」

　なるほど、それは正論……ただそれをベッケンバウアー氏本人が言うと、色々と問題なような気もするのであるが……。

「でも、期待できそうですよ。これまで失敗した同僚たちに聞いたところ、こういう風に泡や煙が出たなんて話は聞いたことないですし。いやあ、才能があるって怖いですね」

　すでに成功した気分になって自画自賛しているベッケンバウアー氏を見ていると、どことなく不安が……。

「ベッケンバウアーさん、泡と煙が凄いことになっていませんか？　段々増えていますよ」

「特殊な魔法薬だからね。このくらい変化がないと、成功しないでしょう」

　相変わらずのん気なことを言っているベッケンバウアー氏であったが、ふと後ろを見ると、すでにボルトル殿とダールトン殿はこの部屋から逃げ出していたのである。

　これぞ、ベテラン冒険者の勘というやつであろうか？

「ブルーノ、これはヤバいのでは？」

「かもしれないね……」

「私も不安になってきたわ」

　ビーカーの中では真っ赤な魔法薬が見えなくなるほどの大量の煙が発生し続け、液体が沸騰しているかのように〝ボコボコ〟という、もの凄い音も段々と大きくなってきたのである。

「キャンディー殿」

「逃げるわよ！」

　キャンディー殿の命令で某とブルーノも研究室の外に出ようとしたが、先ほどの二人に続き、責任者であるベッケンバウアー氏もすでに研究室から逃げ出していたのである。

「あの自信はなんだったんだろう？」

「とにかく、逃げるのである！」

　ところが、一瞬間に合わなかったようである。

　突然、研究室中を煙が覆い、それを吸ってしまった某たちはその場で意識を失ってしまったのである。

　やはり、あの魔法薬は失敗作であった。




「ううむ……」

「酷ひどい目に遭ったなぁ」

「本当よね」

　どれだけ意識を失っていたのであろうか？

　目を覚ますと、すでにビーカーの中には真っ赤な魔法薬は存在していなかったのである。

　すべて煙になって蒸発してしまったのであろう。

　加えて、某たちが意識を失っていたのは一瞬だったようである。

　すぐにベッケンバウアー氏、ボルトル殿、ダールトン殿が室内に飛び込んできたのだ。

「あちゃあ……全部煙になって魔法薬がなくなっちゃいましたか……あのバカな貴族をどう誤魔化そうかな？」

「「「「「……」」」」」

　某たちの心配よりも、魔法薬が蒸発してなくなってしまったことを嘆くベッケンバウアー氏。

　ある程度予想はできたのであるが、相変わらずの口の悪さというか、唯我独尊というか……。

「ある意味、研究者気質よねぇ……」

　キャンディー殿の言うとおりで、このくらい自分勝手でなければ研究者としては大成しないのであろうか？

「まだあの薬草はあるからいいですけど。次はこうならないように、適当な魔法薬をデッチあげるか……」

「とんでもない人だなぁ……」

　成功しようがしまいが、とにかく製造した魔法薬っぽいものを依頼者である貴族に渡し、その報酬は本命である魔法陣研究の費用に当てたいと。

　ブルーノは、素で彼の言動に引いていたのである。

「そういえば、私たちってあの煙をモロに食らってしまったけど、なんともないのかしら？」

「怪我はないようである」

　気絶していた時間も一瞬で、外傷などもないはずである。

　某たちは負傷箇所を確認し始めるが、それと同時になにか言いようのない違和感を感じ始めていたのである。

「「……」」

「ボルトル、ダールトン、どうかしたの？」

　そういえば、ベッケンバウアー氏と一緒に入ってきた二人は一言も発せず大人しいまま。

　某たちを見て、驚きのあまり言葉も出ないといった表情である。

「ボルトルさん？」

「ダールトン殿？」

「あのよぉ……落ち着いて聞いてほしいんだけどな。お前ら、女になっていないか？」

「またまた、どうして僕が女に……あれ？」

　念のためと、ブルーノが自分の胸を触ってみたのだが、そのまま動きを止め、静かになってしまったのである。

「クリムトも、胸を触ってみなよ」

「某は、アームストロング伯爵家の出。一族の男子は、特になにもせずともぶ厚い胸板に恵まれるが、胸板とおっぱいは違うのであ……」
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　ブルーノに言われて某も胸を触ったところ、あり得ない弾力を感じてしまい、彼と同じくどうしていいものやらわからなくなってしまったのである。

「なぜ胸が柔らかいのである？」

「あの魔法薬のせい？」

「これは予想もしていなかった効果。さすがは私」

「あんた、いい加減にしないとそのうち不幸な目に遭うからな」

「……（コクン）」

　美男美女になるのではなく、図らずも男性を女性に変えてしまう魔法薬を作ってしまったベッケンバウアー氏は自分の才能を賞賛したのであるが、さすがに不謹慎だとボルトル殿とダールトン殿に窘たしなめられてしまうのであった。

「遂ついに夢が叶かなったわぁ───！　私、乙女になれたのよぉ───！」

　なお、たった一名、キャンディー殿だけは、自分が女性になってしまった事実を心から喜んでいたのである。




「それで、この魔法薬の効果は永遠なのか？」

「それが、よくて数日の効果でしょうね」

「数日かぁ……」

「残念」

「いいや、残念じゃねえから！」

　某、ブルーノ、キャンディー殿は、ベッケンバウアー氏が製造した魔法薬のせいで、女性になってしまったのである。

　美男美女になる魔法薬のはずが、男性が女性になってしまうとは……。

　一体、どういう仕組みなのであろうか？

「基本的な理論は間違っていないのですよ」

「どういうことだ？」

　ボルトル殿が、ベッケンバウアー氏にどういうことかと尋ねたのである。

「人を美男美女にする。物理的にやれば顔の形を変えなければいけないわけで、では、それを魔法、魔法薬でどう再現するか。そこで『変装』の魔法を応用したわけです」

　つまりこれは、魔法で『変装』した状態というわけであるか。

「リアルに胸とかありますけど。あと、ついてないです」

　変装ではなく、体が完全に女性になっていると、ブルーノが指摘したのである。

「そこが、『変装』の魔法とは違うというわけです。魔法薬の効果により、体自体のつくりも変えてしまう。本当は美男美女になるはずだったんだけどなぁ……」

　そこは、試作したばかりの魔法薬の悲しさ。

　某たちは美男にならず、女性化したというわけであるか。

「いや、そんな軽く言われても……僕たちはこの様ざまですよ。責任があるでしょう」

「そうである！」

　人をこんな姿にしておいて、責任の一端すら感じないとは。

　さすがに少し問題であろう。

「永遠にそのままってことはないですよ。長くても二、三日でしょうね」

「本当であるか？」

「魔法の力で、強引に男性を女性にしているのですから、そんなに長期間効果はありませんよ。例の魔法薬を永遠に調達可能なら別として」

　触媒としての魔法薬もそうであるが、消費する魔力の問題もあるというわけであるか。

　このまま永遠に、女性の姿のままということがなくてよかったのである。

「あの薬草、かなり人里離れた場所じゃないと採れないものね。希少性もあるし」

「他の材料も結構高価なんですよ。調合にも手間がかかるし、私もこの薬ばっかり調合しているわけにはいかないですし」

　よほどの金持ちでなければ、この魔法薬の効果を長期間保つのは難しいわけであるか。

「勝手に元に戻りますし、そんなに不都合はないでしょう？」

「不都合ならあるよ」

「そうですか？　ボルトル殿」

「あんたなぁ……気がついていないってことはねえよな？　美男美女にする魔法薬と間違ったってのに、これはないんじゃないのか？」

　そう言うと、ボルトル殿はキャンディー殿を指差したのである。

「私？　私、ちゃんと乙女よ」

「そんな乙女がいるかぁ───！」

　ボルトル殿が絶叫するのも無理はないのである。

　確かにキャンディー殿は女性になったのであるが、男性の時とのあきらかな差は胸が膨らんでいるくらい。

　特に美女になったというわけでもなく、言い方は悪いのであるが、ただ男性が胸に詰めものをしただけにしか見えないのである。

「お洋服のコーディネートとお化粧が必要かしら？」

「そんなことをしても無駄だ。元が元なんだから」

「酷ぉ───い！　ボルトルったらぁ」

「（化粧や服でどうにかなるレベルじゃないよね……）」

　某もそう思ったのであるが、さすがにそれを口にする度胸はないのである。

　それに……。

「キャンディーも酷いが、クリムトも酷いな」

　まあ、言われると思ったのである。

　某も女性になってしまったのであるが、某はキャンディー殿よりも背が高く、体も筋肉質なのである。

　こんな女性がいたら、誰もがどう対応していいのかわからないのは、某にでもわかるのである。

「巨乳ではあるのである」

「あのよぉ……クリムトのは、ただ胸板が厚いだけだからな」

　ボルトル殿の言うとおりで、某の胸は膨らんでいるが、土台はほとんど筋肉で柔らかさはゼロであった。

　悲しいかな、某でもこんな女性はお断りなのである。

「……」

「ダールトン、どうかしたか？　ああ、ブルーノはなぁ。唯一の例外だな」

　キャンディー殿と某は、自分で自分のことをこう言うと悲しくなるのであるが、ただの女装した男にしか見えぬが、ブルーノは元々華きゃ奢しゃで中性的な容姿をしているので、女性化するとショートカットの美少女にしか見えないのである。

「羨うらやましいわね、本当に乙女なんだから」

「どうせ女になるのであれば、ブルーノみたいになりたかったのである」

「キャンディーさん、クリムト。そんなんで褒められても全然嬉うれしくないから」

　と言うブルーノであったが、ここまで綺き麗れいだと、ただただ羨ましい限りである。

「暁の夕暮れ、女性の方が多くなってしまったわね」

「別に多くなっていないだろうが……」

　魔法薬で女性になっただけで、元は全員男性だから当然である。

「二、三日で戻るんだよな？」

「はい。そのくらいですね」

「戦闘力が落ちたりとかは？」

「それもないです。魔法も普通に使えますよ」

　元々『変装』の魔法の亜種みたいなものなので、女性化で技能や能力が上下することはないというわけであるか。

「ならいいけどな。少なくとも、明日と明後日あさっては休んでいられねえんだから」

「そういえば仕事あったわね」

「キャンディーが取ってきた仕事だろうが。そんなに難易度の高い仕事じゃないからいいけどよ」

　思わぬ事故で女性になってしまったとはいえ、スケジュールの関係でそうそう休むわけにもいかず、某たちは、二、三日を女性の姿のまま冒険者として過ごすことが決まってしまったのである。

「どうせ元に戻るのだし、貴重な経験だと思えばいいのである」

「クリムトはめげないなぁ……」

「ブルーノは、その容姿なら女性でも全然問題ないのである」

「ありすぎだよ！」

「そうですね。こういう依頼者ばかりならいいのですが」

　これだけのことをしたにもかかわらず、反省の態度の欠片かけらすら見せないベッケンバウアー氏に、某たちはただ呆あきれるばかりであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「あっ……あなた方が、あの有名な暁の夕暮れですか……」

「そうよ、今日と明日はよろしくね」

「はい……」

「あきらかにあの執事、引いてるよね、キャンディーさんを見て」

「強烈なインパクトだからな。クリムトもいやがるし」




　女性になってしまった翌日、事前にキャンディー殿が取っていた仕事をこなすことになったのである。

　某たち三名は女性になってしまったのであるが、それで戦闘力が落ちたわけでもなく、暁の夕暮れの信用問題にもなるので、仕事はキャンセルしなかったのである。

　それに、仕事の内容は、さる大貴族の御曹司の家庭教師役。

　跡取りとしての能力は十分だが、少し気が弱い部分があるので、それを狩猟などを通じて矯正してほしい、というものであった。

　難易度の割に報酬が非常にいいということもあり、某たちはその大貴族の屋敷へと向かったのである。

　そして、女性化したキャンディー殿を見た執事が絶句しているわけであった。

　普段から自分は乙女だと公言しているキャンディー殿ゆえに、もしかしたら本当は女性かもしれず……いやしかし、そう思っているからこその女装かもしれず……と。

　今頃、執事の頭の中では色々な考えが浮かんでは消えているのであろう。

「お隣の方も、随分と冒険者らしいといいましょうか……」

「そうでしょう。でもぉ、私の方が乙女だから」

「はあ……」

　某とキャンディー殿、どちらがいい女なのか？

　きっと、この世で一番どうでもいい問題であろう。

　執事も、どう答えていいものやら困っているのである。

「とにかく、お館やかた様に会っていただきたいのです」

　これ以上キャンディー殿と話を続けるのが苦痛だったのか、執事は某たちを屋敷の中に案内するのであった。




「暁の夕暮れとは、思ったよりも女性比率が高いパーティだったのだな」

「いえね、モーゲーソン伯爵。これは色々と事情がありましてね」

「別に咎とがめているのではない。実際に、暁の夕暮れは実績をあげているパーティなのだから。ただ思ったことを口にしたまでだ」

　今回の依頼者は、モーゲーソン伯爵。

　大物法衣貴族で専門は治水だと、前に父上から聞いたことがあるのである。

　軍務系貴族ほど体育会系ではないが、治水工事の現場に出ることもあるので、一定以上の体力は求められる。

　測量等で人里離れた河川や湖沼に向かうこともあり、野営や、野生動物への対処なども考えると、狩猟くらいは軽くこなせるのが当主としては望ましいわけで、その特訓というか教育のため、某たちは呼ばれたというわけである。

「事情とは？」

「実は……」

　ボルトル殿は、モーゲーソン伯爵にベッケンバウアー氏が作った魔法薬の話をしたのである。

「あと一、二日我慢していただければ……」

「なるほどな。王国には貴族も多く、中にはそういう変わり者もいるのだな。そんな大金を無駄遣いするなど、私なら用水路の一本も通すことに使うがな」

「ごもっともで」

　モーゲーソン伯爵には、自分を美男子にする魔法薬とやらに大金を出す同胞の気持ちが理解できないのであろう。

　それなら、農民のために用水路の一本でも通した方が世の中のためだと。

　だがそれは、モーゲーソン伯爵が滅多にいない美男子で美丈夫だからこそ言えるのかもしれないのである。

　モーゲーソン伯爵家の人間が代々美男美女ばかりなのは、某も父上から聞いて知っていたのである。

　この一族に、あの魔法薬は無用であろう。

　それどころか、執事のみならず、使用人やメイドまで全員が美男美女である。

　正直なところ、彼らと比べたらキャンディー殿と某は、化け物に見えるかもなのである。

「女性化しておりましても、リーダーのキャンディーは評判どおりの凄腕。このクリムトも、魔法使いですから」

　ボルトル殿が、キャンディー殿と某のフォローをしたのである。

「いつもと実力に違いがなければ問題あるまい。では、フランクリンの面倒を頼む。我が家が管理する狩猟場で手ほどきをしてもらい、一泊野営でもさせれば少しは逞たくましくもなろう」

　フランクリンという跡継ぎには頼りない部分もあるので、野営込みで暁の夕暮れに鍛えてもらおうというわけであるか。

　一泊の野営でどうこうなるとは思えないのであるが、まずはこの程度からということであろうか？

「フランクリンを紹介しておこう。フランクリン！」

「はい」

　モーゲーソン伯爵が大声で呼ぶと、そこに一人の少年が入ってきた。

　彼がフランクリンのようで、年齢は十二、三歳くらいであろうか？

　小柄で痩せ型で、ブルーノよりも線が細いような気がするが、その端正で可愛かわいらしい顔は、さすがはモーゲーソン伯爵家の跡取りといった感じであった。

　あと数年もすれば、女性が放っておかない美少年になるはずである。

「お世話になります。フランクリンと申します」

　彼は性格もとてもいいようで、大貴族の跡取りにありがちな傲慢さもないようである。

「フランクリン、これより暁の夕暮れの者たちと泊まりがけで狩猟に行くのだ。ちゃんと獲物も獲とってくるように」

「わかりました、父上。みなさん、よろしくお願いします」

「よろしくね、フランクリン様。（将来が楽しみぃ───！）」

　いつもどおりというか、キャンディー殿は美少年であるフランクリン殿を見て目にハートを浮かべていたのであるが、公私の区別はちゃんとつける人なので問題ないはずである。

「ええと、あなたのお名前を教えていただきたいのですが」

「某であるか？　クリムトである」

　フランクリン殿も年頃の少年。美少女化したブルーノに声をかけるのかと思えば、意外にも某に声をかけてきた。

　先ほどのキャンディー殿への対応を見ても、某のような逞しい女性に抵抗感がないのかもしれないのである。

「クリムトさんですか。勇ましいお名前ですね。ところで、クリムトさんにはおつき合いをされている方などは？」

「いないのである」

「それはよかった」

　つき合っている異性などいないと質問に答えたら、途端にフランクリン殿の顔に笑みが浮かんだのである。

　某に恋人や婚約者がいないと知って、どうして彼が喜ぶのであろうか？

　わからぬのでボルトル殿の方を見ると、彼は顔を真っ青にさせていたのである。

「（ボルトル殿、これはどういうことである？）」

「（あのお坊ちゃま、変わっているどころの話じゃねえ！）」

　変わっているどころの話ではない？

　どういうことであろう？

「（あれだけの美男美女に囲まれているにもかかわらず、しかもすぐ傍そばにブルーノがいるにもかかわらず、どうしてクリムトなんかに惚ほれるんだ？）」

　フランクリン殿が、女性化した某に惚れた？

　まさかそんなことは……。

「さあ、一緒に行きましょうか、クリムトさん」

「わかったのである……」

　早速、狩猟場に出かけることになったのであるが、フランクリン殿は某に対し一緒に行こうと声をかけ、しかもその顔は誰が見てもわかるほど赤くなっていたのである。

「（キャンディー殿？）」

「（え───っ！　私の方が乙女なのにぃ───！）」

　なんとかしてくれとキャンディー殿に助けを求めるも、彼は自分がフランクリン殿に惚れられなかったことがショックのようであった。

「とにかく……現場に行きましょうか？」

「そうですね。この二日間楽しみですね、クリムトさん」

「……」

　自分で言うのもなんであるが、まさか女性化した自分を好きになる男性が現れるとは……。

　これから二日間、果たしてどうすればいいものやら、某は大きな悩みの渦に叩たたきこまれてしまったのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「フランクリン様、ウサギが行きますよ」

「確認しました。逃がさないようにします」




　仕事の依頼者であるモーゲーソン伯爵家の嫡男フランクリン殿に惚れられてしまった、女性化した某。

　どうしてこんなことにと思いつつも、仕事は仕事。

　モーゲーソン伯爵家が管理する狩猟場にて、フランクリン殿への指導が始まったのである。

　相手は伯爵家の跡取りというわけで、暁の夕暮れという過剰な警備がつけられているわけであるが、今のところは特にトラブルもなく、肝心のフランクリン殿も父親が言うほど頼りない少年でもなかった。

　ボルトル殿とダールトン殿が追いやった獲物のウサギを一発で仕留め、その非凡な弓の腕前を披露したのである。

「凄いのである」

「それほどでもありませんけど、この獲物をクリムトさんに捧ささげますね」

　と同時に、父親であるモーゲーソン伯爵の目がなくなった途端、フランクリン殿は某への好意を隠さなくなったのである。

　必ず一緒に行動し、このように獲物を仕留めれば某に捧げると宣言する。

　果たして、某はどうすればいいのであろうか？

「（フランクリン殿に事情を話さなかったのであるか？）」

「（それが、信じてもらえなくてさ）」

「（……クリムトが実は男だなんて事実、信じたくないんだろうな）」

　そこは素直に信じてほしいというか、この世に某のような女性など存在しないのである！

　あと、キャンディー殿もであるか。

「（こういうと失礼なのはわかっているが、どっちも酷いけど、まだキャンディーの方がマシなのにな）」

　確かに五十歩百歩ではあるが、どちらがマシかと聞かれれば十中八九キャンディー殿の方であろう。

「（いやぁ───ん、私、酷くないわよ。心は乙女だし。フランクリンちゃん、私じゃなくてロンちゃんの方がいいなんてイケズ）」

「（うるさいなぁ……話がややこしくなるから、お前は黙ってろよ。あとな、俺から見たら今のお前は化け物だから。子供が見たら泣いて逃げるし、年寄りとかショックで死ぬかもな）」

　自覚はしていたのであるが、某は女性化したがためにボルトル殿から化け物呼ばわりされているキャンディー殿以上に酷いのであった。

　それにしてもフランクリン殿は、某のような女性のどこがいいのであろうか？

　彼の周囲には美女か美少女しかいない環境だというのにである。

「僕、クリムトさんを初めて見た時、まるで雷のような衝撃が走ったんです！」

「（そりゃあそうだろうな。身長が百九十センチ超えで、ほぼ筋肉しかない女なんてさ）」

　ボルトル殿、いちいち小声で話の腰を折るのはやめてほしいのである。

「今までにどんな女性を見ても、そんな風に感じたことなんてありませんでした。だから、僕は気がついたのです。クリムトさんこそが、将来の僕の伴侶に相応ふさわしいと」

　もうプロポーズであるか？

「フランクリン殿は、モーゲーソン伯爵家の跡取りゆえに……」

　某のようなわけのわからぬ女が、モーゲーソン伯爵家に嫁入りできるはずがない……某はアームストロング伯爵家の次男であるが、今はただの冒険者の女ということにしておかないと、余計に面倒……いや、もし某の正体を明かしたら、フランクリン殿は諦めてくれるのであろうか？

「勿もち論ろん、正妻は無理ですけど、必ずや正式な側室として迎え入れますから」

「考えさせてほしいのである……」

「嬉しいなぁ、クリムトさんがちゃんと考えてくれるなんて」

　まあ、明日か明後日になれば某も男性に戻るので、そうなればフランクリン殿も諦めるであろう。

　某の返答を聞けて嬉しかったのか、フランクリン殿はダールトン殿一人の指導で次々と獲物を狩っていったのである。

　父親が心配するほど、フランクリン殿は未熟でも頼りなくもなかったというわけである。




「クリムトさん、今夜はウサギの肉をご馳ち走そうしますね」

「ありがたいのである」

　時おり、フランクリン殿は某に声をかけてきたのである。

　まるで妻のために狩猟をする夫のような図であった。

「（クリムト、どうしてこうなったのかな？）」

「（ブルーノは美少女だから、フランクリン殿に惚れられなくて悔しいのか？）」

「（別にそんな、好きで女性化しているわけでもないし、町を歩いているとみんな僕を見るので、いい加減元に戻りたいですよ）」

　某やキャンディー殿とは違い、ブルーノは誰もが認める美少女になったので、昨日も町中を歩いている時、多くの男性に注目されて大変だったのを思い出したのである。

「（それは半分、キャンディーさんとクリムトのせいでもあるから）」

　ブルーノと一緒に歩く、ガタイがいいどころではない、ほぼ男なのではないかと思われる某とキャンディー殿。

　確かに、逆の意味で注目されていたのは事実であった。

「（その逆な部分がよかったんだろうな）」

「（逆の部分ですか？　ボルトルさん）」

　どういう意味ですかと、ブルーノはボルトル殿に尋ねたのである。

「（考えてもみろよ。モーゲーソン伯爵家の人間は、みんな美男美女だっただろう？）」

「（確かにそうでしたね）」

「（一族の人間は代々美男美女ばかりで、あの家に嫁入り婿入りするのは貴族ばかりだから、当然美男美女が多いわけだ）」

　そういえば、フランクリン殿の姉君や妹君、ご母堂も美しい方々であった。

　モーゲーソン伯爵家の人間がみんな美男美女なのは、血統というか家系なのであろう。

「（そういう周りに美男美女しかいない家で育ったフランクリン殿からすれば、美男美女である一族の人間は普通なのさ。俺たちが平凡な容姿の人間を見るように、一族の美男美女を見ているわけだ。キャンディーやクリムトを見て大きな衝撃を受けても仕方がない。そのあまりの衝撃ぶりに、それを恋心と間違えたのかもしれないな）」

　つまり、モーゲーソン伯爵家の人間からすれば、美男美女など珍しくもないので普通の扱い。

　そこに奇抜な容姿の人間が来た結果、フランクリン少年は某に惚れたと勘違いしてしまったというわけであるか。

「（クリムトは知っているかどうか知らんが、たまにいるんだよなぁ……たまに。大貴族がどうして『そんな女を？』ってのを愛人にしたりとか）」

「（今までにいないタイプの女性だから、是非、傍に置いておきたいと思ったのですね）」

　人間は、自分にないものを求めるというわけであるか。




「クリムトさん、僕が仕留めたウサギの肉はどうですか？」

「美お味いしいのである」

「よかったぁ。こうして二人で一緒に食べると美味しいですね」

「そうであるな……」

　狩猟は無事に終わり、日が暮れたので某たちは開けた草原にテントを張って野営を始めたのである。

　これも依頼内容の一つであり、フランクリン殿を鍛えるため……もっともフランクリン殿本人は嬉しそうに自らが仕留めたウサギ肉を某に勧めていたのであるが。

　親の頸くび木きを離れ、一ひと目め惚ぼれした某と共に一晩を過ごせる嬉しさでテンションが上がっているのであろう。

　まるで熱に浮かされているような……恋とはそんなものだと言われればそれまでであるが。

　というか、どうして誰が見ても美少女であるブルーノにアタックしないで某なのであろうか？

　世の中とは、不思議なことで満ち溢あふれているのである。

「どうして私じゃないのよぉ───」

　やはり同じく女性化しているキャンディー殿が一人絶叫していたが、みんな聞いていないフリをしているのである。

　フランクリン殿だけは某に夢中で、どうでもいいと思っているようであるが。

　キャンディー殿の気持ちはわからないでもないのである。

　ブルーノに負けたのならともかく、某に負けたのであるから。

「もうそろそろ寝るのである」

　夜も遅くなったので就寝するため、某はフランクリン殿にそろそろテントに入るように言ったのである。

　彼は専用のテントで寝るので一人で就寝する……某は絶対に一緒に寝ないのである。

　暁の夕暮れのメンバーは、交代で夜番をしなければいけないので当然であろう。

「それはそうですよ。クリムトさんと僕は、まだ正式にそういう関係にないのですから。でも、僕はいくらでも待ちますから」

　もはや完全に処置なしの状態である。

　フランクリン殿の頭の中では、将来、某を側室に向かえた未来図が描かれているようである。

「（なあ、クリムト。モーゲーソン伯爵家の人間は、お前の正体に気がついていないのか？）」

「（気がついているはずである）」

　モーゲーソン伯爵家とアームストロング伯爵家は、派閥の違いや、これまで婚姻関係を結んだことがないため、ほとんど交流はないのであるが、今、次男坊の某が冒険者として暁の夕暮れで活動している事実を調べないはずがない。

「（モーゲーソン伯爵には事情を説明したので、そのまま仕事を任せてくれたのである）」

　どう転んでも、フランクリン殿が某を側室にするなどあり得ない、某が意地でも阻止するはずだと、そのまま送り出したのであろう。

　一方フランクリン殿は、アームストロング伯爵家の次男の詳細など知らぬし、今の某が女性なのは事実である。いくら他人に言われても、それを受け入れないのであろう。

　う───む、まさに恋する者はなんとやらというやつである。

「（どうせ明日になったら、元通りなんだろう？　モーゲーソン伯爵も、跡取りが失恋するのもいい経験だと思っているのかもよ）」

　そんなわけで、某たちも交替で夜番をしながら就寝したのである。




　そして翌朝……。

「クリムトさん、起きてください」

「むむ……もう朝であるか？」

　どういうわけか、寝ていた某を起こしたのはフランクリン殿であった。

「フランクリン殿？」

「僕、クリムトさんを起こしてみたいと思って、つい早く起きてしまったのです」

「そうであるか……」

　某は、寝相は悪いわイビキは凄いわで、さぞ失望したであろう。

　と思ったら……である。

「クリムトさんって、自分を飾らない人なんですね。僕、ますますあなたに惚れてしまいました」

「凄いなぁ……。そういう見方もあるのか」

　某の寝相やイビキも、なんとも思わないどころか、逆にそれが新鮮で魅力的だと言えてしまうフランクリン殿に対し、様子を見にきたブルーノが感心していたのである。

　もうこうなると、なにをしても無駄な感じがするのである。




「相変わらずいい食べっぷりですね。我が家の料理人も喜ぶと思いますよ」

「あなたの体の大きさは、包容力の大きさと比例しているのですよ」

「大きな鹿を一撃で殴り殺す。動物を苦しませないで一撃で殺すなんて、あなたはとても慈悲深いのですね」




「……もはや、なにを言っても無駄だね」

「であるな……」

　某がなにをしても、そこから美点を見み出いだしてしまうフランクリン殿に、某たちは打つ手がなかったのである。

　だが、その日の夕方、あとはモーゲーソン伯爵邸に戻るだけとなったその時、遂にあの魔法薬の効果が切れたのである。

　これで某は男性に戻り、フランクリン殿の求愛から逃れられると安あん堵どしたのである。

「いやぁ───ん！　元の乙女に戻してぇ───！」

「そっちが元なんだよ！」

　某と同時に男性に戻ってしまったキャンディー殿が絶叫していたのであるが、その対応はボルトル殿に任せておくのである。

「私、乙女になったのに全然モテないしぃ───！」

「当たり前だと思うけどな」

「ボルトルのいけずぅ───！」

「はい、そこまで！　暁の夕暮れのリーダーとして撤収準備を始めてくれよ」

「わかったわよ」

　とはいえ、さすがは凄腕の冒険者。

　すぐに立ち直って、撤収の準備を始めたのである。

　そして、同じく男性に戻った某であるが……。

「クリムトさん？」

「というわけで、おかしな魔法薬のせいで某たちはこの二、三日女性になっていたのである」

　フランクリン殿には残酷な現実であろうが、まさか某が彼の側室になるわけにもいかず、一刻でも早く失恋の傷を癒いやしてもらいたいものである。

「フランクリン殿は、決してお父君が心配するような軟弱な男性ではないのである。きっとじきに、他にいい女性が現れるはずである。某は、このように男性なのである」

「クリムトさん……」

　ショックであろうが、きっと将来フランクリン殿の前に素晴らしい女性が現れるはず。

　決してお世辞ではなく、某は本心からそう彼に言ったのである。

「クリムトさん」

「なんであるか？」

　やっと諦めてくれたようである。

　これで無事、元の生活に……。

「全然構いません！　たとえクリムトさんが男性だとしても！　僕はあなたが男性か女性かだけで惚れたわけではないのです！　今のあなたの誠意あるお言葉を聞いて余計にそう思いました！　クリムトさん！　僕の妻になってください！」

「無理である！」

「そこをなんとか！　僕は諦めませんよ！」

「諦めてくれなのである！」

「クリムトさぁ───ん！　待ってくださぁ───い！」

「無理なのである！」

「僕は決して諦めませんよぉ───！」

　どういうわけか、男性に戻ったのに、某はそれから暫しばらくフランクリン殿に求愛され続けることになったのである。

　その様子はまるで熱病のようで、モーゲーソン伯爵も懸命に諦めさせるというか、元に戻そうとしたのであるが、その成果が出るまでに数ヵ月を要したのであった。




「私も、綺麗な女性になったのにぃ───！」

「クリムトのは、滅多にない例だからな。それと、キャンディーはどう転んでも美女になれないから」

「ボルトルのいけずぅ───！」

「僕、美少女になったのに、フランクリン殿に見向きもされませんでしたね。よかったですけど」

　まったく、ベッケンバウアー氏の魔法薬のせいでとんでもない目に遭ったのである。





第十二話　壊れた魔法使いダットー・シュタイン







「今日も疲れたのである」

「確かにそうだね」

「だが、明日はお休みである」

「あっ、僕はちょっと別件で仕事があるんだ」

「またペット捜しであるか？」

「別の仕事だけどね」




　今日も狩りを終えて家路へとつく途中、明日はお休みだとブルーノに話を振ったら、彼は自分一人での仕事を受けたそうである。

　暁の夕暮れがお休みの時に、メンバーが別の仕事を受けるのはキャンディー殿によって認められていた。

　新人の頃はキャパの関係で禁止されていたのだが、今はブルーノも某それがしも解禁されていたのである。

　某が、暁の夕暮れに入ってからおよそ一年。

　ようやく新人の肩書が取れたというわけである。

「どんな仕事なのである？」

「そんなに大した仕事じゃないよ。半日もあれば終わるって」

「そうであるか」

　その時はあまり深く尋ねず、翌日の朝、某はブルーノを軽い調子で送り出してから魔法関連の書物を読んで過ごしたのである。

「さて、ブルーノから借りた新しい本を……ううむ、新本なのにページが外れるなど不吉……いや、気のせいであろう」

　後日、某はブルーノを一人で送り出してしまったことを、酷ひどく後悔することになったのである。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「はあ？　ブルーノが死んだ？　冗談はやめるのである」




　半日で終わる仕事だと聞いていたのに、結局ブルーノはその日、家に戻らなかった。

　翌日、某が彼を捜していると、一人の若い神官が声をかけてきたのである。

　町中で神官が某にどんな用事なのかと尋ねたら、彼はブルーノが死んだと告げたのだ。

　性た質ちが悪い冗談だと強く問い詰めるが、彼の返事は変わらなかった。

　そして、その神官の案内で、教会本部の敷地の奥にひっそりと建っている建物の中に案内されたのである。

　室内に入ると、そこには粗末なベッドが置かれており、その上には白い布が全身にかけられた人らしき者が横たわっていた。

　ベッドの側そばには、若い魔法使いが……なんと、アルフレッド様がいたのである。

　もう一人の神官服姿の老人は、某も顔くらいは見たことがある。

　まだ五十すぎにして、王国では策士、妖怪扱いされている我が妹ニーナの義父になる予定の人物。

「ホーエンハイム枢機卿……」

「ご家族に遺体を渡す前に、君が確認してくれないかな。ちょっとご遺族に直接見せるのは……顔は大丈夫なはずだ」

「顔は？」

　こいつはなにを言って……ブルーノが死んだなどと、神官のくせに嘘うそをつきおってである。

　彼が死ぬなどあり得ず、別人だと罵ののしってやろうと、某は顔の部分だけ白い布を取り去った。

「ブルーノ……そんなバカななのである！　ブルーノが死ぬわけがないのである！」

　どうしてなのである？

　彼は半日で終わる簡単な仕事だと言って、家を出ていったはず。

　そんな簡単な仕事で、どうしてブルーノが死ぬのである！

「ブルーノ！　目を覚ますのである！　冗談はやめるのである！　お主はたまにそういうことをして、某を驚かせるのである！」

　ブルーノ、なぜ何度揺すっても目を覚まさないのである？

　もうイタズラの時間は終わりなのである！

「やめるのだな。体にかかった布を剥はいでみろ」

　ホーエンハイム枢機卿に言われ、某はブルーノの体にかかった布を剥ぐのであったが……。

[image: ]

「なんなのである！　これは？」

　どうしてブルーノの体に、無数の深い切り傷がついているのである？

　傷はあまりに深く、骨や内臓が見えているのである。

　鋭い刃物……いや、強力な『ウィンドカッター』であるか！

「ブルーノは、半日で終わる仕事を受けたと言っていたのである！　それなのに、どうしてこうなるのである？」

　なぜブルーノは死んだのか？

　わざわざこんなところに呼び寄せたということは……この妖怪が関わっているのであるな。

　それと、アルフレッド様もであるか？

「やはり、ブルーノか。間違いがあるわけがないが、一応確認しておかねばな。遺体を遺族に返す……」

「妖怪め！　すかしてないで教えるのである！」

　人がこんな殺され方をしたのに、しかも某の親友が死んだのである！

　どう見ても自殺や事故ではなく、ブルーノは惨殺された！

　それなのに……いくらニーナの義父になるとはいえ、この男は！

「若いな。すぐ激情に身を任せてしまうか。ワシの今の身分と、妹のことを考えぬのか？　アームストロング伯爵家の次男よ」

「ううっ……」

　こいつの息子にニーナが嫁ぐのであるか……。

　この妖怪め！　ニーナを苛いじめるつもりであるか？

「肝が冷えて落ち着いたか？」

「感心できませんね、ホーエンハイム枢機卿」

「アルフレッド」

「あなたに呼び捨てにされるほど、私はあなたと懇意ではないのですが……。あなたは、友達がいなそうですしね」

　ここで、アルフレッド様が助け舟を出してくれた？

　見た感じ、この二人も仲はよくないようである。

「彼の死は、あなたのわかった風な素人判断が原因でしょう？　そのせいで彼が死にました。神に仕える神官がとんだ不始末です。挙句に、親友の死で激高する彼を権力と地位で抑え込み、彼の肉親を人質にする。とんだ悪党ですね、あなたは」

「言ってくれるな。さすがは、若手一番と言われる魔法使いだな」

「別に、あなたに褒めてもらっても嬉うれしくないですね」

　ホーエンハイム枢機卿とアルフレッド様の睨にらみ合いが暫しばらく続くのであるが、その緊張が解かれたのは、新たにこの部屋に入ってきた人物によってであった。

「喧けん嘩かしている場合かしら？」

「キャンディー殿！　どうしてここに？」

　ブルーノの休日のアルバイトのことや、結局その日戻ってこなかったことは、これから彼に報告する予定だったのにである。

「私も、私なりに情報網があるのよ。ブルーノちゃん……」

　キャンディー殿は、ブルーノの遺体を見て悲しげな表情を浮かべたのである。

「この子は、私のパーティメンバーなのよ。魔法を利用した開墾や工事の仕事なら、休日にやっても私は気にしないけど、ブルーノちゃんは、魔法使いに殺されているわね。それも、かなりの凄すご腕うでに。もしかして、ブルーノちゃんをその魔法使いの暗殺任務に使ったのかしら？」

　キャンディー殿は、今にも相手を射ぬかんばかりの殺気をホーエンハイム枢機卿にぶつけたのである。

　某は慣れたが、素人なら気絶してもおかしくはないのである。

「そうだ」

　この妖怪、キャンディー殿の殺気にも耐えられるのであるか。

　やはり妖怪である。

「中級の上の新人魔法使いに？　どう考えても勝てるわけないじゃないのよ。あなた、いい加減にしないと……」

　次の瞬間、キャンディー殿は目にも止まらぬ速さでホーエンハイム枢機卿の背後に回り込み、隠していたナイフを彼の首筋にそっと当てた。

　某、まったく反応できなかったのである。

「アルフレッド、彼が私を殺したら大変だと思わぬか？　彼も罪に問われてしまう」

「教会の有力者で敵も多いあなたが、護衛すらつけず密室にいる。あなたの死を望む教会の方々が、事故か自殺にしてくれるかもしれませんよ」

「だといいが、ここは助けるのが人としての道だと思わぬかね？」

　この妖怪、大した腕っ節でもないくせに、首筋にナイフを当てられても動揺一つしない。

　油断ならない男である！

「彼はそんなことしないと思うわよ」

「ほう、どうしてそう思うのかね？　暁の夕暮れのリーダーよ」

「あら、こんな零細冒険者のことまでご存じとはね。だって、私が本気であなたを殺そうとしていたら、私の方が彼に殺されてしまうかもだもの」

　なるほど、もしキャンディー殿が本気でホーエンハイム枢機卿を殺そうとしていたら、アルフレッド様が阻止できぬはずがない、というわけであるか。

「嫌な人ね。あなたもそれがわかっているから、動揺一つしないのでしょう？　自分は殺される心配がないと。神官だから、神のご加護でもあると思っているのかしら？」

「ふっ、面白いことを言うな。教会に関わっている者は、上に行けば行くほど、神のご加護など信じておらぬよ」

「それなのに神官になったの？」

「それなのにだ。代々教会に関わる貴族家の人間だった。神のご加護などないが、この国の安寧のため教会は必要だと思った。そして、それでもみんな心のどこかで神のご加護を信じている。ワシもそうかもな」

「ふ───ん、あなたの心内なんてどうでもいいけどね。とりあえず今しなければいけないことがあるわ」

「そうですね。彼の遺体の状況は酷い。ご家族に渡すにしても……」

「そうね、私も手伝うわ。ちゃんとそういうことに気がつくからいい男なのね。噂うわさどおりの人物だわ。アルフレッド・レインフォードさん」

「そこの枢機卿が俗物なだけで、私は普通ですよ」

「ふんっ、好きに言ってくれるな」

　キャンディー殿が言う前に、遺族のためブルーノの切り裂かれた傷口を塞ふさぐ提案をしたアルフレッド様。

　彼は優れた魔法使いなだけでなく、とてもお優しい方なのだと某は思ったのである。

「ワシも手伝おう」

「どういう意図であるか？」

　腐れ神官が、金にならないことをするなど、明日は雨なのである。

「若いのに、随分と穿うがった言い方だな。アームストロング伯爵家の次男よ」

「某の名は、クリムト・クリストフ・フォン・アームストロングである！」

「あなたが先に、彼に対し失礼で心無い発言をしたからでしょう？　自業自得ですよ」

　アルフレッド様も、彼にかける優しさなどないといった感じである。

「やれやれ、ワシはこの場では圧倒的に少数派か……ワシは、ワシの考えでブルーノ殿に極秘裏に仕事を依頼した。彼はワシの見込んだとおり口も堅く、親友であるクリムト殿にも仕事の詳細を話さなかった。残念ながら任務は失敗したが、これはワシの責任だ。その行いが正義でも、神のご加護などないのだ。ただ、彼が失敗して、一番責任があるのがワシなのだ。だから、ワシはブルーノ殿のご遺族に対し、このような惨むごい遺体を返すわけにはいかない。それだけだ」

「ホーエンハイム枢機卿……」

「クリムト君、少しはマシな部分もあるのですよ」

　アルフレッド様は、某の肩をポンと叩たたきながら話しかけてきた。

　その穏やかな声を聞いていると、不思議とホーエンハイム枢機卿への敵意が溶けていくような感覚を覚えるのだ。

「とにかく、この傷口を塞がないとね。新しいお洋服を着せてあげましょう」

「キャンディー殿がいてよかったのである」

「私、お裁縫は得意なんだけど、できればブルーノちゃんによく似合うお洋服を縫ってあげたかったわ」

　某たちは、分担してブルーノの体に刻まれた傷口を縫って塞ぎ始めた。

　怖いとか、気持ち悪いとか、そういう感覚は一切なく、ただリズ嬢が少しでも悲しい思いをしないよう、某はブルーノの体に刻まれた傷を縫ったのである。

　四人で分担したので、作業は一時間ほどで終わったのである。

　傷口を縫い終わると、体を清めてから血まみれのローブを脱がせ、綺き麗れいな服を着せて、あとは遺体が腐らぬよう、ホーエンハイム枢機卿が氷の塊を用意してくれた。

　彼なりに、ブルーノの死に対し責任を感じているようである。

「さて、ホーエンハイム枢機卿にお聞きしましょう。三日前、私はこの仕事は一週間待てと言いました。それなのに、どうしてブルーノ殿をこんな危険な仕事に？　彼の力量では、あの『殺人鬼』には勝てないとわかっていたはず。たとえあなたが魔法に関して門外漢でもです」

　ブルーノの遺体への処置が終わり、詳しい事情を聞くことになったのである。

　まずアルフレッド様は、自分の忠告を無視したホーエンハイム枢機卿の責任を問うたのである。

「一週間後では、また犠牲者が出るからだ。それに、エトガル・トレーダーも一緒だった。二人でやれば、あの殺人鬼に勝てると思ったのだ」

　なんと！

　エトガル・トレーダーも、ブルーノと一緒に極秘の仕事に従事していたと？

「彼はどうしたのである？」

「一応、生きてはいるな。彼も酷い怪我だったが、辛うじて生きたまま逃げ帰ってきた。治療はさせたが、もう彼は駄目だろうな……教会で預かるしかない」

「駄目とはどういうことである？」

　エトガル・トレーダー！

　ブルーノを見捨てて、自分だけ逃げ帰ってきたのであるか？

　その名声に相応ふさわしくない卑劣な男なのである！

「クリムト君、もうエトガル・トレーダーになにを言っても無駄なはずですよ。そうでしょう？　ホーエンハイム枢機卿」

「そうだな」

　アルフレッド様の問いに、ホーエンハイム枢機卿は短く答えたのである。

「どういうことであるか？」

「あのね、冒険者でもたまにいるのよ。そのエトガル・トレーダーって子は辛うじて生き延びたけど、受けたショックが大きすぎて、心が死んでしまったの」

「暁の夕暮れのリーダーの言うとおりだ。彼の傷は全快したが、心はもう死んでしまった。田舎の教会で治療を試みるが……難しいだろうな。このまま生きた屍しかばねのように一生を過ごすことになるだろう」

　あのエトガル・トレーダーが……予備校の魔法使いクラスでは首席で、十年に一人の天才と呼ばれていた彼が……信じられないのである！

「アルフレッド様」

「確かに彼は『秀才』でしたが、殺人鬼は『天才』なのですよ。しかも、殺人鬼は今五十前。魔法使いとしては、一番脂が乗っている時期です。魔法には素人のホーエンハイム枢機卿が、魔力量のみで計算してエトガル・トレーダーとブルーノ殿に暗殺命令を出した。そして、二人は失敗してしまった。あなたのミスです。ホーエンハイム枢機卿」

「反論の余地はないな。確かにワシが全部悪い。ただ、また出るであろう、切り刻まれて殺される犠牲者たちを出さないため、ワシは焦ってしまったのだ」

「その結果、ブルーノちゃんが死に、エトガル・トレーダーって子の心も死んでしまったわ。どうして焦ったのかしら？」

「ワシは巷ちまたでは陰謀家、妖怪などと噂される生臭だが、自分なりの善意は持っている。あの殺人鬼が一日でも長く息をしていることが不快だった。それだけだ」

「なるほどね。あなたにも一応、善意はあるのね」

「よかれと思って急いだら失敗したのですか……わかりました。あと、クリムト君がよく事情を呑のみ込めていないので説明しますね。今さら部外者扱いするのもどうかと思いますし……」

　アルフレッド様が、今回の件について某に詳しく説明してくれることになったのである。

「殺人鬼とは、クリムト君が思っているように非常に優れた魔法使いなのですよ。魔力量も、上級魔法使いの中でトップクラスです。殺人鬼は裏のあだ名ですね。本名は、ダットー・シュタインと言います」

　アルフレッド様の説明が続くのである。

「彼は、物心つく頃から魔法の才能に目覚め、順調にその力量をあげていきました。予備校でも十年に一人の天才と称されたそうで。それも本物の。卒業して一年と経たたず、当時の若手魔法使い一番の出来星と言われていたそうです。ただ、彼には大きな欠点がありました……」

　それは、ダットー・シュタインが一般社会では凡およそまともに生活できない癖を持っていたこと。

　その癖とは、女性に一切興味がない代わりに、その性的な衝動を肉を切り裂くという行為で解消していたことであった。

「子供の頃、覚えたての魔法で虫を切り裂いているうちに気がついたようですね。大半の人に経験があると思います。幼少期、遊びで虫を殺してしまうことは」

「そこで止まればよかったのだがな」

「ええ、ほぼ全員がそこで止まる。大人になってから、どうしてあんな惨いことをしてしまったのかと反省したりもします。ですが、彼は違った」

　次第に虫を魔法で切り裂くぐらいでは満足できなくなり、予備校生になる頃にはその標的が動物になっていったそうである。

「彼は在校中、野犬や野良猫の駆除によく手を貸していたそうです。彼ほどの魔法使いが、大した金にもならないそんな仕事を積極的に受ける理由がない。否いや、ありました」

　魔法で野犬と野良猫を切り裂いて駆除をするのは、彼の性的衝動の解消に最適な行為であった。

　当時の人々はそれに気がつかず、ダットー・シュタインはとてもいい人間だと思ってしまった……とアルフレッド様が説明したのである。

「よく調べたわね。五十前の人なのに」

「私の師匠が調べてくれたのですよ」

「あら、あなたに師匠なんていたのね。いい男かしら？」

「それはいますよ。いい男かは、ご自分で確認してください。予備校を卒業したダットー・シュタインは、遂ついに動物でも満足できなくなりました」

　積極的に大型で強い魔物を狩るようになるが、それでも満足できなくなり、遂に人間に手を出したというわけである。

「徐々に、彼と行動を共にしているパーティメンバーが行方不明になる頻度が増えましてね。さすがに冒険者ギルドもおかしいと思った」

　優秀な魔法使いと行動している冒険者が、定期的に魔物に殺されてしまう。

　さらに、優秀な魔法使いであるはずのダットー・シュタインが仲間を助けられず死体も回収できなかった、そんなことを言うのだから、不自然に思われて当然であった。

「そしてある日、ダットー・シュタインはパーティメンバーの殺害に失敗した。大怪我をした冒険者がギルドに逃げ込んできて、すべてが発覚したわけです」

　こうして、殺人鬼ダットー・シュタインの罪が公になったというわけである。

「それって、彼がいくつくらいのことなのかしら？」

「二十前ですね」

「ねえ、この三十年間、冒険者ギルドは殺人鬼を野放しにしているの？　警備隊は動かなかったのかしら？」

「そこが、彼の厄介なところなのですよ」

　冒険者ギルド、警備隊の合同捜査で、ダットー・シュタインは百人以上の冒険者を殺していたことが判明した。いくら優秀な魔法使いでも、大量殺人犯なので死刑からは逃れられないはずだった。

　ところが、彼を極秘裏に匿かくまった人物がいたのである。

　表向きは、ダットー・シュタインが死んだことにして。

「ブルーガー公爵、先代陛下の弟君ですね。彼は、ブルーガー公爵家を先々代の陛下から立ち上げてもらいました」

　すでに崩御している先代王の弟が、ダットー・シュタインを死んだことにして匿ってしまった。

　これでは、冒険者ギルドも警備隊も手が出せないというわけである。

「さらに、ダットー・シュタインが普段住んでいるのは、王都近郊に領地があるバーゼル子爵領の中です。警備隊も管轄ではないので手が出せません」

　貴族が王国に承認された臣下とはいえ、その領内の事情に口を出すのは難しいというわけである。

　その辺の事情は父上から聞いているので、某でも理解できるのである。

「バーゼル子爵は、ブルーガー公爵の娘を妻にしていますので。あと、陛下がこのことに触れないのは……」

「ワシが話そう。王国で知っている者は少ないがな。言っておくが、外に漏らすなよ。死んでも責任は持てないからな」

　外に漏らすと死ぬかもしれないとは、どんな裏事情なのであろうか？

「ブルーガー公爵は、先代陛下の一つ下の弟ということになっているが、実は双子の弟なのだ。よく似ていると噂されていたが、似ていて当然だ。双子なのだからな。そして、ブルーガー公爵は内心こう思っているはず。『もしかしたら、自分がこの国の王位を継げたのではないか』とな」

　ゆえに彼は、先代と今の陛下が自分に口を挟みにくい立場なのを利用して、己の力を蓄えようとした。

　公爵は領地が持てないので、力の源泉は財貨と人脈ということになるのである。

「王都周辺の在地貴族と婚姻を重ね、ダットー・シュタインに関しては、婚姻をしたり、懇意になった貴族に貸しているのです。彼は切り裂く魔法ばかりでなく、すべての系統の魔法を上手に使える天才です。領地の開発や整備ではとても役に立つ」

　その報酬が、ブルーガー公爵に匿ってもらいながら生活の面倒を見てもらうこと、であるか。

「もう一つ、ブルーガー公爵は彼の性癖にも的確に対処しています」

「犯罪者を匿うだけならともかく、彼の欲望の解消に手を貸しているわけね」

「手を貸す？　曲がりなりにも王族である者がであるか？」

　そんなバカなことがあっていいわけないのである！

「人としては最悪な行為であろう。だが、王族、貴族としては必ずしもそうではない」

「どんな屁へ理屈であるか！」

　そんな言い分、認められるわけがないのである！

「つまり、大を取るか、小を取るかなのだ」

　ダットー・シュタインを領地開発に派遣するブルーガー公爵のおかげで、多くの貴族領は畑が増え、洪水も減り、水にも困らなくなり、長年の悲願だった街道や橋ができた。

　多くの領民たちが幸せになったのだと、ホーエンハイム枢機卿は説明したのである。

「ですが、定期的に贄にえが必要ですよね？　ダットー・シュタインが、今の生活の中で改心したとも思えません」

「そうだ。今は月に一度、数名の人間を『ウィンドカッター』で生きたまま切り裂いて殺している。贄の供給源は、まさか開発を頼んだ貴族の領民たちにするわけにもいかず、王都の貧民街などから調達しているのだ」

　貧民街には、いなくなっても誰も気にしない人間が多い。

　ブルーガー公爵家の人間が、貧民街の住民たちに『仕事がある』などと誘い、ダットー・シュタインに生きたまま切り裂かせるのだそうである。

「三十年もであるか？　ふざけるななのである！」

　王都の王族や貴族たち……いや、陛下は、どうしてこんな惨いことを放置しているのである？

「申し訳なさだな」

「申し訳なさであるか？」

「そうだ。ブルーガー公爵は先代陛下の双子の弟だが、実は兄だったのではないかという噂もある」

「それ、真実なのですか？」

「さあな、ワシにもわからん。実際出産場面に立ち会ったわけでもないからな。ただ、こういうことを完全に証明するのは難しい」

「悪魔の証明ってわけね。今の陛下に不満がある貴族たちは、水面下でブルーガー公爵を旗頭にして騒ぐでしょうし」

「現に、そういう貴族もいるな。双子で先に生まれた方は兄か弟か？　これも難しい問題だ」

　現在のヘルムート王国では、双子はあとに生まれた方が兄である。

　なぜなら、あとに生まれた方が子宮の奥にいた、つまり先にできたので兄という考えである。

　だが、北方の仮想敵国アーカート神聖帝国では、先に生まれた方が兄という考え方だそうだ。

　先に生まれた方が、人間として先に完成したから、先に出てきたという考えだからである。

　ただ、数百年前は両国とも逆の考え方で、さらに双子は不吉とされて片方を殺してしまう、などという地域もいまだ残っているそうである。

　判断基準が明確ではないというわけである。

「生まれた順で兄と弟を決めても、文句をつける奴なんていくらでもいる。特に王の子供ともなればな。双子で生まれた時点で、それは厄介の種なのだ」

　そこで、先々代の王はブルーガー公爵を一年後に生まれた弟だと記録を改ざんし、王位継承で揉もめないよう、公爵にしてしまったそうである。

　今の陛下も、そういう経緯でブルーガー公爵になった叔父に対し、色々と言いにくいというわけである。

「本人はどこか不満で、王位に野心があるんだろうな。だが、彼は公爵だ」

　領地はないので、ダットー・シュタインを貸すことで得られる金と、婚姻やダットー・シュタイン絡みの人脈で派閥を作っているというわけである。

「ダットー・シュタインは殺人鬼ですが、領地の開発を手伝ってもらっている貴族や、その領民には手を出しません」

「ブルーガー公爵が、ダットー・シュタインにちゃんと贄を用意しているからね」

「そうだ。元々ダットー・シュタインは、金や地位、名声などに執着はない。普段は匿ってもらい、斡あっ旋せんされた仕事をして生活の面倒を見てもらう。贄を月に一度用意してもらえれば、彼はそれで満足なのですよ」

「為政者としては、判断が難しい奴ね」

　彼は月に数名の人間を生きたまま切り裂いて殺すが、しかし優秀な魔法使いで、領地の開発などには重宝されている。

「月に一度の犠牲者たち以上に利があると、少なくともブルーガー公爵は思っている」

「ついでにお金も得られて、人脈も作れるわね。やっぱり、王位に未練があるのかしら？　ブルーガー公爵は」

「さあな？　ワシには彼の本心はわからん。ただこれだけは言える。ダットー・シュタインは死ぬべきだと」

　ホーエンハイム枢機卿は、これでは駄目だと三十年以上もブルーガー公爵に匿われてきたダットー・シュタインの暗殺を計画したようである。

　そして、その計画でブルーノは殺されたわけである。

「ですから、私は一週間後に受けると言いました。彼ほどの魔法使いを相手にするのです。準備も必要ですし、私も先に受けている依頼などがありました。待っていただきたかったのですがね」

　ホーエンハイム枢機卿はアルフレッド様を待てず、エトガル・トレーダーとブルーノの二人にダットー・シュタインの暗殺を依頼し、失敗したわけであるか……。

「待てば、また何名か犠牲者が増える。運よく優秀な魔法使い二名とコンタクトが取れた。エトガル・トレーダーなどは自信満々だったのだ。上う手まくいくと思っていた」

「魔法使いの強さを、魔力量の足し算のみで判断した悪い例ですね……ダットー・シュタインは、経験豊富でとても狡こう猾かつな魔法使いです。私でも、よくて五分五分でしょう。エトガル・トレーダーに関しては、どんな分野でも若い者が周囲から褒められ続けると、調子に乗って自分は天才で、この世に勝てる者など一人もいないと勘違いしてしまうことがある。若い者の自惚うぬぼれは失敗の母ですよ。今回は、それが彼の致命傷になった。ホーエンハイム枢機卿のような年齢の方々は、そういう若者を注意するのが本来のお仕事なのですがね」

「ブルーノ殿は若いのに冷静だった。彼がエトガル・トレーダーの安全弁になると思っていたのだ」

　ブルーノ、お主はエトガル・トレーダー一人に任せるのは危険だと思い、この任務を受けたのであるか？

「どちらにしてもです。ホーエンハイム枢機卿の先走りによって最初の暗殺は失敗し、我々はやりにくくなってしまったのですよ」

　やりにくく、であるか。

　まず、ダットー・シュタインは自分が誰かに狙われていることに気がついてしまった。

　当然、彼を匿っているブルーガー公爵もである。

「せっかく暗殺が成功しやすい、不意を突ける初手において、未熟なブルーノちゃんとエトガル・トレーダーで失敗してしまったわ。次にアルフレッドさんが上級魔法使いと組んで暗殺を試みようとすれば、向こうはすぐに気がついて警戒、逃走してしまうはず。アルフレッドさん一人だと、今度は勝率が怪しいわね」

「そうだな。ワシは様々なツテを利用し、ダットー・シュタインがバーゼル子爵領内にある広大な森を転々としていることがわかった。ダットー・シュタインは、森の各所に建っている小屋で生活をしており、いつ来るかわからない暗殺者に備えてランダムに移動している。森の中では、ブルーガー公爵家とバーゼル子爵家の者たちが合同で殺人鬼を警備している。その監視網の隙すきを突きながら、ダットー・シュタインが潜伏している小屋を特定し、彼を殺さなければならないというわけだ。初手だから上手くいったとも言えなくもない。人は咄とっ嗟さの事態に弱いからな」

　とはいえ、成功したのはダットー・シュタインへの襲撃のみ。

　暗殺には失敗して、ブルーノは殺されたのである！

「だからですよ。今はダットー・シュタインもブルーガー公爵も警戒しているはずです。この三十年、ダットー・シュタインが暗殺の危機に無縁だったわけがない。だが、そう頻繁でもなかったはず」

「そうね。ダットー・シュタインの暗殺任務なんて危険で、実入りは知らないけど、なんの功績にもならないわ。だって、結局は殺人だもの」

　もしダットー・シュタインの暗殺に成功しても、ブルーガー公爵の手前、その功績をひけらかすわけにはいかない。

　命をかけた正義の行いが、ただ歴史の陰に消えてしまうのだ。

「ではどうして、エトガル・トレーダーは暗殺任務を受けたのである？」

　彼はその実力に相応しい名声を欲しいと思う、ごく普通の人間だったはず。

　ダットー・シュタインの暗殺に成功しても、その功績を誇れないのなら、そんな任務を受ける意味はないのである。

「表立っての功績はないけど、貴族、金持ち、冒険者ギルドの上層部からは極秘裏に評価されるわ。それと表の功績が合わされば、自分はアルフレッド・レインフォード以上の評価を得られるかもしれない、そう思ったのね」

「キャンディー殿？」

「ロンちゃんにも、ブルーノちゃんにも言わなかったけど……。エトガル・トレーダーは悩んでいたのよ」

「予備校では一番の名声を得ていたエトガル・トレーダーも、卒業してしまえばただの優れた若手魔法使いでしかない。加えて、現在の若手魔法使いたちの中で一番の名声を得ているのは、アルフレッドというわけだ」

　ホーエンハイム枢機卿の発言を聞き、アルフレッド様は彼に嫌そうな顔を向けたのである。

　半分は、お前のせいで失敗したのだと言われているようなものなのだから当然であろう。

　エトガル・トレーダーが失敗したのは、己の力量を正確に把握できなかった自分のせいである。

　彼は、アルフレッド様以上の評価を得ようとして無理をした。

　ただそれだけなのである。

「それに気がついていたブルーノは、最初止めようとした。だが、エトガル・トレーダーは暗殺任務を引き受けてしまい、彼を見捨てられないブルーノは、ストッパー役として参加することにした、であるか？」

「そういうことね。ブルーノちゃん、エトガル・トレーダーなんて無視して、任務を断ればよかったのに……」

　ブルーノ、お主は本当に優しい男なのである。

　だが、その優しさが寿命を縮めてしまった。

「彼が断ってくれれば、エトガル・トレーダーも無茶は……いや、無理ですね」

　そうであろう。

　もしブルーノが参加しなくても、エトガル・トレーダーは一人で暗殺任務を引き受けたはず。

　一対一で戦えばエトガル・トレーダーに勝ち目などなく、それがわかったブルーノは、暗殺任務を引き受けてしまったのであろう。




　ブルーノ、お前は本当にバカなのである！




「事情はわかったわ。それで、ダットー・シュタインはどうするの？　今回も諦めるのかしら？」

「キャンディー殿、今回も、であるか？」

「別に、ヘルムート王国上層部や、教会、冒険者ギルドも、全員が人でなしではないのよ。これまでに三回ほど、ダットー・シュタインの暗殺を目もく論ろんで失敗しているの。前回は、王国の軍系大物貴族の有志連合が極秘裏にね。ロンちゃんのお父様も参加しているのよ。資金も出しているわ」

「父上がであるか？」

　そんな話、初めて聞いたのである！

「詳しいな。暁の夕暮れのリーダーよ。その情報はどこで手に入れたのだ？」

「内緒よ。乙女には秘密が多いから」

　キャンディー殿は、ただの有名な冒険者パーティのリーダーではないようである。

　ホーエンハイム枢機卿は驚いたようであるが、キャンディー殿は上手く情報源をはぐらかしたのである。

「しかし、そこまで嫌悪されているダットー・シュタインと、それを匿うブルーガー公爵が処罰されないのはどうしてなのであるか？」

　陛下が、彼らを罰すれば済む問題のはずなのである。

「その陛下が問題でな。陛下は、ブルーガー公爵に対し複雑な感情がおありなのだ」

「複雑な感情であるか？」

「先代陛下の件、その真相は誰にもわからない。だが、それを裏で流す貴族も少なくない。陛下も疑っておられるのだ」

　もしかすると、本当にブルーガー公爵が真の王位継承者であるのではないかと。

　彼をダットー・シュタインの件で追い込んだ結果、蛇が出てくるかもしれないと思っているわけであるか。

「大げさなような気もしますがね」

「陛下も人間であり、時に悩まれることもある。とにかく今の時点で陛下に上奏しても、ブルーガー公爵が裁かれることはないであろう。だから、臣下の者たちは極秘裏にダットー・シュタインを葬ろうとしたわけだ」

　ダットー・シュタインさえ暗殺してしまえば、ブルーガー公爵の資金源と人脈を広げる元を断てる、というわけであるか。

「失敗し続けていれば、世話はないがな。過去三度の暗殺計画も散々な結果に終わった。当時、名声を得ていた凄腕の魔法使いが死に、ダットー・シュタインはますます経験を積んで手て強ごわくなったのだから」

「そんな他ひ人と事ごとのように言われても困ります。あなたの失敗で、私の当初の作戦はおじゃんなのですから」

「おじゃん？」

「私はどうにかして、もう一人上級魔法使いを参加させ、成功率を上げようとしました。そのあてがついた時点でこれです。ダットー・シュタインも、ブルーガー公爵も、警戒を強めています。上級魔法使い二人での襲撃は困難となった。かといって私一人だと、成功率は四割を切ります。さらに私が失敗すれば……」

　あと十年は、ダットー・シュタインの暗殺依頼を受ける凄腕の魔法使いは出てこなくなるのである。

「そうね。わざわざこんな任務を受けなくても、稼げて楽しく生きられるもの。犠牲者は貧民街の住民で、私たちに直接害があるわけでもない」

「貧民街を毛嫌いしている貴族も多い。その中には、ブルーガー公爵を直接は擁護しないまでも、密ひそかに庇かばっている者もいる」

「いくら貧民街に住んでいても、同じ人である！　貧民街の人間なら、いくら殺人鬼に殺されてもいいというのであるか？」

「確かに酷い話ですが、大人の事情というやつでしょうね。ホーエンハイム枢機卿はどうお考えで？」

「ダットー・シュタインは殺人鬼だ。始末するのが正しいとワシは思う。今さら青臭い正義感を振りかざすつもりはないが、後年、この件が世間に露呈でもしてみろ。臣民たちの王国への不信感は一気に増大するであろう。それは王国にとってよくないとワシは思う」

「ダットー・シュタインの功績についてはどう思いますか？」

「奴は優れた魔法使いなのであろうよ。だが、マイナス面が大きすぎるのだ。大体、魔法使いの世界は、数年に一度の出来星とか、十年に一人の天才とか、毎年のように言っているな。ダットー・シュタインがいなくなったとしても、どうせすぐに優れた新人魔法使いが出てくるであろうよ」

　確かに、正確に計算すると十年に一人の天才が二、三年に一人はいるような気がするのである。

「アルフレッド、もう一人の上級魔法使いとは？」

「実は私の師匠なのですが、もう彼は無理ですよ」

「ブランタークか！　すでにブルーガー公爵に警戒されているな」

「私もそうですけど、一人で行動する分には問題ありません。合流は不可能です」

　ただ、上級魔法使いとはいえ一人では、またダットー・シュタインに敗れてしまうリスクが大きいのである。

「というわけで、完全にお手上げです。失敗する確率が大きいですが、私だけを投入しますか？　私は気楽な独り身なので死んでもいいですけど、あとに続く者は、今後十年は出ないものとお考えください」

　確かに、アルフレッド様が暗殺に失敗した魔法使いを、某や他の魔法使いが倒せるとは思わないのである。

「……今回はちゅ……」

「待ったなのである！」

「クリムト君？」

「某が一緒にやるのである！」

　確かに某は、魔法使いとしてはいまだ未熟。

　だが、アルフレッド様が一緒ならば、である！

「クリムト殿、失礼ながら貴殿の実力では……」

「そうね、ちょっと無謀かもしれないわ」

「ホーエンハイム枢機卿、キャンディー殿。やらせてほしいのである！」

　アルフレッド様がいるのであれば、やりようがあるはずなのである！

　それに、ダットー・シュタインは我が親友ブルーノの仇かたきなのである！

「しかし、ブランタークならともかく、初級魔法使いでしかないクリムト殿では……」

「単独なら不可能であるが、アルフレッド様と組めば、やりようによってはいけるのである！　某は体が頑丈なのである！　多少危険な作戦でも大丈夫なのである！」

　暗殺任務が成功するか失敗するかは、参加する魔法使いの魔力量の合計だけではわからない。アルフレッド様は、そう言っていたのである！

　某には、やる気があるのである！

「ロンちゃん、あなた……。アルフレッドさんはどう思っているのかしら？」

　キャンディー殿が、一言も発せず静かなままのアルフレッド様に尋ねたのである。

　彼は、なにかを考え込んでいるようであった。

「クリムト君、かなり危険だよ。私自身も生き残れるかどうかわからない」

「某がいれば、アルフレッド様の生存率も上がるはずである！」

　もし足あし手で纏まといなら、某を盾にしてもいいのである！

「どうして参加したいと思うのですか？　親友の仇討ちでしょうか？」

「他にどんな理由があるのである？　ここでブルーノの仇を取れずして、某は彼の親友と言えるのであろうか？　ただそれだけである！」

　某は、ただブルーノの仇を討ちたい。

　それだけである！

「これまでの犠牲者のことや、王国の政治のことはどうでもいいと？」

「どうでもいいとは言わぬのであるが、今一番大切なのはブルーノの仇を討つことである！」

　某はただ、親友の仇を討ちたいという本能に従い、志願したのである。

「いいでしょう。ご同行願いましょう」

「アルフレッド！　貴殿はいいが、クリムト殿になにかあれば……」

「今さら、アームストロング伯爵家への配慮ですか？　ですが、今のクリムト君は家を出ている身。それに、アームストロング伯爵家の当主は、過去にダットー・シュタインの暗殺を試みている。彼も賛成するのでは？」

「……」

「キャンディー殿はどうお考えで？」

「私も危険だとは思うけど、ロンちゃんの意思を尊重したい気持ちもあるの。それに……」

「それになんですか？」

「根拠を聞かれると困るんだけど、上手くいきそうな気がするのよ。冒険者としての勘ってやつ？」

「なるほど、勘ですか」

「乙女の勘は侮れないわよ？」

「それはますます貴重なご意見ですね。では、明日、私とクリムト君で暗殺任務を実行しましょう。準備は……」

「私も手伝うわ。ホーエンハイム枢機卿、覚悟を決めたら？」

「わかった。ワシも準備をしておこう」

　これで、決まりである。

　某とアルフレッド様で、ダットー・シュタインを極秘裏に暗殺するのである。

「決まった以上は、ワシも手は抜かないが、アルフレッド、クリムト殿」

「はい？」

「なんである？」

「ケツは拭ぬぐってやるから、無理だと思ったら逃げ帰ってこい」

「それはありがたい。だそうですよ、クリムト君」

「ふんっ！　なのである！　必ずダットー・シュタインは殺すのである！」

「若いって、いいわねぇ。これから暗殺に行く子に言うセリフでもないけど」

　こうして、某とアルフレッド様は、殺人鬼ダットー・シュタインの暗殺任務に赴くことになったのである。





第十三話　暗殺作戦本番







「ブランタークですが、動きがないというか、こちらには影響ないみたいですね」

「宿に戻って酒でも飲むのかね？」

「別班が見張っている、アルフレッドの姿が確認できないそうですが、ブランタークとは合流しないようです」

「ならばいい。上級魔法使いが複数で、ダットー・シュタインを狙わなければいいのだ」




　今日も、我らのお館やかた様であるブルーガー公爵様の命令で、王都在住の高名な魔法使いを見張っている。

　つい一昨日、ブルーガー公爵家に金と人脈をもたらすダットー・シュタインが、暗殺者に狙われたからだ。

　ダットー・シュタインが暗殺者に狙われることは多くはないが、七、八年に一度くらいはある。

　彼は優秀な魔法使いなので、殺す側にも相応の実力が必要で、そう簡単に駒を揃そろえられないからだ。

　彼は普段はバーゼル子爵領内にある広大な森に籠こもっており、そこにも警備の兵はいる。

　今のところ、暗殺は非常に困難とみていい。

　複数の上級魔法使いが集まった場合に警戒すればいいだけだ。

　見張る我々は面倒だが、これも仕事なので仕方がない。

「アルフレッド・レインフォードが単独で来るかな？」

「さあな。他にも高名な魔法使いは多いからな。やはり別班が監視しているが、二名以上で集まったという報告はない。一名なら、間違いなく返り討ちだ」

「ダットー・シュタインが、喜んで切り刻みますね」

「あんなのでも、全体の利益にはなるそうだからな。我々の給金もそこから出ているから、守るしかないんだ」

　殺人鬼を守るための監視なんて、家族に言える仕事ではないが、ブルーガー公爵家がなくなれば、我々は失業だからな。





　　　　＊　　　＊　　　＊






　暗殺決行日の夜、某それがしとアルフレッド様はバーゼル子爵領にある森の入り口に立っていた。

「やはり、上級魔法使いが一人ならば、監視もそこまで厳しくないですね」

　これより森の奥深くまで移動し、どこかの小屋に潜伏してるダットー・シュタインを討つのである。

「作戦自体は、そんなに難しいことをするわけではありません。ただ殺せばいい。逆に殺されるかもしれませんが」

「そうならないようにするのである！」

「まったくもってそのとおりです。私もまだ人生を楽しみたい年齢なので」

　アルフレッド様は某と五つほどしか違わないのに、若手一番の魔法使いと称される身。

　凄すごいのである。

　いや、今は彼と共同でダットー・シュタインを討つことのみ考えるのである。

「ダットー・シュタインはどの小屋に潜伏しているのである？」

「それは私の師匠が調べてくれました。彼も単独で動けばそこまで警戒されることもないですし、高名な魔法使いは、かなり厄介な魔物の領域に入ることもある。ブルーガー公爵家の者たちでは直接監視できませんよ」

　そこで仕事をすると見せかけ、ダットー・シュタインの居場所を調べたのであるか。

　アルフレッド様の師匠も、凄い魔法使いなのである！

「今は、自分の宿で酒飲んで管を巻いているかもしれないですが、まあ作業の分担ですね。私の方が各段に厳しいですけど」

「では、行くのである」

　話を終えると、某たちは森の奥を目指して歩き始めた。

　ところが、少し進んだ時点で前方に誰かの気配を感じたのである。

「おかしい……。気配を完全に殺しているはずなのに……」

　さらにアルフレッド様は、森の各所に配置されてる兵を避けながら進んでいたはず。

　何者かと二人で身構えていたら、その人物はよく知った人物であった。

「はぁ───い。アルフレッドさんも、ロンちゃんも元気かしら？」

「「キャンディー殿！」」

「見送りに遅れちゃったから、頑張って追いかけたの」

　追いかけたって……魔法使いでもないキャンディー殿が、向こうの兵たちにも某たちにも気がつかれずに、であるか？

「やはり、あなたはやりますね？」

「いい男に褒められちゃった。私はついていけないけど、これを渡そうと思って」

　キャンディー殿が持参したのは、一着のアンダーウェアと、大量の魔法薬であった。

「これはロンちゃんがローブの下に着て。高威力の魔法でも、何回かは完全に防ぐわ」

「便利なのである！」

　ただ、とても体型が出やすいアンダーウェアであるな。

　ローブの下に着れば、全然問題ないのである。

「どこで手に入れたのですか？」

「う───ん、乙女の秘密よ」

「それでは仕方がありませんか」

　アルフレッド様、本当にそれでいいのであるか？

「あとは、即効性の治療用魔法薬ね。体に振りかければいいわ」

「それもお高いでしょうに」

「勝率を上げるためよ。どうせ、費用はホーエンハイム枢機卿に請求するしね」

「それはいいですね」

　キャンディー殿の言い分に、アルフレッド様は笑みを浮かべたのである。

　某も、あのホーエンハイム枢機卿が、とんでもない額の請求書で腰を抜かすところを見てみたいのである。

　なので、生きて帰らねばである。

「私も調べてみたんだけど、ダットー・シュタインの得意魔法は全系統。『ウィンドカッター』は、動けなくした相手を切り刻む時によく使うみたい」

「お楽しみの魔法ですか。趣味悪いですね」

　確かに、アルフレッド様の言うとおりである。

「なにか、今までに見たことがないような魔法を使うらしい……までしかわからなかったわ。ごめんなさい」

「未知の魔法に注意するということだけでもわかれば、勝率も少しは上がるでしょう。それにしても、いい情報網ですね」

「乙女には色々とあるのよ。二人とも、無事に戻ってきてね」

　キャンディー殿の餞せん別べつと見送りを受け、某たちは再び森の奥へと向かうのであった。
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　アルフレッド様が得た情報を元に森を進み、ダットー・シュタインが潜伏しているという小屋に辿たどり着いた時、なんと、すでにダットー・シュタインが小屋の外で待ち構えていたのである。

「やあ、お待ちしていましたよ」

「これは予想を裏切る展開ですね」

「此こ奴やつが、ダットー・シュタインであるか……」

「いかにも。私がダットー・シュタインです」

　ロマンスグレーをオールバックにした、知的な雰囲気のある、痩せ型の中年の男性。

　これには、アルフレッド様も驚きを隠せないようであった。

「見張りがいるものだと思いましたが」

「ああ、彼らなら」

　警備と見張りをしていたはずの兵たちは、かなり離れた場所に倒れていたのである。

「殺したのですか？」

「まさか。ちょっと気絶しているだけですよ。私も、今は滾たぎっていないのでね」

　なるほど、普段は無為に人を殺さないというわけであるか。

「二日ほど前に、一人、生きのいい少年を切り裂きましたからね。もう一人は、死ぬ前に逃げてしまいましたけど」

「ブルーノのことであるか？」

「名前は知りませんが、あの年頃の少年、少女の肉は素晴らしい。『ウィンドカッター』で切り裂いても、感触がないと勘違いする人も多いのですが、そういう人は魔法使いとして未熟なのですよ。私くらいになると……ああっ！　やはり、肉を切り裂きたくなってきた！　あなた方の肉を切り裂くとしましょう」

「完全に常軌を逸してますね」

「異常者である！」

「でしょうね。自分でもそれはわかっているのです。ですが、私に自殺をする度胸はないし、生きていれば肉を切り裂きたい。私を止めたいのであれば、私を殺すしかない！」

「クリムト君！」

　アルフレッド様の声と同時に、半ば本能でその場から飛んだら、元いた場所に『岩いわ棘とげ』が生えていたのである！

　もし動かなければ、そのまま串刺しだったのである！

「反応はいいのかな」

　続けて、ダットー・シュタインから巨大な火炎の鳥が生み出され、それはまるで生きた鳥のように某たちに襲いかかってきたのである。

「逃げても無駄ですよ」

「回避しても、戻ってくるのである！」

「ならば、こうします！」

　対抗するように、アルフレッド様が水でできた小さめの鳥を魔法で作り、火炎の鳥にぶつけたのである。

　すると、水蒸気のみを残して双方が消滅してしまったのである。

「やりますね。もう一人は……君はなぜここにいるのかな？」

　ダットー・シュタインは、突然不思議そうな表情を浮かべながら某に声をかけてきたのである。

「お前を討つ以外の理由はないのである」

「その魔力量でですか？　アームストロング伯爵家の次男君」

「知っていたのであるか？」

「私の飼い主はブルーガー公爵なのでね。そういう情報はすぐに入るのだよ。それに前回は、君のお父君も刺客を送ってきたのでね。確か、その時にブルーガー公爵が釘くぎを刺したはず……そして、今度は息子の君か。その笑えるくらい少ない魔力で」

「そんなことは、お前に関係ないのである！」

　そのような言葉で、某を動揺させようとしても無駄……。

「クリムト君！」

「しまった！」

　この男が、素直に会話を楽しむわけがなかったのである！

　気がつけば、某は火柱に包まれていたのである！

「あははっ、よく燃えるね。でも、なるべく綺き麗れいな体で半殺しにしないとね。だって、切り裂く楽しみがなくなっちゃうから」

「その特殊な嗜し好こうは理解できませんね」

「いいのかね？　彼を放置して」

「別に心配はないので」

　そう、確かに某の魔力量では、ダットー・シュタインの足元にも及ばないのである。

　だが、アルフレッド様の助けと、キャンディー殿の餞別もあった。

　ブルーノの仇かたきを取るためそれを生かして、某はどんな手を使おうとも……である！

「ふんぬっ！」

「抜け出したか。それほど燃えていない？」

「隙すきありなのである！」

　どうやら、思ったよりも某が燃えていないので、ダットー・シュタインは焦ったようであるな。

　その隙を突いて彼に接近した某は、魔力を込めた拳で顔面に一撃くれてやったのである！

　しかし、さすがはダットー・シュタイン。

　すぐに体勢を立て直し、素早く某と距離を置いたのである。

「ぷっ！　なるほど。魔力を込めてぶん殴るですか。魔力量が少ない悲しい魔法使いの常じょう套とう手段ですね。もうあなたの攻撃は当たりませんよ。諦めて帰ればいい。ここであなたが死ぬと、お父君も困ったことになる。今のうちに逃げてもいいですよ。あなただけなら」

　こいつ、さては敗北寸前のエトガル・トレーダーにも同じことを言ったのであるか？

　今にも殺されそうだった彼は、次に勝つために生き残るのだと、ブルーノを放置して逃げた。

　だから、重傷でも彼は逃げ延びられた。

　その心は完全に壊れてしまったようであるが。

「見た目よりも想像力があるようだね。確かに彼にはそう言ったよ。二人とも、私が羨うらやましくなるほど若々しかったから、ついその仲を裂いてみたくなったんだ。逃げた方は、かなり切り刻んだけど、歩けるくらいだった。もう一人の少年は、立ち上がれないくらい切り刻んでいてね。もう彼は助からないし、置いて逃げるのなら追わないよと言ったのさ。彼が逃げ出した時のもう一人の少年の絶望した表情と言ったら。ああ愉快愉快。思わず興奮して、もっと切り裂いてしまったよ」

「下衆が……」

「下衆でも、優れた魔法使いである私は生きている。どんな下衆でも、役に立つものがあれば生き延びられる。曲がりなりにも王族が私を匿かくまうのだから、この世はどこかおかしいのだろう。だから、おかしい私も生きていける」

「ふんっ！　それも今日までである！　これまでの罪を背負って死ぬがいいのである！」

「積極的に私を支援しないまでも、黙認している貴族たちの多いことといったら。この国の支配者は下衆ばかり。下衆な私に相応ふさわしいではないですか。前回私の暗殺に失敗し、ブルーガー公爵に睨にらまれるのが嫌で、もう何年も私を放置している、そんな人物の息子である君も、お父君に怒られるから私の暗殺などやめてもいいのだよ。追わないであげよう」

　お主は某にアルフレッド様を見捨てろと言うのであるか？

　なんたる下衆！　人間のクズである！

「性格悪いですね、あなたは」

「そんなものでしょう？　アルフレッド・レインフォード。人間でも、動物でも、魔物でも、狡こう猾かつで嫌な奴が生き残るのです。どうしますか？　アームストロング伯爵家の次男君。彼を見捨てて、父親に縋すがればいい。その魔力量では、私に嬲なぶり殺されるだけなのですから」

　確かに、一対一なら某が一方的に殺されるだけであろうな。

　だが、某にはアルフレッド様がいる。

　それに……。

「評判とは違い、ごちゃごちゃとうるさい奴である！　そんなにアルフレッド様と某と、二対一で戦うのが怖いのであるか？」

「まさか。私はただ気になったのですよ。なぜその程度の実力でここに来たのかをね。高貴なる者としての義務ですかね？」

「面白い冗談なのである！　今、某は家を出ている身！　家のことは理由にならないのである！　ただお前が某の親友を殺したので許さない！　必ず殺す！　他に理由が必要であるか？」

「なるほど。では私に切り刻まれて後悔するといい。その前に動けなくしますかね」

　今、なにか嫌な予感がしたのである！

「クリムト君！」

「アルフレッド様？」

「遅い！」

「なに！」

　今、某とアルフレッド様は、いきなり周囲に出現した水に囲まれ……なんなのである！

　この変な臭においの水は！

「……」

「ほほう、さすがはアルフレッド・レインフォード。火の魔法で打ち消しませんか。ですが、その水はすぐに揮発して燃え上がるのです」

　アルフレッド様は、自分を囲む水の塊に違和感を覚えたようで、火で打ち消すことはしなかったのである。

　ところが、ダットー・シュタインが火魔法を放つと、その変な臭いの水はあっという間に着火して炎上したのである。

「クソッ！　なのである！」

　ようやく火を振り払ったが、手足の先や顔に火傷やけどを負ってしまい、慌てて魔法薬を振りかけて治療したのである。

　アルフレッド様も、某と同じことをしたのである。

「これは拙まずいですね。燃える水……はて、どこかで……」

「水が燃えるのであるか？」

　燃えるはずがない水が燃えてしまう。

　一体、あの臭い水はなんなのである！

「私は全系統の魔法が使えますので、そういう工夫をしたというわけです。『燃える水』はこのように……」

「また私か！」

　水はダットー・シュタインによって自在に操られ、その形を変えてアルフレッド様のローブの中にも入ったのである。

　そして、ダットー・シュタインが着火。

　アルフレッド様は、ローブの中まで火炎に包まれたのである！

「アルフレッド様！」

「咄とっ嗟さに氷を出して中和しようとしましたが、完全には難しい」

　どうやら、ローブの中に火傷を負ったようで、アルフレッド様は水系統の治癒魔法をかけていたのである。

「このままだとジリ貧ですね」

「戦闘不能にしたら、肌だけ治して、あとは切り刻んであげますよ。二人ですか。楽しみですね」

　ダットー・シュタインの奴、もう勝った気でいるのである。

　だが、確かにこのままでは……。

「燃える水……どこかで……バーラー湿原ですか」

「正解です。あそこの、燃える臭い水を魔法で再現したのです。水系統と火系統の組み合わせ。苦労しましたよ」

「魔法の天才ですね。あとは駄目駄目ですけど。王都から西に大分行ったバーラー湿原には、臭い燃える水が湧く場所があるのです。使い道はランプの燃料くらいなので、地元の人しか採取しませんけどね」

　その燃える水を魔法で再現であるか。

「便利ですからね。このように」

「クソッ！　なのである！」

　まるで蛇のような形状になった燃える水が、某の体に巻きつき、その直後ダットー・シュタインの着火で、某は三度炎に包まれたのである。

　某は慌てて火を振り払い、頭から魔法薬を被かぶったのである。

「『魔法障壁』で守るしかないのであるか？」

　今はキャンディー殿がくれたアンダーウェアがあるから大丈夫なのであるが、これもあと何回保もつかわからないのである。

　すでに三回も体の主要な部分を守ってくれたので、そろそろ限界であろう。

「困りました。『魔法障壁』で守ると不利になります」

「どういうことであるか？　アルフレッド様」

「着火が相手の自由自在なのでね。『魔法障壁』での防御はますます魔力の消耗を早めてしまう」

　まだ水の状態で『魔法障壁』を張っても意味がなく、着火はダットー・シュタイン次第なので、着火直後に無駄なく『魔法障壁』を張るのは難しい。

　アルフレッド様は、火傷の治療で急速に魔力を消耗していた。

　某も、キャンディー殿から貰もらったアンダーウェアがあと何回保つか。

　我らの苦境を把握しているのであろう。

　ダットー・シュタインは、余裕の笑顔を浮かべていた。

「自在に動かせ、どこにでも入り込み、好きなタイミングで着火する。初手では対応できまい。さて、もうそろそろ終わりにしますか。最後は、生きたまま切り刻んであげましょう」

　親友の仇だと勇んで来てはみたものの、某はダットー・シュタインに一矢も報いずに殺されるのであるか？

　などと考えていたら、後ろからアルフレッド様に『ポン』と肩を叩たたかれたのである。

「（いよいよ向こうは、私とクリムト君にトドメを刺そうと決めたようですね）」

「……」

「（実は、こういう時がチャンスなのですよ。彼は油断している）」

　アルフレッド殿は小声で某に声をかけながら、右の手のひらになにかを握らせたのである。

「（これは？）」

「（ちょっと特殊な魔晶石です。その大きさにしては膨大な魔力が込められています）」

　アルフレッド様は、某にどうしてこんなものを？

「（それを握りしめながら、奴に拳で一撃食らわせればいいのですよ。ある種の賭けですけど、きっとクリムト君なら成功させられると信じています）」

「（しかし、某は……）」

　先ほどは一撃当てることに成功したのであるが、二度目が成功するとは思えないのである。

「（奴が、そんなミスをするわけがないのである）」

「（そこは、私がなんとかしますので。全力で一気に彼に接近し、右の拳で渾こん身しんの一撃を奴にかましてください。では、五……四……三……二……）」

　もうカウントダウンであるか！

　ええい！　なるようになれである！

「（……一、スタート）」

　もう一度アルフレッド様から軽く肩を叩かれた瞬間、某はなにも考えず、ダットー・シュタインに向けて突撃を開始したのである。

「突撃ですか……気持ちはわからぬでもないが……無謀ですよ！」

　来た！

　今度は小細工なしで、強力な火炎魔法が某を焼き尽くそうと迫ってきたのである。

　だが、あと一回は大丈夫なはず。

　某は一切スピードを落とさずに巨大な火炎を突き破り、ダットー・シュタインへの突進を続けたのである。

「よく保ったのである！　キャンディー殿、ありがとうなのである」

　これで、次にダットー・シュタインの魔法を食らえば、某も無事では済むまい。

　その前に、奴に一撃食らわさなければ。

「もうそろそろ、その特殊な防具も効果がなくなるはず」

　ちっ、見抜かれていたのである！

　だが、ここで動きを止めるわけにはいかないのである！

「そのローブのみでは防御できまい」

　またもダットー・シュタインは、二体同時に燃える水のヘビを作り出し、某に差し向けようとしたのである。

　至近で着火されてしまえば、某は大火傷……。

「させません」

　その前に、アルフレッド様が先手を打ってダットー・シュタインの燃える水のヘビを着火させたのである。

「無意味な。新たに燃える水を作りながら、火のヘビとして動かせば問題ないのですよ」

「ですが、燃えていない水のヘビとは違って、火がついてしまえば私が作った水のヘビとぶつかって消滅してしまう。燃える水は一度着火すると、あなたでも火を消すのは無理みたいですしね」

　なるほど、燃えていない水のヘビのままだと手が出せぬので、アルフレッド様が先に着火してしまったわけであるか。

　そして、一度着火してしまった燃える水は、ダットー・シュタインでも消すことは困難。

　火のヘビのままならば、水魔法で対処できる。

　あのわずかな時間でそれに気がつくとは、さすがはアルフレッド様なのである。

「クリムト君、私を信じて全力で走ってください」

「わかったのである！」

　それからも、わずかな時間で壮絶な魔法合戦は続いたのである。

　接近する某をダットー・シュタインが『ウィンドカッター』で切り裂こうとすれば、いつの間にか某の後ろにピタリとついていたアルフレッド様も、『ウィンドカッター』を放ってそれを弾はじく。

　ダットー・シュタインの膨大な数の『氷弾』が飛んでくれば、某の前に動く『火の壁』を出して、『氷弾』を消し去る。

　某の足元がわずかに盛り上がったように思えるが、すぐに治まってしまった。

　アルフレッド様が、『岩棘』の生成を妨害したようである。

「もう逃がさないのである！」

「ふんっ、バカの一つ覚えの突進など避よければ……なにっ！」

　瞬時にアルフレッド様が、ダットー・シュタインの両脇と後方にくの字型の『岩壁』を生成して、彼は後ろに下がれなくなっていたのである。

「二対一というだけで、我々は有利なのですよ。こうやって連携できればね！」

　ブルーノたちは、これができなかったのであるか……。

「まあいい。君程度の魔力では、この私を殴ったところで」

　ダットー・シュタインは、その膨大な魔力を用いて一気に防御力を上げたのである。

　この切り替えの早さはさすが……だが、某の右拳は！

「正真正銘！　この一撃にすべてを懸けるのである！」

「防ぐ！」

　ダットー・シュタインは、胸の前で両腕をクロスし、さらに両腕に膨大な魔力を送り込んだ。

　上級魔法使いによる、鉄壁の防御というやつである。

「ぶち抜くのである！」

　某の残りすべての魔力と、右拳に握ったアルフレッド様特製の魔晶石に込められた膨大な魔力で、ダットー・シュタインの胸をぶち抜く！

「君程度の魔力なら簡単に防げ…………バカなっ！」

　某による渾身の一撃は、まずダットー・シュタインの両腕を千切り飛ばし、さらにガラ空きになった彼の胸をそのままぶち抜いたのである。

　某の拳は、ダットー・シュタインの体を完全に突き抜けたところで止まった。

　いくら優秀な魔法使いとて普通の人間。

　肺と心臓にも損傷を与えたこの一撃は致命傷であろう。

「そっ、そんな……どうして？」
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「なぜ不思議がるのである？」

　お主ほどの者が、某の右拳に特別な魔晶石があることくらい気がついていないはずがないのである。

「お前の……魔力では……これほどの威力は……ありえ……」

　胸をぶち抜かれたダットー・シュタインは、もうこれ以上言葉を発しなくなったのである。

　彼の体を突き破った拳を抜くと、そのまま地面に倒れて動かなくなったのである。

「やったなのである。しかし……」

　ダットー・シュタインは、どうして某の一撃が自分の体を貫いたのか、納得できないまま死んだようである。

「某は、アルフレッド様から特製の魔晶石を預かっていたのである。これの魔力と合わせれば、ダットー・シュタインの『魔力防御』が砕かれるかもしれないと予想できたはずなのである」

「いいえ、それはないのですよ」

「どうしてであるか？」

「簡単に説明しますとですね。あなたの魔力量が１として、あなたに貸した魔晶石は、その数百倍の量が込められているのです。ところが、この魔力をあなたが拳に込めて一撃放つ場合、通常ですと、魔晶石からは１の魔力しか供給されません。あなたの残存魔力量からすると、供給は１以下でしょうね」

　なるほど。

　普通、魔晶石は、某の最大魔力量を超えて魔力を供給してくれないのであるか。

「そうでないと、あなたが破裂してしまいかねない。だからあなたの最大魔力量以上は供給されないし、攻撃力もそれに準じたものでしかない。ダットー・シュタインはそれに気がついたので、あなたの攻撃を防御したのです」

　余裕で防げると思ったら、某が供給量オーバーの一撃を放ったというわけであるか。

　借りた魔晶石を見ると、魔力は完全に空で色も灰色になっていた。

　供給量オーバーどころか、すべて引き出した一撃であったか。

「私は、君がちょっと変わり種だと思い、ほぼ確信していました。だから、その魔晶石を与え、全力で一撃加えろと指示しました。少しばかり賭けの要素はあったので、それについてはクリムト君に謝らなければいけませんね。ですが、私が予想した以上でした」

「いえ、アルフレッド様が謝ることでは……」

　あそこでアルフレッド様が賭けに出なければ、某たちはダットー・シュタインに殺されていたはずである。

「そう言っていただければ……」




「貴様ら！」




　せっかく二人で勝利の余韻に浸りながら話をしていたのだが、突然無粋な妨害が入ったのである。

「さすがにこれだけ時間が経たてば当然ですか」

「アルフレッド様？」

「親玉のお出ましです」

　声がした方を見ると、そこには十数名の兵と、激怒した七十歳近いと思われる、いかにも大物貴族らしい男性がいたのである。

　彼こそが、ダットー・シュタインを三十年も庇かばい続けたブルーガー公爵であろう。

　実は某、彼を今初めて見たのである。

　あと、ブルーガー公爵の隣に目立たない中年男性貴族もいるのであるが、彼は娘婿のバーゼル子爵で間違いないと思うのである。

　某たちに怒るよりも、義父であるブルーガー公爵の顔色を窺うかがうのに忙しいようである。

「貴様ら！　よくもダットー・シュタインを！」

「ダットー・シュタインですか？　彼が？　確か、三十年も前に死んだ魔法使いの名前ですね」

　某たちに怒鳴りつけるブルーガー公爵に対し、アルフレッド様は臆おくすることなく嫌みを言い放ったのである。

　ダットー・シュタインは公式には死んでいるので、今ここに倒れている男がダットー・シュタインであるはずがないと。

「平民と伯爵家の次男風情が！　貴様ら、ここから生きて出られると思うなよ！」

　ブルーガー公爵が合図をすると、連れてきた兵たちが一斉に剣を抜いたのである。

　同時に、森の各所から駆けつけたバーゼル子爵の手の者たちにも周囲を囲まれてしまったのである。

　そういえば某、あの一撃でもうほとんど魔力が残っていないのである。

「アルフレッド様？」

「この程度なら問題ないのですが……さて、どうしたものか」

「どうしたものかとは、どういうことである」

「連中を出し抜いて逃げるのは可能なのですが、ブルーガー公爵があとでうるさいでしょうから。あんなのでも先代陛下の弟君ですからね。恨まれると色々と面倒です。ホーエンハイム枢機卿、遅いですね……」




「ふんっ！　ちゃんと間に合ったわ！　お前のことだからとっくに気がついていたであろうに！」




　ブルーガー公爵とは違う声が聞こえ、声の方を見ると、そこにはホーエンハイム枢機卿が立っていたのである。

　周囲にはやはり同じく十数名の騎士……彼らは、教会所属の聖堂騎士団であろう。

　他にも、ブルーガー公爵たちとその兵たちを取り囲むように、軍勢らしきものが展開されているのが気配でわかったのである。

「ホーエンハイム枢機卿……貴様か！　今回の黒幕は！」

「今頃気がついても、ダットー・シュタインはもうとっくに地獄に落ちている。手遅れですな」

　ホーエンハイム枢機卿は、ブルーガー公爵を小バカにしたような態度で挑発しながら、倒れ伏しているダットー・シュタインの死体を見下ろしていた。

「こんな奴でも、死ねば供養せねばなるまい。無縁墓地に入れてやるとするか」

「貴様ぁ───！」

　ブルーガー公爵がさらに激高しても、ホーエンハイム枢機卿は柳に風といった感じであった。

「この腐れ神官も殺せ！」

「できるわけなかろうが。お前とバーゼル子爵が飼っている犬たちと、聖堂騎士団の精鋭が戦いになると思うか？」

　ホーエンハイム枢機卿の言葉で、兵たちは動きを止めてしまったのである。

　さすがに、教会の守護者にして精鋭中の精鋭として名高い聖堂騎士団を敵に回したくはないのであろう。

「お前たちを包囲している軍勢に気がつかぬか？　数でも質でも勝ち目はないな」

「腐れ神官、お前が威張るな」

「父上！」

　もう一人、ホーエンハイム枢機卿の後ろから姿を見せた人物は、某の父アームストロング伯爵であった。

「クリムト、久しぶりだな」

「父上もお変わりなく」

「クリムト、お前が倒したのか？」

　父上は、倒れているダットー・シュタインの死体を見ながら某に尋ねたのである。

「アルフレッド様と二人で倒したのである！」

「そうか。よくやったな。公式には認められない功績だが、お前が息子であることを俺は誇りに思うぞ」

「アームストロング伯爵ぅ───！　貴様ぁ───！　八年前に釘を刺した時には大人しかったくせにぃ───！」

「だからだよ。あの頃はまだ先代陛下もおられたからな。お前へのくだらない配慮のせいで、八年間、俺は悔しさを懸命に押し隠してきたのだ。今日、ダットー・シュタインの死体を見て清せい々せいしたわ」

「アームストロング伯爵！　ホーエンハイム枢機卿も！　この件は、陛下に上奏するからな！」

「お前はバカか？」

　ブルーガー公爵が、この件を陛下に訴えると言った直後、ホーエンハイム枢機卿は心から彼をバカにしたような表情を浮かべながら、そう言い放ったのである。

「すでにこの世にいないはずの奴が死んで、だからなんなのだ？」

　父上も、ブルーガー公爵への侮ぶ蔑べつの感情が止められないようである。

　同じく、彼をバカにしたような表情で見ていたのである。

「聖堂騎士団は知らんが、俺が勝手に警備隊を率いてお前らを包囲していると思うか？」

「どういうことだ？」

「察しが悪いな。つまり、さすがに陛下も、もうお前に気を使わないというわけだ」

「そんなはずは！」

「お前が、本当は先代陛下の兄で、真の王という噂うわさか？　くだらぬな」

　ブルーガー公爵は、そんな噂など犬の餌にもならんという態度を崩さないホーエンハイム枢機卿に対し、さらに激怒したのである。

「くだらぬだと！　私は！」

「少し冷静になって考えてみろ。同じ時刻に生まれた腹違いの兄弟ならともかく、同じ母親から生まれた双子の兄・弟をすり替える必要がどこにある？　生まれたばかりの赤ん坊に、あえてそれをしたくなるような能力の差など出るのか？　血は同じなのだぞ」

「私は……」

「反体制派の戯たわ言ごとに惑わされおって。先代陛下も、今の陛下も、お前に配慮したのではない。お前を旗頭にしようとする勢力への警戒と、噂の内容に動揺しただけだ。今はダットー・シュタインもおらぬし、お前にもそろそろ人生の幕引きをしてもらおうか」

　ホーエンハイム枢機卿が手を上げると、聖堂騎士団の中でも体の大きな数名が、ブルーガー公爵を囲って動けなくした。

　続けて、その顔を押さえて強引に口を開けさせ、なにか薬のようなものを放り込んだのである。

「うっ！　なにを？　毒薬か？」

「正解だ。ブルーガー公爵。今お前が死ねば、息子に男爵家くらいは継がせてやる。バーゼル子爵も、家くらいは残してやろう。この領地は没収だがな」

　今気がついたのであるが、バーゼル子爵も同じように屈強な聖堂騎士団員たちによって押さえられ、同じ薬を飲まされたようである。

　彼は最後まで目立たなかったのである。

「ホーエンハイム枢機卿！　真の王にこんなことをして……」

「違うだろう？　お前にはただ、二分の一の確率で王になれなかったことへの不満が燻くすぶり続けていた。だから、その噂を使って貴族たちと結び、ダットー・シュタインを匿いながら利用して財力を蓄えた。人間とは恐ろしいものだな。利用していたはずの噂が、実は本当なのではないかと思い始めた。違うか？　おっと、そろそろ眠くなってきたか？　そういう毒だ」

「なにが……悪い……私は……本物の王なのだ……」

　ブルーガー公爵はそこまで喋しゃべると、まるで眠るように息を引き取ったのである。

　バーゼル子爵も同じように死んだのだが、誰からも気にされていなかったのは不幸であろう。

「愚かな」

　ホーエンハイム枢機卿は、最後にそれだけ言うと、残されたブルーガー公爵とバーゼル子爵が率いていた兵たちの拘束と、死んだ合計三名の遺体の搬送などを聖堂騎士団員たちに指示した。

　彼らは黙々と命令された作業をこなすが、本日ばかりはおかしな仮面を被っており、その正体が誰なのかわからなかったのである。

　事が事なので、身元がわからないようにしているのであろう。

「さて、アルフレッドとクリムト殿も同行願おうか？」

「口封じですか？」

　相変わらず、アルフレッド様はホーエンハイム枢機卿に対し辛しん辣らつである。

「するか！　アームストロング伯爵に殺されるわ！」

「ああ、俺がこの腐れ神官をぶち殺すな」

　もしアルフレッド様を殺そうとすれば、必ず某が妨害するので、某ごと始末するしかないのである。

　さすがのホーエンハイム枢機卿も、父上がいる前でそれはできないはずなのである。

「陛下がお呼びなのだ。時間は短いがな」

「わかりました。私はこんな男なので、報酬さえいただければ。口止め料も含めてなかなかの額なのでしょうね」

「本当に、その優しげな顔からは想像もできない、図ずう々ずうしい奴め！」

「もう少し年を取れば落ち着きますとも」

「そう願うよ」

　某とアルフレッド様は、父上とホーエンハイム枢機卿の案内で王城まで向かったのである。

　とにもかくにも、無事にダットー・シュタインを討つことに成功し、ブルーノの仇を取れたことをよしとするのである。





第十四話　新しき友







「余も父も、これまで決断できなかったことをただ詫わびるしかない」




　ホーエンハイム枢機卿、父上、アルフレッド様、某それがしの四人で極秘裏に陛下と謁えっ見けんしたのであるが、彼はただ自分の不徳であったと、某たちに謝るのみであった。

　極秘裏の会見なのは、陛下が臣下や在野の魔法使いに謝ったという事実を知られないよう、ホーエンハイム枢機卿が配慮したのであろう。




「この経費は……？」

「キャンディー殿が用意したクリムト君の装備や魔法薬。これがなければ負けていましたよ」

「わかった。一週間後に確実に報酬と合わせて支払おう」

「確実に約束が履行されることを願います」

「払うに決まっている」

　ホーエンハイム枢機卿は、憮ぶ然ぜんとした表情で某たちと別れたのである。

　王城を出て、アルフレッド様と二人で町を歩くのであるが、もうそろそろ夜明けのはずである。

「やりましたね」

「某は、ただアルフレッド様から言われたことをしただけである」

　もし自分一人で勝手にやっていたら、確実に死んでいたはずである。

「他の人と組んで同じ指示を出し、その人が指示どおりにやったとしても、クリムト君でなければ私も一緒に死んでいましたよ。あっ、そうだ！」

「どうかしたのであるか？」

「いえね。私とあなたは、共に命をかけてダットー・シュタインを倒した仲間。よくよく考えるに、年齢差もそうなく、お互いの呼び方を変えましょう。アルフレッド様では、どうも座りが悪い」

「アルフレッド殿であるか？」

「それも堅苦しいですね。私はこれから君をクリムトと呼び捨てにするので、クリムトもアルフレッドと呼び捨てにしましょう」

「しかし……」

　アルフレッド様は、今、若手一番と評判の魔法使い。

　いまだ初級である某とは、比べものにならないほど偉いお方なのである。

「それはおかしいですね。魔法使いに身分の差などありませんよ。私は貴族ではありませんし。むしろ、貴族の子弟である君に偉そうな口を利いているという考え方もできる」

「某は今、家を出ている身なのである。実家のことは気にしないでほしいのである」

「ならいいではないですか。さあ、君らしく」

「わかったのである……アルフレッド」

「それでいい。クリムトは思いきりがいいね。いい魔法使いになれる才能がある。貴族なのに、貴族っぽくないのもいい」

「アルフレツド、それは褒めているのであるか？」

「なによりの賞賛だよ。誇りに思うといい」

「そういえば、ホーエンハイム枢機卿に辛しん辣らつだったのである」

「ああいう人は必要ではあるのですが、好んで関わろうとは思いませんね」

「それについては、某も同意見なのである」

　きっと、王国の政治の深い部分には関わらない方が幸せなのであろう。

　某は、次男でよかったのである。

「今日は、ブルーノ殿の葬儀が行われるそうです。私も出席するので、一緒に行きましょう」

「すまぬのである」

「クリムトの親友ですからね。彼とも縁を繋つなげていたら、いい友になったと思うのですよ」

「ブルーノが聞いたら喜ぶのである。では、行くのである」

　某とアルフレッドは、葬儀に出席するため彼の実家へと向かったのである。




　ブルーノ、某はお主の仇かたきは取れたが、お主というかけがえのない親友を失ってしまった。

　だが、その縁でアルフレッドという新しい親友を得られたのである。

　お主は、某を心無い奴だと怒るであろうか？

　いや、お主はそういう男ではないのである。

　きっと、某に新しい親友ができたことを喜んでくれるであろう。

　そして、某がこれからどういう魔法使いになっていくのか、何年後かはわからぬが、必ず天国でお主に報告するから、ゆっくりと待つのである。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「おっ！　生きていたな」

「随分な言い方ですね。私たちの成功を知っているくせに」

「すまんすまん。ご苦労さんにも、俺を監視していた奴がいてな。どういうわけか慌てて逃げていったから、雇い主であるブルーガー公爵になにかあったとわかったわけだ」

「彼は数日後、病死という扱いです」

「外道でも、公爵様には配慮があっていいよな」

「またまた。お師さんは貴族なんて一度も羨うらやましいと思ったことないくせに」

「お前もな、アル」




　ダットー・シュタインの暗殺に成功し、クリムトと一緒にブルーノ殿の葬儀に出たあと、どういうわけかまったく眠くなかったので、いつものお店に顔を出してみました。

　すると、私の師匠であるブランタークがカウンター席に座っており、彼に軽くこれまでのことを話したというわけです。

　その話が終わると、カウンターに初老の店主が戻ってきました。

　このお店は、こういう危ない話もできるので重宝しているのです。

　そういう話が出そうな時にいなくなるタイミングと、口の堅さに定評があるというわけです。

「二人でやった感じはどうだ？」

「私の予想どおりですね。彼はもっと伸びますよ」

「ああ、お前さんが注目していたガキとやったんだったな」

　クリムトは、ただの初級魔法使いではありません。

　今は、ただ拳に魔力を込めて殴ることしかできないのは事実にしても、どう計算してもその威力が大きすぎるのです。

　極めつけは、自分の限界魔力量以上の魔力を、『ただ容量の大きな魔晶石』からすべて引き出し、拳に纏まとわせ、ダットー・シュタインの魔力による防御をぶち破った。

　ダットー・シュタインがクリムトの一撃で両腕を吹き飛ばされ、拳が胸を貫通した時、彼は『信じられない！』といった表情を浮かべ、死んでいったのですから。

　つまり、彼の潜在的な限界魔力量はとてつもなく多いはず。

　ところが今の魔力成長量を見ると、彼は典型的な大器晩成型というわけです。

「そこまで期待しているんだったら、器合わせしてやればいいのに」

「それはかえって、彼によくない結果をもたらすでしょう」

　彼はまるで巨木のような男なのです。

　時間をかけて、少しずつ成長していく。

　いきなり魔力量が増えすぎると、かえってそれを持て余して悪い結果になる可能性が高いのですから。

「奴との決戦前に魔力量を強引に増やせば……おっと、そういう考えはホーエンハイム枢機卿の二の舞か」

　器合わせでいきなり魔力量が増えると、それに振り回されて悪い結果になる魔法使いも多いですからね。

　やはり魔法使いは、ある程度までは自力で実力を上げてからでないと。

「それに彼の場合、私と器合わせをしたら、向こうはまだ限界ではないなんてことになるかもしれません」

「まさかな。だが、アルの予言が当たるか遠くから観察してみるよ。俺は、ああいうアームストロング伯爵の次男のような暑苦しいのは苦手だけどな」

　それから二人で乾杯をしたら、途端に眠くなってきました。

　今日は早く寝てしまうとしましょう。

　明日からも指名依頼がありますしね。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「やることがないのである」




　ブルーノの葬儀が終わってから三日ほど。

　某は、キャンディー殿から一週間ほど休むように言われたのである。

『ああいう超強い敵に全力を出したあとって、どんな人でも気が抜けてしまうのよ。普段ならあり得ないようなミスをして怪我をしたり、最悪死んじゃったりね。ロンちゃんには悪いけど、ブルーノちゃんが抜けた分の戦力補強もしなければいけないから、まだ新人扱いのロンちゃんはお休みね』

　そうキャンディー殿に言われ、某は家で休んでいた。

　ダットー・シュタイン暗殺成功でかなりの額の報酬が出るので、暫しばらくは働かなくても大丈夫なのである。

　葬儀の時、ブルーノの両親と兄君からいただいた彼の遺品である魔法の書をベッドの上で読み、時間を潰つぶしていた。

　そういえば、定期的にここに来ていたリズ嬢はどうしているであろうか？

　突然兄が死に、その死の真相は語るわけにいかず。

　ホーエンハイム枢機卿が、魔物討伐中の事故だと上う手まく説明していたのであるが、兄の死で泣かぬよう懸命に堪こらえているリズ嬢を見ていたら、とてつもない罪悪感に襲われたのである。

　本当は話してあげたいが、それを教えればブルーノの家族に危険が及ぶ。

　仕方がないとはいえ、秘密を抱えるのは某の性に合わないのである。

「リズ嬢は、もう来ないはずである」

　彼女がこの家に来て家事をしてくれたのは、好きだった兄ブルーノの面倒を見るため。

　某のためには来ないであろう。

　彼女は未婚の女性で、しかも美しいのである。

　男性が一人で住む家に入るわけがないのである。

　チリン！　チリン！

　そんなことを考えていたら、突然ドアの鈴が鳴ったのである。

　誰だと思って出てみると、そこには買い物袋を持ったリズ嬢が立っていたのである。

「リズ殿？」

「クリムトさん、ちゃんとしたお食事をとっていますか？」

「それなりにである」

「どうせ串焼きを買い食いしたりとか、外食ばかりなのでは？」

「某、料理はできぬゆえ、外食と買い食いでも、ちゃんと栄養を計算して食べれば大丈夫である」

「計算なんて、本当にしているのですか？」

　していないのである。

　リズ嬢にかかると、某の不摂生は簡単に見抜かれてしまうのである。

「そういうのも、一人暮らしの醍だい醐ご味みなのである」

「頻度によりますからね。今、夕食を作りますから」

　リズ嬢は、家に入ると台所で調理を始めたのである。

　某は、その様子を見ていた。

「リズ殿」

「私、キャンディーさんから聞きました。お兄さんの死の真相を」

　キャンディー殿、そんなことをリズ嬢に話したのであるか！

「私が気になって聞いたんです。クリムトさん以外には漏らしませんから」

「すまぬ、である」

　あのような悪事を働いたブルーガー公爵は王族だが、リズ嬢から見れば貴族と同じようなものであろう。

　そして、某も貴族なのである。

　同じ貴族として、某は……。

「クリムトさんは、全然貴族らしくないですよね」

「リズ殿？」

「だって、そんなことをする必要もないのに、勝ち目がなさそうな人相手に危険な仕事を受けてしまって。ご家族に怒られるかもしれないのに」

　確かに、最初父上は褒めてくれたのであるが、あとでキッチリと叱しかられたのである。

　『お前はアームストロング伯爵家の一員。家族に心配をかけるな』と。

「でも、私は嬉うれしかったんです」

「嬉しいであるか？」

「お兄さんが亡くなったと聞いた時、私はとても悲しかったです。今もまだ悲しいです。でも、クリムトさんは親友の仇だからと言って、命を懸けてお兄さんの無念を晴らしてくれました。お兄さんにそこまで想おもってくれている親友がいたなんて。私は嬉しいです」

　リズ殿は、涙を流しながら某にそう語ってくれたのである。

「あっ、すぐに夕食を作りますね。お野菜もちゃんと食べないと駄目ですよ。あと、リズ殿なんて言われると、私、違和感があるので、これからはリズって呼んでくださいね」

　そう言うと、リズは某に背中を向けて調理を再開したのである。

「リズど……リズ」

「はい？」

「明日なのであるが、どうせ暇なので一緒にどこかに出かけるのである」

「はいっ！」




　リズの笑顔を見て、ようやく某は新しい生活を送れそうな気がしたのであった。
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エピローグ　結局、導師の若い頃って？







「というわけで、某それがしは無事親友の仇かたきを討てたのである！　アルフレッドという新たな親友もでき、某はブルーノに感謝しているのである！　思えばそれほど長いつき合いではなかったが、某は彼を忘れられないのである！」

「「「……」」」

「バウマイスター伯爵も、エリーゼも、エルヴィン少年も。某の青春の思い出話に感動したであろう？」

「あのですね……一つお尋ねしますけど……」

「なんである？」

　導師の少年時代の話は意外と面白った。

　どう話を聞いても、彼が可愛かわいらしい少年であったというイメージは微み塵じんもわいてこないけど、それは元々、本人とニーナ様以外誰も信じていなかったので問題ない。

　それよりも、最後の話が不穏そのものであった。

　先々代の陛下の双子の弟が王家に不満を持ち、仲間を集めて力を蓄えるために殺人鬼の魔法使いを庇かばい、挙句の果てに彼の欲望を解消させるため殺人にまで手を貸していた。

　そんな殺人鬼魔法使いを師匠と導師が密ひそかに倒してしまい、それに激怒した先々代の陛下の双子の弟も、堪忍袋の緒が切れたホーエンハイム枢機卿とその他貴族有志たちによって毒殺され、王家もそれを黙認した。

　一見平和が続いているヘルムート王国の闇であり、そもそもこの話はオフレコなんじゃないかと思うのだ。

　俺たちは、この話を聞かなかった方がよかった気がする。

　好奇心は猫をも殺す……別に俺たちに好奇心なんてない。

　勝手に秘密の話を聞かされてしまった犠牲者といった方が正しいであろう。

「ブルーノの話をするには、この話が必要だったのである！　内緒にすればいいのである！」

「はあ……」

　導師ならそう言うと思った。

　どうせ彼を責めても、反省の弁なんて聞けないだろうし。

「（ヴェルとエリーゼはそれなりの立場だからいいよ。俺はどうなるの？）」

　どうなるもクソも、墓の中まで持っていくしかないのは、エルも俺たちと同じというわけだ。

「お腹の子の胎教にも悪いですからねぇ……エリーゼだって気分がよくないでしょうし……」

　少年、少女の肉を切り裂くのが好きな殺人鬼の話だからな。

　ホラー映画でもあるまいし、妊婦のエリーゼにはよくないと思うのだ。

「生まれてくる子は、次のバウマイスター伯爵なのである！　そういうこともあるのだと理解しておいた方がいいのである！」

　いや、まだお腹の中にいる赤ん坊に、胎教で権力の裏側の現実とか聞かせても意味ないと思うのだけど、導師はいつものように強く言いきってその話を終えてしまった。

「導師、それで導師の少年時代の肖像画なんですけど……」

「おおっ！　そうであった！」

　エル、よくそんなこと覚えてたな。

　俺なんて、もう完全に忘れてたよ。

「見るがいいのである！　某が可愛らしい少年であった頃を！」

　と言って、導師が続けて魔法の袋から取り出した肖像画を見ると、そこにはパイナップルカットではない導師の姿が描かれていた。

「「「（可愛い？）」」」

　十四歳当時の導師は、今より若干幼く見え、トレードマークであるパイナップルカットでもなかった。

　今に比べれば、ちょっとは可愛いか？

　まったくもって十四歳には見えないけど。

「この頃の某は、まだ小さく未熟で可愛らしかったのであるが、外の世界で鍛えに鍛え、今の某が完成したのである！」

「そうね。クリムトお兄様は、昔は小さくて可愛らしかったものね」

　導師の発言に対し、真っ先に賛同するニーナ様。

　そういえば、この人もアームストロング伯爵家の人だった。

　あのヤクザも裸足はだしで逃げ出すアームストロング伯爵家一族の中で育てば、少年時代の導師も可愛く見えるのであろう。

　あくまでも比較論の問題だけど。

「（お母様、ちょっとズレているんです……）」

　エリーゼが、小声で申し訳なさそうに俺に謝ってきた。

　俺がいつまでも『ヴェンデリン君』なのは、ニーナ様の物差しだと、俺はまだ可愛らしい子供ということなのであろう。

　導師と比べると、この世の中は可愛らしい子供だらけになると思うけど。

「ゆえに、バウマイスター伯爵とエリーゼの子が某に似て逞たくましく育てば、それは上々というものである！」

　ここで話が、俺とエリーゼの子供のことに戻ってきた。

　導師に似た子だけは勘弁してほしいよなぁ……特に娘だと、色々と不ふ憫びんでならない。

「（あなた、本当にお腹の子は……）」

「（いや、俺とエリーゼの子なんだから、きっと俺かエリーゼに似るよ）」

　導師め！

　出産前のエリーゼを不安に陥れるな！

「大丈夫よ。クリムトお兄様って、とても女の人たちに人気なんだから」

　確かに、導師はこんな人だけど、実は女性にモテるからな。

　奥さんも四人いるし。

　というか、生まれてくる子が女性にモテるかどうかなんて、女の子なら関係ないじゃないか。

「私のお友達のリズちゃんも、クリムトお兄様の奥さんなんだから」

「「「えっ！　本当に？」」」

「本当よ」

　今思い出した。

　導師の奥さんの一人に、リズという通称で呼ばれている人がいたのを。

　とても綺き麗れいな人なので、俺の記憶に残っていたのだ。

　亡くなった親友の妹と結婚……このおっさん、筋肉ダルマのくせに凄すごいリア充じゃないか。

「（あなた？　どうかしましたか？）」

「（いや、外面はともかく、内面は少し導師に似た方がいいかなって……）」

　完全に似てしまうと問題だが、少しなら似た性格をしていた方がいいかもしれない。

「二人とも、どうかしたのである？」

「いえ、なんでも。導師に似て健康な子が生まれればいいなって。なあ、エリーゼ」

「はい。伯父様に似て健康ならいいなって思ったんです」

「そうであろうとも！　きっと逞しい子が生まれるのである！」




　どうにか誤魔化せたなと俺たちが思っている横で、導師は一人高笑いを続けていたのであった。
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